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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
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環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前記送風空気の温度に関連する温度（Ｔ
Ｃ）が第２目標温度（ＴＣＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）から吐出される前記
冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前
記外気とを顕熱交換させて前記熱媒体から前記外気に放熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整
されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第
１目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱
媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記
熱媒体が流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を下回ると判断される場合、
　前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１
４）で冷却された前記熱媒体が流れる状態に切り替え、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣ
Ｏ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外
気のうち少なくとも一方の流量を調整し、
　前記冷媒流量調整手段（６０ｄ）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気
加熱用熱交換器（１７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ
吹き出される前記送風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温度（ＴＡＯ
）に近づくように、前記圧縮機（２２）から吐出される前記冷媒の流量を調整することを
特徴とする車両用空調装置。
【請求項２】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
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調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に
関連する温度が第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体の熱
を外気に放熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣ
Ｏ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外
気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記
熱媒体が流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を下回ると判断される場合、
　前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１
４）で冷却された前記熱媒体が流れる状態に切り替え、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣ
Ｏ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外
気のうち少なくとも一方の流量を調整し、
　前記冷媒流量調整手段（６０ｄ）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気
加熱用熱交換器（１７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ
吹き出される前記送風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温度（ＴＡＯ
）に近づくように、前記圧縮機（２２）から吐出される前記冷媒の流量を調整することを
特徴とする車両用空調装置。
【請求項３】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
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１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前記送風空気の温度に関連する温度（Ｔ
Ｃ）が第２目標温度（ＴＣＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）から吐出される前記
冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前
記外気とを顕熱交換させて前記熱媒体から前記外気に放熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整
されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第
１目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱
媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記
熱媒体が流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を下回ると判断される場合、
　前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１
４）で冷却された前記熱媒体が流れる状態に切り替え、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気加熱用熱交換器（１
７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温
度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱
媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を調整し、
　前記冷媒流量調整手段（６０ｄ）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前
記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣＯ）に近づくように
、前記圧縮機（２２）から吐出される前記冷媒の流量を調整することを特徴とする車両用
空調装置。
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【請求項４】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に
関連する温度が第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体の熱
を外気に放熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣ
Ｏ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外
気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記
熱媒体が流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を下回ると判断される場合、
　前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１
４）で冷却された前記熱媒体が流れる状態に切り替え、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気加熱用熱交換器（１
７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温
度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱
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媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を調整し、
　前記冷媒流量調整手段（６０ｄ）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前
記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣＯ）に近づくように
、前記圧縮機（２２）から吐出される前記冷媒の流量を調整することを特徴とする車両用
空調装置。
【請求項５】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前記送風空気の温度に関連する温度（Ｔ
Ｃ）が第２目標温度（ＴＣＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）から吐出される前記
冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前
記外気とを顕熱交換させて前記熱媒体から前記外気に放熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整
されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第
１目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱
媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記
熱媒体が流れない状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
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風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を下回ると判断さ
れる場合、前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝
縮器（１５）で加熱された前記熱媒体が流れない状態に切り替えることを特徴とする車両
用空調装置。
【請求項６】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に
関連する温度が第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体の熱
を外気に放熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣ
Ｏ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外
気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記
熱媒体が流れない状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を下回ると判断さ
れる場合、前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝
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縮器（１５）で加熱された前記熱媒体が流れない状態に切り替えることを特徴とする車両
用空調装置。
【請求項７】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝縮器
（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なく
とも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（Ｔ
ＡＶ）に関連する温度が第２目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前
記外気とを顕熱交換させて前記外気から前記熱媒体に吸熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣ
Ｏ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外
気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記
熱媒体が流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を上回ると判断される場合、
　前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１
５）で加熱された前記熱媒体が流れる状態に切り替え、



(9) JP 6167892 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

　前記冷媒流量調整手段（６０ｄ）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前
記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣＯ）に近づくように
、前記圧縮機（２２）から吐出される前記冷媒の流量を調整し、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整
されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第
２目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱
媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を調整することを特徴とする車両用空調
装置。
【請求項８】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する
温度が第１目標温度（ＴＣＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）から吐出される前記
冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体に前
記外気の熱を吸熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気加熱用熱交換器（１
７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温
度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱
媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記
熱媒体が流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
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　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を上回ると判断される場合、
　前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１
５）で加熱された前記熱媒体が流れる状態に切り替え、
　前記冷媒流量調整手段（６０ｄ）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前
記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣＯ）に近づくように
、前記圧縮機（２２）から吐出される前記冷媒の流量を調整し、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整
されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第
２目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱
媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を調整することを特徴とする車両用空調
装置。
【請求項９】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝縮器
（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なく
とも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（Ｔ
ＡＶ）に関連する温度が第２目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前
記外気とを顕熱交換させて前記外気から前記熱媒体に吸熱させる熱交換器であり、



(11) JP 6167892 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣ
Ｏ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外
気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記
熱媒体が流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を上回ると判断される場合、
　前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１
５）で加熱された前記熱媒体が流れる状態に切り替え、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣ
Ｏ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外
気のうち少なくとも一方の流量を調整し、
　前記冷媒流量調整手段（６０ｄ）は、前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前
記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ
）に近づくように、前記圧縮機（２２）から吐出される前記冷媒の流量を調整することを
特徴とする車両用空調装置。
【請求項１０】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する
温度が第１目標温度（ＴＣＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）から吐出される前記
冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
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器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体に前
記外気の熱を吸熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気加熱用熱交換器（１
７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温
度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱
媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１５）で加熱された前記
熱媒体が流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を上回ると判断される場合、
　前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記凝縮器（１
５）で加熱された前記熱媒体が流れる状態に切り替え、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣ
Ｏ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外
気のうち少なくとも一方の流量を調整し、
　前記冷媒流量調整手段（６０ｄ）は、前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前
記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ
）に近づくように、前記圧縮機（２２）から吐出される前記冷媒の流量を調整することを
特徴とする車両用空調装置。
【請求項１１】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝縮器
（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
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風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なく
とも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（Ｔ
ＡＶ）に関連する温度が第２目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前
記外気とを顕熱交換させて前記外気から前記熱媒体に吸熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気冷却用熱交換器（１
６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する温度が前記第１目標温度（ＴＣ
Ｏ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外
気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記
熱媒体が流れない状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を上回ると判断さ
れる場合、前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸
発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流れない状態に切り替えることを特徴とする車両
用空調装置。
【請求項１２】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と外気とを
顕熱交換させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体
外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を
調整する熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
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　前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前記送風空気の温度（ＴＣ）に関連する
温度が第１目標温度（ＴＣＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）から吐出される前記
冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）は、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体に前
記外気の熱を吸熱させる熱交換器であり、
　前記熱交換器用調整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）は、前記空気加熱用熱交換器（１
７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温
度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱
媒体および前記外気のうち少なくとも一方の流量を調整する手段であり、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流
れる状態と、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸発器（１４）で冷却された前記
熱媒体が流れない状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備え、
　前記熱媒体外気熱交換器（１３）を流れる前記熱媒体または前記外気の流量が所定量未
満と判断され、かつ前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１
７）のうち少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送
風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が前記第２目標温度（ＴＡＯ）を上回ると判断さ
れる場合、前記切替手段（１８、１９）は、前記熱媒体外気熱交換器（１３）に、前記蒸
発器（１４）で冷却された前記熱媒体が流れない状態に切り替えることを特徴とする車両
用空調装置。
【請求項１３】
　前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）で温度調整さ
れて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（ＴＡＶ）に関連する温度が第３目標
温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前記送風
空気のうち前記空気加熱用熱交換器（１７）を流れる前記送風空気と前記空気加熱用熱交
換器（１７）を迂回して流れる前記送風空気との風量割合を調整する風量割合調整手段（
５５、６０ｇ）を備えることを特徴とする請求項１ないし１２のいずれか１つに記載の車
両用空調装置。
【請求項１４】
　前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なく
とも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（Ｔ
ＡＶ）に関連する温度が第３目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記送風空気の風量を
制御する風量制御手段（５４、６０ｆ）を備えることを特徴とする請求項１ないし１３の
いずれか１つに記載の車両用空調装置。
【請求項１５】
　前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なく
とも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（Ｔ
ＡＶ）に関連する温度が第３目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記送風空気における
内気と外気との割合を調整する内外気割合調整手段（５３、６０ｇ）を備えることを特徴
とする請求項１ないし１４のいずれか１つに記載の車両用空調装置。
【請求項１６】
　電力が供給されることによって発熱して前記送風空気を加熱する電気ヒータ（１０１）
と、
　前記空気冷却用熱交換器（１６）および前記空気加熱用熱交換器（１７）のうち少なく
とも一方の熱交換器で温度調整されて前記車室内へ吹き出される前記送風空気の温度（Ｔ
ＡＶ）に関連する温度が第３目標温度（ＴＡＯ）に近づくように、前記電気ヒータ（１０
１）の発熱量を制御する電気ヒータ制御手段（６０ｊ）とを備えることを特徴とする請求
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項１ないし１５のいずれか１つに記載の車両用空調装置。
【請求項１７】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体が流通する流路を有し、前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温
度調整された前記熱媒体との間で熱授受が行われる熱授受機器（１３、８１）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくよう
に、前記熱授受機器（１３、８１）を流れる前記熱媒体の流量を調整する熱媒体流量調整
手段（６０ａ、６０ｂ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に
関連する温度が第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱授受機器（１３、８１）は、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体との間
で熱授受が行われる機器であり、
　前記熱媒体流量調整手段（６０ａ、６０ｂ）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷
却された前記送風空気の温度に関連する温度（ＴＣ）が前記第１目標温度（ＴＣＯ）に近
づくように、前記熱授受機器（１３、８１）を流れる前記熱媒体の流量を調整する手段で
あり、
　前記熱媒体と外気とを熱交換させる前記熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が前記熱媒体外気熱交換器（１３）に流れ
る状態と、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が前記熱授受機器（１３、８１）
に流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）とを備えることを特徴とする車両用
空調装置。
【請求項１８】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
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１７）と、
　前記熱媒体が流通する流路を有し、前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温
度調整された前記熱媒体との間で熱授受が行われる熱授受機器（１３、８１）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度、前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）の表面温度に関
連する温度、または前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）を流れる前記熱媒体の温度に
関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体空
気熱交換器（１６、１７）を流れる前記熱媒体の流量および温度のうち少なくとも一方を
調整する熱交換器用調整手段（３８、６０ｅ、７０、６０ｈ、７３、７４、６０ｉ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に
関連する温度が第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱交換器用調整手段（３８、６０ｅ、７０、６０ｈ、７３、７４、６０ｉ）は、前
記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前記送風空気の温度に関連する温度（ＴＣ）
が第１目標温度（ＴＣＯ）に近づくように、前記空気冷却用熱交換器（１６）を流れる前
記熱媒体の流量および温度のうち少なくとも一方を調整する手段であり、
　前記熱媒体と外気とを熱交換させる前記熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が前記熱媒体外気熱交換器（１３）に流れ
る状態と、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体が前記熱授受機器（１３、８１）
に流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）とを備えることを特徴とする車両用
空調装置。
【請求項１９】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体が流通する流路を有し、前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温
度調整された前記熱媒体との間で熱授受が行われる熱授受機器（１３、８１）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくよう
に、前記熱授受機器（１３、８１）を流れる前記熱媒体の流量を調整する熱媒体流量調整
手段（６０ａ、６０ｂ）と、
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　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に
関連する温度が第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱授受機器（１３、８１）は、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体との間
で熱授受が行われる機器であり、
　前記熱媒体流量調整手段（６０ａ、６０ｂ）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷
却された前記送風空気の温度に関連する温度（ＴＣ）が前記第１目標温度（ＴＣＯ）に近
づくように、前記熱授受機器（１３、８１）を流れる前記熱媒体の流量を調整する手段で
あり、
　前記熱授受機器（１３、８１）で加熱された前記熱媒体が前記蒸発器（１４）に流れる
状態と、前記熱授受機器（１３、８１）で加熱された前記熱媒体が前記空気加熱用熱交換
器（１７）に流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備えることを特徴とす
る車両用空調装置。
【請求項２０】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体が流通する流路を有し、前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温
度調整された前記熱媒体との間で熱授受が行われる熱授受機器（１３、８１）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度、前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）の表面温度に関
連する温度、または前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）を流れる前記熱媒体の温度に
関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体空
気熱交換器（１６、１７）を流れる前記熱媒体の流量および温度のうち少なくとも一方を
調整する熱交換器用調整手段（３８、６０ｅ、７０、６０ｈ、７３、７４、６０ｉ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
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環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に
関連する温度が第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱交換器用調整手段（３８、６０ｅ、７０、６０ｈ、７３、７４、６０ｉ）は、前
記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前記送風空気の温度に関連する温度（ＴＣ）
が第１目標温度（ＴＣＯ）に近づくように、前記空気冷却用熱交換器（１６）を流れる前
記熱媒体の流量および温度のうち少なくとも一方を調整する手段であり、
　前記熱授受機器（１３、８１）で加熱された前記熱媒体が前記蒸発器（１４）に流れる
状態と、前記熱授受機器（１３、８１）で加熱された前記熱媒体が前記空気加熱用熱交換
器（１７）に流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）を備えることを特徴とす
る車両用空調装置。
【請求項２１】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体が流通する流路を有し、前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温
度調整された前記熱媒体との間で熱授受が行われる熱授受機器（１３、８１）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくよう
に、前記熱授受機器（１３、８１）を流れる前記熱媒体の流量を調整する熱媒体流量調整
手段（６０ａ、６０ｂ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを熱交換させて前記送風
空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に
関連する温度が第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
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器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱授受機器（１３、８１）は、前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体との間
で熱授受が行われる機器であり、
　前記熱媒体流量調整手段（６０ａ、６０ｂ）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）で冷
却された前記送風空気の温度に関連する温度（ＴＣ）が前記第１目標温度（ＴＣＯ）に近
づくように、前記熱授受機器（１３、８１）を流れる前記熱媒体の流量を調整する手段で
あり、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記外気とを熱交換させる前記熱媒体外
気熱交換器（１３）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体が前記空気加熱用熱交換器（１７）に流れ
る状態と、前記熱授受機器（１３、８１）で加熱された前記熱媒体が前記空気加熱用熱交
換器（１７）に流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）とを備えることを特徴
とする車両用空調装置。
【請求項２２】
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　前記熱媒体を熱交換させて前記熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１
４、１５）と、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された前記熱媒体と車室内へ
の送風空気とを熱交換させて前記送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、
１７）と、
　前記熱媒体が流通する流路を有し、前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温
度調整された前記熱媒体との間で熱授受が行われる熱授受機器（１３、８１）と、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された前記送風空気の温度（ＴＣ、
ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する温度、前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）の表面温度に関
連する温度、または前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）を流れる前記熱媒体の温度に
関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記熱媒体空
気熱交換器（１６、１７）を流れる前記熱媒体の流量および温度のうち少なくとも一方を
調整する熱交換器用調整手段（３８、６０ｅ、７０、６０ｈ、７３、７４、６０ｉ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　前記圧縮機（２２）から吐出された前記冷媒と前記第２ポンプ（１２）によって循環さ
れる前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を凝縮させるとともに前記熱媒体を加熱する凝
縮器（１５）と、
　前記凝縮器（１５）から流出した前記冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　前記減圧手段（２４）で減圧膨張された前記冷媒と前記第１ポンプ（１１）によって循
環される前記熱媒体とを熱交換させて前記冷媒を蒸発させるとともに前記熱媒体を冷却す
る蒸発器（１４）と、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を冷却する空気冷却用熱交換器（１６）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体と前記送風空気とを顕熱交換させて前記送
風空気を加熱する空気加熱用熱交換器（１７）と、
　前記空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された前記送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に
関連する温度が第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、前記圧縮機（２２）か
ら吐出される前記冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　前記熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、前記凝縮器（１５）および前記蒸発
器（１４）であり、
　前記熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、前記空気冷却用熱交換器（１６）および前
記空気加熱用熱交換器（１７）であり、
　前記熱交換器用調整手段（３８、６０ｅ、７０、６０ｈ、７３、７４、６０ｉ）は、前
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記空気冷却用熱交換器（１６）で冷却された前記送風空気の温度に関連する温度（ＴＣ）
が第１目標温度（ＴＣＯ）に近づくように、前記空気冷却用熱交換器（１６）を流れる前
記熱媒体の流量および温度のうち少なくとも一方を調整する手段であり、
　前記蒸発器（１４）で冷却された前記熱媒体と前記外気とを熱交換させる前記熱媒体外
気熱交換器（１３）と、
　前記凝縮器（１５）で加熱された前記熱媒体が前記空気加熱用熱交換器（１７）に流れ
る状態と、前記熱授受機器（１３、８１）で加熱された前記熱媒体が前記空気加熱用熱交
換器（１７）に流れる状態とを切り替える切替手段（１８、１９）とを備えることを特徴
とする車両用空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両に用いられる空調装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１には、室内へ送風する送風空気を蒸発器で冷却するとともに凝縮器で
加熱する車両用空調装置が記載されている。
【０００３】
　蒸発器は、冷凍サイクルの低圧側冷媒と送風空気とを熱交換させて、低圧側冷媒を蒸発
させるとともに送風空気を冷却する熱交換器である。凝縮器は、冷凍サイクルの高圧側冷
媒と送風空気とを熱交換させて冷媒を凝縮させるとともに送風空気を加熱する熱交換器で
ある。
【０００４】
　この従来技術では、車室内への吹出空気の温度を制御するために、冷凍サイクルの制御
を行うようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－２２５６３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記従来技術では、車室内への送風空気を蒸発器および凝縮器で冷凍サイクルの冷媒と
熱交換させるので、蒸発器または凝縮器で冷媒が漏れると車室内にも冷媒が漏れてしまう
。
【０００７】
　また、従来は、冷媒の凝縮および蒸発のいずれかを担う室外熱交換器が車両最前部に配
置されているため、車体の重要機関（フレーム、駆動機構、原動機など）にダメージを与
えないような軽度の衝突時においても室外熱交換器が破壊されてしまうことがある。その
ため、冷媒の再充填を伴う修理費が高額になったり、温暖化係数の高い冷媒が大気に放出
されて環境破壊を招くという懸念がある。
【０００８】
　そこで、本出願人は、蒸発器および凝縮器で冷凍サイクルの冷媒と冷却水と熱交換させ
、蒸発器で冷却された冷却水を空気冷却用熱交換器で車室内への送風空気と顕熱交換させ
て送風空気を冷却し、凝縮器で加熱された冷却水を空気加熱用熱交換器で車室内への送風
空気と顕熱交換させて送風空気を加熱する車両用空調装置（以下、検討例と言う。）を検
討している。
【０００９】
　この検討例によると、蒸発器および凝縮器で車室内への送風空気を熱交換させないので
、蒸発器または凝縮器で冷媒が漏れても車室内に冷媒が漏れることを防止できる。また、
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車両最前部に配置していた室外熱交換器は、冷却水を介した熱交換器に置き換えられるた
め、軽衝突時でも冷媒が放出されることがなく、ひいては修理代を抑制できるとともに環
境破壊を防止できる。
【００１０】
　しかしながら、この検討例では、上記従来技術と比較してシステム構成が顕著に異なっ
ているので、上記従来技術と同様に冷凍サイクルの制御を行っても、車室内へ吹き出され
る空気の温度を適切に制御できない。
【００１１】
　また、この検討例では、空気冷却用熱交換器の表面温度を適切に制御する必要がある。
すなわち、空気冷却用熱交換器の表面温度が氷点を下回ると、空気冷却用熱交換器の表面
に付着した凝縮水が凍結して着霜（フロスト）が発生し、その結果、空気冷却用熱交換器
の空気通路が塞がれて車室内への送風量が低下し、空調性能が低下してしまう。一方、空
気冷却用熱交換器が所定温度を上回ると、空気冷却用熱交換器の表面に付着した凝縮水が
蒸発して送風空気の湿度が上昇して窓曇りを招いたり、凝縮水に溶け込んだカビや微粒子
等も蒸気に混ざることによって臭いが発生したりして乗員の快適性が低下してしまう。
【００１２】
　本発明は上記点に鑑みて、車室内への送風空気を熱交換させる車両用空調装置において
、車室内への送風空気を熱交換する熱交換器の温度を適切に制御可能にすることを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するため、請求項１～１２に記載の発明では、
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　熱媒体を熱交換させて熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５
）と、
　熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された熱媒体と車室内への送風空
気とを熱交換させて送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、１７）と、
　熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された熱媒体と外気とを顕熱交換
させる熱媒体外気熱交換器（１３）と、
　熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された送風空気の温度（ＴＣ、ＴＡＶ）
に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＡＯ）に近づくように、熱媒体外気熱交換器
（１３）を流れる熱媒体および外気のうち少なくとも一方の流量を調整する熱交換器用調
整手段（６０ａ、６０ｂ、６０ｃ）とを備えることを特徴とする。
【００１４】
　これによると、熱媒体空気熱交換器（１６、１７）の温度を適切に制御できる。
【００１５】
　上記目的を達成するため、請求項１７、１９、２１に記載の発明では、
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　熱媒体を熱交換させて熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５
）と、
　熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された熱媒体と車室内への送風空
気とを熱交換させて送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、１７）と、
　熱媒体が流通する流路を有し、熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整さ
れた熱媒体との間で熱授受が行われる熱授受機器（１３、８１）と、
　熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された送風空気の温度（ＴＣ、ＴＨ、Ｔ
ＡＶ）に関連する温度が第１目標温度（ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、熱授
受機器（１３、８１）を流れる熱媒体の流量を調整する熱媒体流量調整手段（６０ａ、６
０ｂ）とを備えることを特徴とする。
【００１６】
　これによると、熱媒体空気熱交換器（１６、１７）の温度を適切に制御できる。
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【００１９】
　上記目的を達成するため、請求項１８、２０、２２に記載の発明では、
　熱媒体を吸入して吐出する第１ポンプ（１１）および第２ポンプ（１２）と、
　熱媒体を熱交換させて熱媒体の温度を調整する熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５
）と、
　熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整された熱媒体と車室内への送風空
気とを熱交換させて送風空気の温度を調整する熱媒体空気熱交換器（１６、１７）と、
　熱媒体が流通する流路を有し、熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）で温度調整さ
れた熱媒体との間で熱授受が行われる熱授受機器（１３、８１）と、
　熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された送風空気の温度（ＴＣ、ＴＨ、Ｔ
ＡＶ）に関連する温度、熱媒体空気熱交換器（１６、１７）の表面温度に関連する温度、
または熱媒体空気熱交換器（１６、１７）を流れる熱媒体の温度に関連する温度が第１目
標温度（ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、熱媒体空気熱交換器（１６、１７）
を流れる熱媒体の流量および温度のうち少なくとも一方を調整する熱交換器用調整手段（
３８、６０ｅ、７０、６０ｈ、７３、７４、６０ｉ）と、
　冷媒を吸入して吐出する圧縮機（２２）と、
　圧縮機（２２）から吐出された冷媒と第２ポンプ（１２）によって循環される熱媒体と
を熱交換させて冷媒を凝縮させるとともに熱媒体を加熱する凝縮器（１５）と、
　凝縮器（１５）から流出した冷媒を減圧膨張させる減圧手段（２４）と、
　減圧手段（２４）で減圧膨張された冷媒と第１ポンプ（１１）によって循環される熱媒
体とを熱交換させて冷媒を蒸発させるとともに熱媒体を冷却する蒸発器（１４）と、
　蒸発器（１４）で冷却された熱媒体と送風空気とを顕熱交換させて送風空気を冷却する
空気冷却用熱交換器（１６）と、
　凝縮器（１５）で加熱された熱媒体と送風空気とを顕熱交換させて送風空気を加熱する
空気加熱用熱交換器（１７）と、
　空気加熱用熱交換器（１７）で加熱された送風空気の温度（ＴＨ、ＴＡＶ）に関連する
温度が第２目標温度（ＴＨＯ、ＴＡＯ）に近づくように、圧縮機（２２）から吐出される
冷媒の流量を調整する冷媒流量調整手段（６０ｄ）とを備え、
　熱媒体温度調整用熱交換器（１４、１５）は、凝縮器（１５）および蒸発器（１４）で
あり、
　熱媒体空気熱交換器（１６、１７）は、空気冷却用熱交換器（１６）および空気加熱用
熱交換器（１７）であり、
　熱交換器用調整手段（３８、６０ｅ、７０、６０ｈ、７３、７４、６０ｉ）は、空気冷
却用熱交換器（１６）で冷却された送風空気の温度に関連する温度（ＴＣ）が第１目標温
度（ＴＣＯ）に近づくように、空気冷却用熱交換器（１６）を流れる熱媒体の流量および
温度のうち少なくとも一方を調整する手段であることを特徴とする。
【００２０】
　これによると、熱媒体空気熱交換器（１６、１７）の温度を適切に制御できる。
【００２３】
　上記発明において、熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された送風空気の温
度に関連する温度とは、熱媒体空気熱交換器（１６、１７）で温度調整された送風空気の
温度自体や、熱媒体空気熱交換器（１６、１７）の表面温度に関連する温度、熱媒体空気
熱交換器（１６、１７）を流れる熱媒体の温度に関連する温度等のことである。
【００２４】
　なお、この欄および特許請求の範囲で記載した各手段の括弧内の符号は、後述する実施
形態に記載の具体的手段との対応関係を示すものである。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】第１実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【図２】第１実施形態における第１切替弁の断面図である。
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【図３】第１実施形態における第１切替弁の断面図である。
【図４】第１実施形態における第２切替弁の断面図である。
【図５】第１実施形態における第２切替弁の断面図である。
【図６】第１実施形態におけるクーラコアの模式的な斜視図である。
【図７】第１実施形態の車両用熱管理システムにおける電気制御部を示すブロック図であ
る。
【図８】第１実施形態の車両用熱管理システムにおける制御装置が実行する制御処理を示
すフローチャートである。
【図９】第１実施形態の車両用熱管理システムにおける冷房モードの制御処理を示すフロ
ーチャートである。
【図１０】第１実施形態の車両用熱管理システムにおける冷房モードの冷却水流れを示す
図である。
【図１１】第１実施形態の車両用熱管理システムにおけるフロスト抑制モードの制御処理
を示すフローチャートである。
【図１２】第１実施形態の車両用熱管理システムにおけるフロスト抑制モードの冷却水流
れを示す図である。
【図１３】第１実施形態の車両用熱管理システムにおける放熱モードの制御処理を示すフ
ローチャートである。
【図１４】第１実施形態の車両用熱管理システムにおける放熱モードの冷却水流れを示す
図である。
【図１５】第１実施形態の車両用熱管理システムにおける吸熱モードの制御処理を示すフ
ローチャートである。
【図１６】第１実施形態の車両用熱管理システムにおける吸熱モードの冷却水流れを示す
図である。
【図１７】第２実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【図１８】第３実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【図１９】第４実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【図２０】第５実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【図２１】第６実施形態における室内空調ユニットの要部断面図である。
【図２２】第７実施形態における室内空調ユニットの要部断面図である。
【図２３】第８実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【図２４】第８実施形態における車両用熱管理システムの外気吸熱ヒートポンプモードを
示す概略構成図である。
【図２５】第８実施形態における車両用熱管理システムのエンジン吸熱ヒートポンプモー
ドを示す概略構成図である。
【図２６】第８実施形態における車両用熱管理システムのアシストヒートポンプモード等
を示す概略構成図である。
【図２７】第８実施形態における車両用熱管理システムのエンジン廃熱直接利用モードを
示す概略構成図である。
【図２８】第８実施形態における車両用熱管理システムの熱マス利用冷房モードを示す概
略構成図である。
【図２９】第８実施形態における車両用熱管理システムの外気吸熱ヒートポンプモードの
例を示す全体構成図である。
【図３０】第８実施形態における車両用熱管理システムのエンジン吸熱ヒートポンプモー
ドの例を示す全体構成図である。
【図３１】第８実施形態における車両用熱管理システムのエンジン加熱ヒートポンプモー
ドの例を示す全体構成図である。
【図３２】第９実施形態における車両用熱管理システムの概略構成図である。
【図３３】第９実施形態における車両用熱管理システムのエンジン吸熱ヒートポンプモー
ドを示す概略構成図である。
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【図３４】第９実施形態における車両用熱管理システムのエンジン加熱ヒートポンプモー
ドを示す概略構成図である。
【図３５】第９実施形態における車両用熱管理システムのエンジン廃熱直接利用モードを
示す概略構成図である。
【図３６】第１０実施形態の第１実施例における車両用熱管理システムの全体構成図であ
る。
【図３７】第１０実施形態の第２実施例における車両用熱管理システムの全体構成図であ
る。
【図３８】第１１実施形態における車両用熱管理システムの概略構成図である。
【図３９】他の実施形態における車両用熱管理システムの全体構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、実施形態について図に基づいて説明する。なお、以下の各実施形態相互において
、互いに同一もしくは均等である部分には、図中、同一符号を付してある。
【００２７】
　（第１実施形態）
　図１に示す車両用熱管理システム１０は、車両が備える各種機器や車室内を適切な温度
に調整するために用いられる。本実施形態では、熱管理システム１０を、エンジン（内燃
機関）および走行用電動モータから車両走行用の駆動力を得るハイブリッド自動車に適用
している。
【００２８】
　本実施形態のハイブリッド自動車は、車両停車時に外部電源（商用電源）から供給され
た電力を、車両に搭載された電池（車載バッテリ）に充電可能なプラグインハイブリッド
自動車として構成されている。電池としては、例えばリチウムイオン電池を用いることが
できる。
【００２９】
　エンジンから出力される駆動力は、車両走行用として用いられるのみならず、発電機を
作動させるためにも用いられる。そして、発電機にて発電された電力および外部電源から
供給された電力を電池に蓄わえることができ、電池に蓄えられた電力は、走行用電動モー
タのみならず、熱管理システム１０を構成する電動式構成機器をはじめとする各種車載機
器に供給される。
【００３０】
　図１に示すように、熱管理システム１０は、第１ポンプ１１、第２ポンプ１２、ラジエ
ータ１３、冷却水冷却器１４、冷却水加熱器１５、クーラコア１６、ヒータコア１７、第
１切替弁１８および第２切替弁１９を備えている。
【００３１】
　第１ポンプ１１および第２ポンプ１２は、冷却水（熱媒体）を吸入して吐出する電動ポ
ンプである。冷却水は、熱媒体としての流体である。本実施形態では、冷却水として、少
なくともエチレングリコール、ジメチルポリシロキサンもしくはナノ流体を含む液体、ま
たは不凍液体が用いられている。
【００３２】
　ラジエータ１３、冷却水冷却器１４、冷却水加熱器１５、クーラコア１６およびヒータ
コア１７は、冷却水が流通する冷却水流通機器（熱媒体流通機器）である。
【００３３】
　ラジエータ１３は、冷却水と車室外空気（以下、外気と言う。）とを熱交換（顕熱交換
）させる冷却水外気熱交換器（熱媒体外気熱交換器）である。ラジエータ１３に外気温以
上の温度の冷却水を流すことにより、冷却水から外気に放熱させることが可能である。ラ
ジエータ１３に外気温以下の冷却水を流すことにより、外気から冷却水に吸熱させること
が可能である。換言すれば、ラジエータ１３は、冷却水から外気に放熱させる放熱器とし
ての機能、および外気から冷却水に吸熱させる吸熱器としての機能を発揮できる。
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【００３４】
　ラジエータ１３は、冷却水が流通する流路を有し、冷却水冷却器１４や冷却水加熱器１
５で温度調整された冷却水との間で熱授受が行われる熱授受機器である。
【００３５】
　室外送風機２０は、ラジエータ１３へ外気を送風する電動送風機（外気送風機）である
。ラジエータ１３および室外送風機２０は車両の最前部に配置されている。このため、車
両の走行時にはラジエータ１３に走行風を当てることができる。
【００３６】
　冷却水冷却器１４および冷却水加熱器１５は、冷却水を熱交換させて冷却水の温度を調
整する冷却水温度調整用熱交換器（熱媒体温度調整用熱交換器）である。冷却水冷却器１
４は、冷却水を冷却する冷却水冷却用熱交換器（熱媒体冷却用熱交換器）である。冷却水
加熱器１５は、冷却水を加熱する冷却水加熱用熱交換器（熱媒体加熱用熱交換器）である
。
【００３７】
　冷却水冷却器１４は、冷凍サイクル２１の低圧側冷媒と冷却水とを熱交換させることに
よって冷却水から低圧側冷媒に吸熱させる低圧側熱交換器（熱媒体用吸熱器）である。冷
却水冷却器１４は、冷凍サイクル２１の蒸発器を構成している。
【００３８】
　冷凍サイクル２１は、圧縮機２２、冷却水加熱器１５、レシーバ２３、膨張弁２４、お
よび冷却水冷却器１４を備える蒸気圧縮式冷凍機である。本実施形態の冷凍サイクル２１
では、冷媒としてフロン系冷媒を用いており、高圧側冷媒圧力が冷媒の臨界圧力を超えな
い亜臨界冷凍サイクルを構成している。
【００３９】
　圧縮機２２は、電池から供給される電力によって駆動される電動圧縮機であり、冷凍サ
イクル２１の冷媒を吸入して圧縮して吐出する。冷却水加熱器１５は、圧縮機２２から吐
出された高圧側冷媒と冷却水とを熱交換させることによって高圧側冷媒を凝縮（潜熱変化
）させる凝縮器である。
【００４０】
　レシーバ２３は、冷却水加熱器１５から流出した気液２相冷媒を気相冷媒と液相冷媒と
に分離して、分離された液相冷媒を膨張弁２４側に流出させる気液分離器である。膨張弁
２４は、レシーバ２３から流出した液相冷媒を減圧膨張させる減圧手段である。
【００４１】
　冷却水冷却器１４は、膨張弁２４で減圧膨張された低圧冷媒と冷却水とを熱交換させる
ことによって低圧冷媒を蒸発（潜熱変化）させる蒸発器である。冷却水冷却器１４で蒸発
した気相冷媒は圧縮機２２に吸入されて圧縮される。
【００４２】
　ラジエータ１３では外気によって冷却水を冷却するのに対し、冷却水冷却器１４では冷
凍サイクル２１の低圧冷媒によって冷却水を冷却する。このため、冷却水冷却器１４で冷
却された冷却水の温度を、ラジエータ１３で冷却された冷却水の温度に比べて低くできる
。具体的には、ラジエータ１３では冷却水を外気の温度よりも低い温度まで冷却できない
のに対し、冷却水冷却器１４では冷却水を外気の温度よりも低温まで冷却できる。
【００４３】
　クーラコア１６およびヒータコア１７は、冷却水冷却器１４および冷却水加熱器１５で
温度調整された冷却水と車室内への送風空気とを熱交換させて送風空気の温度を調整する
熱媒体空気熱交換器である。
【００４４】
　クーラコア１６は、冷却水と車室内への送風空気とを熱交換（顕熱交換）させて車室内
への送風空気を冷却する空気冷却用熱交換器である。ヒータコア１７は、車室内への送風
空気と冷却水とを熱交換（顕熱交換）させて車室内への送風空気を加熱する空気加熱用熱
交換器である。
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【００４５】
　第１ポンプ１１は、第１ポンプ用流路３１に配置されている。第１ポンプ用流路３１に
おいて第１ポンプ１１の吐出側には、冷却水冷却器１４が配置されている。
【００４６】
　第２ポンプ１２は、第２ポンプ用流路３２に配置されている。第２ポンプ用流路３２に
おいて第２ポンプ１２の吐出側には、冷却水加熱器１５が配置されている。
【００４７】
　ラジエータ１３は、ラジエータ用流路３３に配置されている。クーラコア１６は、クー
ラコア用流路３６に配置されている。ヒータコア１７は、ヒータコア用流路３７に配置さ
れている。
【００４８】
　第１ポンプ用流路３１、第２ポンプ用流路３２およびラジエータ用流路３３は、第１切
替弁１８および第２切替弁１９に接続されている。第１切替弁１８および第２切替弁１９
は、冷却水の流れを切り替える切替手段である。
【００４９】
　第１切替弁１８は、冷却水の入口として第１入口１８ａおよび第２入口１８ｂを有し、
冷却水の出口として第１出口１８ｃを有している。第２切替弁１９は、冷却水の出口とし
て第１出口１９ａおよび第２出口１９ｂを有し、冷却水の入口として第１入口１９ｃを有
している。
【００５０】
　第１切替弁１８の第１入口１８ａには、第１ポンプ用流路３１の一端が接続されている
。換言すれば、第１切替弁１８の第１入口１８ａには、冷却水冷却器１４の冷却水出口側
が接続されている。
【００５１】
　第１切替弁１８の第２入口１８ｂには、第２ポンプ用流路３２の一端が接続されている
。換言すれば、第１切替弁１８の第２入口１８ｂには、冷却水加熱器１５の冷却水出口側
が接続されている。
【００５２】
　第１切替弁１８の第１出口１８ｃには、ラジエータ用流路３３の一端が接続されている
。換言すれば、第１切替弁１８の第１出口１８ｃにはラジエータ１３の冷却水入口側が接
続されている。
【００５３】
　第２切替弁１９の第１出口１９ａには、第１ポンプ用流路３１の他端が接続されている
。換言すれば、第２切替弁１９の第１出口１９ａには、第１ポンプ１１の冷却水吸入側が
接続されている。
【００５４】
　第２切替弁１９の第２出口１９ｂには、第２ポンプ用流路３２の他端が接続されている
。換言すれば、第２切替弁１９の第２出口１９ｂには、第２ポンプ１２の冷却水吸入側が
接続されている。
【００５５】
　第２切替弁１９の第１入口１９ｃには、ラジエータ用流路３３の他端が接続されている
。換言すれば、第２切替弁１９の第１入口１９ｃにはラジエータ１３の冷却水出口側が接
続されている。
【００５６】
　第１切替弁１８および第２切替弁１９は、各入口と各出口との連通状態を任意または選
択的に切り替え可能な構造になっている。
【００５７】
　具体的には、第１切替弁１８は、ラジエータ１３について、第１ポンプ１１から吐出さ
れた冷却水が流入する状態と、第２ポンプ１２から吐出された冷却水が流入する状態と、
第１ポンプ１１から吐出された冷却水および第２ポンプ１２から吐出された冷却水が流入



(27) JP 6167892 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

しない状態とを切り替える。
【００５８】
　第２切替弁１９は、ラジエータ１３について、第１ポンプ１１へ冷却水が流出する状態
と、第２ポンプ１２へ冷却水が流出する状態と、第１ポンプ１１および第２ポンプ１２へ
冷却水が流出しない状態とを切り替える。
【００５９】
　第１切替弁１８および第２切替弁１９は、弁開度を調整可能になっている。これにより
、ラジエータ１３を流れる冷却水の流量を調整できる。
【００６０】
　第１切替弁１８および第２切替弁１９は、第１ポンプ１１から吐出された冷却水と、第
２ポンプ１２から吐出された冷却水とを任意の流量割合で混合してラジエータ１３に流入
させることが可能になっている。
【００６１】
　クーラコア用流路３６の一端は、第１ポンプ用流路３１のうち第１ポンプ１１の冷却水
吸入側の部位に接続されている。クーラコア用流路３６の他端は、第１ポンプ用流路３１
のうち冷却水冷却器１４の冷却水出口側の部位に接続されている。
【００６２】
　クーラコア用流路３６には開閉弁３８が配置されている。開閉弁３８はクーラコア用流
路３６を開閉する流路開閉手段である。
【００６３】
　ヒータコア用流路３７の一端は、第２ポンプ用流路３２のうち第２ポンプ１２の冷却水
吸入側の部位に接続されている。クーラコア用流路３６の他端は、第２ポンプ用流路３２
のうち冷却水加熱器１５の冷却水出口側の部位に接続されている。
【００６４】
　クーラコア１６およびヒータコア１７は、車両用空調装置の室内空調ユニット５０のケ
ース５１に収容されている。
【００６５】
　ケース５１は、車室内に送風される送風空気の空気通路を形成しており、ある程度の弾
性を有し、強度的にも優れた樹脂（例えば、ポリプロピレン）にて成形されている。ケー
ス５１内の空気流れ最上流側には、内外気切替箱５２が配置されている。内外気切替箱５
２は、内気（車室内空気）と外気（車室外空気）とを切替導入する内外気導入手段である
。
【００６６】
　内外気切替箱５２には、ケース５１内に内気を導入させる内気吸込口５２ａおよび外気
を導入させる外気吸込口５２ｂが形成されている。内外気切替箱５２の内部には、内外気
切替ドア５３が配置されている。
【００６７】
　内外気切替ドア５３は、ケース５１内に導入される内気の風量と外気の風量との風量割
合を変化させる風量割合変更手段である。具体的には、内外気切替ドア５３は、内気吸込
口５２ａおよび外気吸込口５２ｂの開口面積を連続的に調整して、内気の風量と外気の風
量との風量割合を変化させる。内外気切替ドア５３は、電動アクチュエータ（図示せず）
によって駆動される。
【００６８】
　内外気切替箱５２の空気流れ下流側には、室内送風機５４（ブロワ）が配置されている
。室内送風機５４は、内外気切替箱５２を介して吸入した空気（内気および外気）を車室
内へ向けて送風する送風手段である。室内送風機５４は、遠心多翼ファン（シロッコファ
ン）を電動モータにて駆動する電動送風機である。
【００６９】
　ケース５１内において室内送風機５４の空気流れ下流側には、クーラコア１６およびヒ
ータコア１７が配置されている。
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【００７０】
　ケース５１の内部においてクーラコア１６の空気流れ下流側部位には、ヒータコアバイ
パス通路５１ａが形成されている。ヒータコアバイパス通路５１ａは、クーラコア１６を
通過した空気を、ヒータコア１７を通過させずに流す空気通路である。
【００７１】
　ケース５１の内部においてクーラコア１６とヒータコア１７との間には、エアミックス
ドア５５が配置されている。
【００７２】
　エアミックスドア５５は、ヒータコア１７へ流入させる空気と、ヒータコアバイパス通
路５１ａへ流入させる空気との風量割合を連続的に変化させる風量割合調整手段である。
エアミックスドア５５は、回動可能な板状ドアや、スライド可能なドア等であり、電動ア
クチュエータ（図示せず）によって駆動される。
【００７３】
　ヒータコア１７を通過する空気とヒータコアバイパス通路５１ａを通過する空気との風
量割合によって、車室内へ吹き出される吹出空気の温度が変化する。したがって、エアミ
ックスドア５５は、車室内へ吹き出される吹出空気の温度を調整する温度調整手段である
。
【００７４】
　ケース５１の空気流れ最下流部には、空調対象空間である車室内へ送風空気を吹き出す
吹出口５１ｂが配置されている。この吹出口５１ｂとしては、具体的には、デフロスタ吹
出口、フェイス吹出口およびフット吹出口が設けられている。
【００７５】
　デフロスタ吹出口は、車両前面窓ガラスの内側の面に向けて空調風を吹き出す。フェイ
ス吹出口は、乗員の上半身に向けて空調風を吹き出す。フット吹出口は、乗員の足元に向
けて空調風を吹き出す。
【００７６】
　吹出口５１ｂの空気流れ上流側には、吹出口モードドア（図示せず）が配置されている
。吹出口モードドアは、吹出口モードを切り替える吹出口モード切替手段である。吹出口
モードドアは、電動アクチュエータ(図示せず)によって駆動される。
【００７７】
　吹出口モードドアによって切り替えられる吹出口モードとしては、例えば、フェイスモ
ード、バイレベルモード、フットモードおよびフットデフロスタモードがある。
【００７８】
　フェイスモードは、フェイス吹出口を全開してフェイス吹出口から車室内乗員の上半身
に向けて空気を吹き出す吹出口モードである。バイレベルモードは、フェイス吹出口とフ
ット吹出口の両方を開口して車室内乗員の上半身と足元に向けて空気を吹き出す吹出口モ
ードである。
【００７９】
　フットモードは、フット吹出口を全開するとともにデフロスタ吹出口を小開度だけ開口
して、フット吹出口から主に空気を吹き出す吹出口モードである。フットデフロスタモー
ドは、フット吹出口およびデフロスタ吹出口を同程度開口して、フット吹出口およびデフ
ロスタ吹出口の双方から空気を吹き出す吹出口モードである。
【００８０】
　第１切替弁１８および第２切替弁１９の詳細を図２～図７に基づいて説明する。第１切
替弁１８および第２切替弁１９は、基本構造は互いに同一であり、冷却水の入口と流体の
出口とが互いに逆になっている点が相違している。
【００８１】
　図２に示すように、第１切替弁１８は、第１入口１８ａ、第２入口１８ｂおよび第１出
口１８ｃが形成された本体部１８１を有している。本体部１８１の内部には、第１入口１
８ａおよび第２入口１８ｂと第１出口１８ｃとを連通させる連通流路１８１ａが形成され



(29) JP 6167892 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

ている。
【００８２】
　連通流路１８１ａには、第１入口１８ａおよび第２入口１８ｂと第１出口１８ｃとの連
通状態を切り替えるドア式の弁体１８２が配置されている。
【００８３】
　弁体１８２が図２に示す位置に回転操作された場合、第１入口１８ａと第１出口１８ｃ
が連通し、第２入口１８ｂと第１出口１８ｃとの連通が遮断される。したがって、第１入
口１８ａから流入した冷却水は第１出口１８ｃから流出し、第２入口１８ｂから流入した
冷却水は第１出口１８ｃから流出しない。
【００８４】
　弁体１８２が第２入口１８ｂ側を閉じた状態で第１出口１８ｃ側の開度を調整すること
によって、第１入口１８ａから第１出口１８ｃへと流れる冷却水の流量を調整できる。
【００８５】
　弁体１８２が図３に示す位置に回転操作された場合、第１入口１８ａと第１出口１８ｃ
との連通が遮断され、第２入口１８ｂと第１出口１８ｃとが連通する。したがって、第１
入口１８ａから流入した冷却水は第１出口１８ｃから流出せず、第２入口１８ｂから流入
した冷却水は第１出口１８ｃから流出する。
【００８６】
　弁体１８２が第１入口１８ａ側を閉じた状態で側の開度を調整することによって、第２
入口１８ｂから第１出口１８ｃへと流れる冷却水の流量を調整できる。
【００８７】
　図４に示すように、第２切替弁１９は、第１出口１９ａ、第２出口１９ｂおよび第１入
口１９ｃが形成された本体部１９１を有している。本体部１９１の内部には、第１出口１
９ａおよび第２出口１９ｂと第１入口１９ｃとを連通させる連通流路１９１ａが形成され
ている。
【００８８】
　連通流路１９１ａには、第１出口１９ａおよび第２出口１９ｂと第１入口１９ｃとの連
通状態を切り替えるドア式の弁体１９２が配置されている。
【００８９】
　弁体１９２が図４に示す位置に回転操作された場合、第１出口１９ａと第１入口１９ｃ
とが連通し、第２出口１９ｂと第１入口１９ｃとの連通が遮断される。したがって、第１
入口１９ｃから流入した冷却水は第１出口１９ａから流出し、第２出口７４ｂから流出し
ない。
【００９０】
　弁体１９２が第２出口１９ｂ側を閉じた状態で第１入口１９ｃ側の開度を調整すること
によって、第１入口１９ｃから第１出口１９ａへと流れる冷却水の流量を調整できる。
【００９１】
　弁体１９２が図５に示す位置に回転操作された場合、第１出口１９ａと第１入口１９ｃ
との連通が遮断され、第２出口１９ｂと第１入口１９ｃとが連通する。したがって、第１
入口１９ｃから流入した冷却水は第１出口１９ａから流出せず、第２出口７４ｂから流出
する。
【００９２】
　弁体１９２が第１出口１９ａ側を閉じた状態で第１入口１９ｃ側の開度を調整すること
によって、第１入口１９ｃから第２出口１９ｂへと流れる冷却水の流量を調整できる。
【００９３】
　第１切替弁１８の弁体１８２および第２切替弁１９の弁体１９２は、別個の電動モータ
によって独立して回転駆動される。第１切替弁１８の弁体１８２および第２切替弁１９の
弁体１９２は、共通の電動モータによって連動して回転駆動されるようになっていてもよ
い。
【００９４】
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　クーラコア１６の詳細を図６に基づいて説明する。クーラコア１６は、第１熱交換コア
部１６１ａ、第２熱交換コア部１６２ａ、第１上側タンク部１６１ｂ、第１下側タンク部
１６１ｃ、第２上側タンク部１６２ｂおよび第２下側タンク部１６２ｃを備えている。
【００９５】
　第１熱交換コア部１６１ａ、第１上側タンク部１６１ｂおよび第１下側タンク部１６１
ｃはクーラコア１６のうち空気流れＦ１の上流側領域を構成し、第２熱交換コア部１６２
ａ、第２上側タンク部１６２ｂおよび第２下側タンク部１６２ｃはクーラコア１６のうち
空気流れＦ１の下流側領域を構成している。
【００９６】
　第１上側タンク部１６１ｂは、第１熱交換コア部１６１ａの上方側に位置している。第
１下側タンク部１６１ｃは、第１熱交換コア部１６１ａの下方側に位置している。第２上
側タンク部１６２ｂは、第２熱交換コア部１６２ａの上方側に位置している。第２下側タ
ンク部１６２ｃは、第２熱交換コア部１６２ａの下方側に位置している。
【００９７】
　第１熱交換コア部１６１ａおよび第２熱交換コア部１６２ａは、それぞれ上下方向に延
びる複数のチューブ１６３を備える。チューブ１６３の内部には、冷却水が流れる冷却水
通路が形成されている。複数のチューブ１６３同士の間に形成される空間は、空気が流れ
る空気通路を構成している。複数のチューブ１６３同士の間には、フィン１６４が配置さ
れている。フィン１６４はチューブ１６３に接合されている。
【００９８】
　熱交換コア部１６１ａ、１６２ａは、チューブ１６３とフィン１６４との積層構造から
なる。チューブ１６３とフィン１６４は、熱交換コア部１６１ａ、１６２ａの左右方向に
交互に積層配置される。フィン１６４を廃止した構成を採用してもよい。
【００９９】
　図６では、図示の都合上、チューブ１６３とフィン１６４の積層構造の一部のみ図示し
ているが、第１熱交換コア部１６１ａおよび第２熱交換コア部１６２ａの全域にチューブ
１６３とフィン１６４の積層構造が構成され、この積層構造の空隙部を室内送風機５４の
送風空気が通過するようになっている。
【０１００】
　チューブ１６３は、断面形状が空気流れ方向に沿って扁平な扁平チューブよりなる。フ
ィン１６４は薄板材を波状に曲げ成形したコルゲートフィンであり、チューブ１６３の平
坦な外面側に接合され空気側伝熱面積を拡大する。
【０１０１】
　第１熱交換コア部１６１ａのチューブ１６３と第２熱交換コア部１６２ａのチューブ１
６３は互いに独立した冷却水通路を構成している。第１上側タンク部１６１ｂおよび第２
上側タンク部１６２ｂは互いに独立した冷却水通路空間を構成している。第１下側タンク
部１６１ｃおよび第２下側タンク部１６２は互いに連通した冷却水通路空間を構成してい
る。
【０１０２】
　第１上側タンク部１６１ｂには、冷却水の出口１６５が形成されている。第２上側タン
ク部１６２ｂには、冷却水の入口１６６が形成されている。
【０１０３】
　これにより、第２上側タンク部１６２ｂは、第２熱交換コア部１６２ａの複数のチュー
ブ１６３へ冷媒流れを分配する役割を果たし、第２下側タンク部１６２は、第２熱交換コ
ア部１６２ａの複数のチューブ１６３からの冷媒流れを集合する役割を果たし、第１下側
タンク部１６１ｃは、第１熱交換コア部１６１ａの複数のチューブ１６３へ冷媒流れを分
配する役割を果たし、第１上側タンク部１６１ｂは、第１熱交換コア部１６１ａの複数の
チューブ１６３からの冷媒流れを集合する役割を果たす。
【０１０４】
　チューブ１６３、フィン１６４、第１上側タンク部１６１ｂ、第１下側タンク部１６１
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ｃ、第２上側タンク部１６２ｂおよび第２下側タンク部１６２ｃ等のクーラコア構成部品
の具体的材質としては、熱伝導性やろう付け性に優れた金属であるアルミニウムが好適で
あり、このアルミニウム材にて各部品を成形することによりクーラコア１６の全体構成を
一体ろう付けにて組み付けることができる。
【０１０５】
　クーラコア１６全体の冷却水流路を具体的に説明すると、図６の矢印Ｗ１のように冷却
水入口１６６から第２上側タンク部１６２ｂ内に流入した冷却水は、矢印Ｗ２のように第
２熱交換コア部１６２ａの複数のチューブ１６３を下降して第２下側タンク部１６２内に
流入する。
【０１０６】
　第２下側タンク部１６２の冷却水は矢印Ｗ３のように第１下側タンク部１６１ｃへと移
動する。第１下側タンク部１６１ｃの冷却水は矢印Ｗ４のように第１熱交換コア部１６１
ａの複数のチューブ１６３を上昇して第１上側タンク部１６１ｂに流入し、冷却水出口１
６５から流出する。
【０１０７】
　次に、熱管理システム１０の電気制御部を図７に基づいて説明する。制御装置６０は、
ＣＰＵ、ＲＯＭおよびＲＡＭ等を含む周知のマイクロコンピュータとその周辺回路から構
成され、そのＲＯＭ内に記憶された空調制御プログラムに基づいて各種演算、処理を行い
、出力側に接続された各種制御対象機器の作動を制御する制御手段である。
【０１０８】
　制御装置６０によって制御される制御対象機器は、第１ポンプ１１、第２ポンプ１２、
第１切替弁１８、第２切替弁１９、室外送風機２０、圧縮機２２、室内送風機５４、ケー
ス５１の内部に配置された各種ドア（内外気切替ドア５３、エアミックスドア５５、吹出
口モードドア等）を駆動する電動アクチュエータ等である。
【０１０９】
　制御装置６０は、その出力側に接続された各種制御対象機器を制御する制御手段が一体
に構成されたものであるが、それぞれの制御対象機器の作動を制御する構成（ハードウェ
アおよびソフトウェア）が、それぞれの制御対象機器の作動を制御する制御手段を構成し
ている。
【０１１０】
　本実施形態では、第１ポンプ１１および第２ポンプ１２の作動を制御する構成（ハード
ウェアおよびソフトウェア）をポンプ制御手段６０ａとする。ポンプ制御手段６０ａは、
冷却水の流量を制御する流量制御手段（熱媒体流量調整手段）である。ポンプ制御手段６
０ａを制御装置６０に対して別体で構成してもよい。ポンプ制御手段６０ａは、ラジエー
タ１３を流れる冷却水の流量を調整するラジエータ用調整手段（熱交換器用調整手段）で
ある。
【０１１１】
　本実施形態では、第１切替弁１８および第２切替弁１９の作動を制御する構成（ハード
ウェアおよびソフトウェア）を切替弁制御手段６０ｂとする。切替弁制御手段６０ｂを制
御装置６０に対して別体で構成してもよい。切替弁制御手段６０ｂは、ラジエータ１３を
流れる冷却水の流量を調整するラジエータ用調整手段（熱交換器用調整手段）である。切
替弁制御手段６０ｂは、各冷却水流通機器を流れる冷却水の流量を調整する流量調整手段
（熱媒体流量調整手段）である。
【０１１２】
　本実施形態では、室外送風機２０の作動を制御する構成（ハードウェアおよびソフトウ
ェア）を室外送風機制御手段６０ｃ（外気送風機制御手段）とする。室外送風機制御手段
６０ｃを制御装置６０に対して別体で構成してもよい。室外送風機制御手段６０ｃは、ラ
ジエータ１３を流れる送風空気の流量を制御するラジエータ用調整手段（熱交換器用調整
手段、熱媒体外気熱交換器用調整手段）である。
【０１１３】
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　本実施形態では、圧縮機２２の作動を制御する構成（ハードウェアおよびソフトウェア
）を圧縮機制御手段６０ｄとする。圧縮機制御手段６０ｄを制御装置６０に対して別体で
構成してもよい。圧縮機制御手段６０ｄは、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を制御
する冷媒流量調整手段である。
【０１１４】
　本実施形態では、開閉弁３８の作動を制御する構成（ハードウェアおよびソフトウェア
）を開閉弁制御手段６０ｅとする。開閉弁制御手段６０ｅを制御装置６０に対して別体で
構成してもよい。開閉弁３８および開閉弁制御手段６０ｅは、クーラコア１６を流れる冷
却水の流量を調整するクーラコア用調整手段（熱交換器用調整手段、空気冷却熱交換器用
調整手段）である。
【０１１５】
　本実施形態では、室内送風機５４の作動を制御する構成（ハードウェアおよびソフトウ
ェア）を室内送風機制御手段６０ｆとする。室内送風機制御手段６０ｆを制御装置６０に
対して別体で構成してもよい。室内送風機制御手段６０ｆは、クーラコア１６を流れる送
風空気の流量を制御するクーラコア用調整手段（熱交換器用調整手段）である。室内送風
機５４および室内送風機制御手段６０ｆは、車室内へ吹き出される送風空気の風量を制御
する風量制御手段である。
【０１１６】
　本実施形態では、ケース５１の内部に配置された各種ドア（内外気切替ドア５３、エア
ミックスドア５５、吹出口モードドア等）の作動を制御する構成（ハードウェアおよびソ
フトウェア）を空調切替制御手段６０ｇとする。空調切替制御手段６０ｇを制御装置６０
に対して別体で構成してもよい。
【０１１７】
　エアミックスドア５５および空調切替制御手段６０ｇは、クーラコア１６で冷却された
送風空気のうちヒータコア１７を流れる送風空気とヒータコア１７を迂回して流れる送風
空気との風量割合を調整する風量割合調整手段である。
【０１１８】
　内外気切替ドア５３および空調切替制御手段６０ｇは、車室内へ吹き出される送風空気
のうち内気と外気との割合を調整する内外気割合調整手段である。
【０１１９】
　制御装置６０の入力側には、内気センサ６１、外気センサ６２、日射センサ６３、第１
水温センサ６４、第２水温センサ６５、クーラコア温度センサ６６、冷媒温度センサ６７
等のセンサ群の検出信号が入力される。
【０１２０】
　内気センサ６１は、内気の温度（車室内温度）を検出する検出手段（内気温度検出手段
）である。外気センサ６２は、外気の温度（車室外温度）を検出する検出手段（外気温度
検出手段）である。日射センサ６３は、車室内の日射量を検出する検出手段(日射量検出
手段）である。
【０１２１】
　第１水温センサ６４は、第１ポンプ用流路３１を流れる冷却水の温度（例えば第１ポン
プ１１に吸入される冷却水の温度）を検出する検出手段（第１熱媒体温度検出手段）であ
る。
【０１２２】
　第２水温センサ６５は、第２ポンプ用流路３２を流れる冷却水の温度（例えば第２ポン
プ１２に吸入される冷却水の温度）を検出する検出手段（第２熱媒体温度検出手段）であ
る。
【０１２３】
　クーラコア温度センサ６６は、クーラコア１６の表面温度を検出する検出手段（クーラ
コア温度検出手段）である。クーラコア温度センサ６６は、例えば、クーラコア１６の熱
交換フィンの温度を検出するフィンサーミスタ６６ａ（図１）や、クーラコア１６を流れ
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る冷却水の温度を検出する水温センサ６６ｂ（図１）等である。
【０１２４】
　冷媒温度センサ６７は、冷凍サイクル２１の冷媒温度（例えば圧縮機２２から吐出され
る冷媒の温度）を検出する検出手段（冷媒温度検出手段）である。
【０１２５】
　制御装置６０の入力側には、車室内前部の計器盤付近に配置された操作パネル６９に設
けられた各種空調操作スイッチからの操作信号が入力される。操作パネル６９に設けられ
た各種空調操作スイッチとしては、エアコンスイッチ、オートスイッチ、室内送風機５２
の風量設定スイッチ、車室内温度設定スイッチ等が設けられている。
【０１２６】
　エアコンスイッチは、空調（冷房または暖房）の作動・停止（オン・オフ）を切り替え
るスイッチである。オートスイッチは、空調の自動制御を設定または解除するスイッチで
ある。車室内温度設定スイッチは、乗員の操作によって車室内目標温度を設定する目標温
度設定手段である。
【０１２７】
　次に、上記構成における作動を説明する。制御装置６０が第１ポンプ１１、第２ポンプ
１２、第１切替弁１８、第２切替弁１９、圧縮機２２、内外気切替ドア５３、エアミック
スドア５５、吹出口モードドア等の作動を制御することによって、種々の作動モードに切
り替えられる。
【０１２８】
　制御装置６０は、図８のフローチャートに示す制御処理を実行する。ステップＳ１００
では、目標吹出空気温度ＴＡＯがクーラコア流入空気温度ＴＩを下回っているか否かを判
定する。
【０１２９】
　目標吹出空気温度ＴＡＯは、以下の数式Ｆ１により算出される。
ＴＡＯ＝Ｋｓｅｔ×Ｔｓｅｔ－Ｋｒ×Ｔｒ－Ｋａｍ×Ｔａｍ－Ｋｓ×Ｔｓ＋Ｃ　…Ｆ１
　数式Ｆ１において、Ｔｓｅｔは車室内温度設定スイッチによって設定された車室内設定
温度、Ｔｒは内気センサ６１によって検出された車室内温度（内気温）である。Ｔａｍは
外気センサ６２によって検出された外気温である。Ｔｓは日射センサ６３によって検出さ
れた日射量である。Ｋｓｅｔ、Ｋｒ、Ｋａｍ、Ｋｓは制御ゲインである。Ｃは補正用の定
数である。
【０１３０】
　目標吹出空気温度ＴＡＯは、車室内を所望の温度に保つために車両用空調装置が生じさ
せる必要のある熱量に相当するもので、車両用空調装置に要求される空調熱負荷（冷房負
荷および暖房負荷）として捉えることができる。すなわち、車両用空調装置に要求される
冷房負荷が高い場合、目標吹出空気温度ＴＡＯは低温域になり、車両用空調装置に要求さ
れる暖房負荷が高い場合、目標吹出空気温度ＴＡＯは高温域になる。
【０１３１】
　クーラコア流入空気温度ＴＩは、クーラコア１６に流入する送風空気の温度であり、以
下の数式Ｆ２により算出される。
ＴＩ＝Ｔｒ×０．０１Ａ＋Ｔａｍ×０．０１（１－０．０１Ａ）　…Ｆ２
　数式Ｆ２において、Ａは、内外気切替箱５２を通じてケース５１内に導入される内気お
よび外気のうち内気の風量割合（内気率）を百分率で表したものである。クーラコア流入
空気温度ＴＩを、専用の温度センサで直接検出してもよい。
【０１３２】
　ステップＳ１００において目標吹出空気温度ＴＡＯがクーラコア流入空気温度ＴＩを下
回っていると判定された場合、ステップＳ１１０へ進み、冷房モードに移行する。冷房モ
ードにおける制御処理を図９に示す。
【０１３３】
　ステップＳ１１１では、第１切替弁１８および第２切替弁１９を操作して、冷却水の流
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れが、図１０に示す冷房モードの流れになるように切り替える。具体的には、第２ポンプ
１２によって吸入・吐出された冷却水がラジエータ１３を循環する状態に切り替える。
【０１３４】
　さらに、ステップＳ１１１では、開閉弁３８を開けて、第１ポンプ１１によって吸入・
吐出された冷却水がクーラコア１６を循環する状態に切り替える。
【０１３５】
　これにより、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水がクーラコア１６を流れるので、ク
ーラコア１６で車室内への送風空気が冷却され、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水が
ヒータコア１７およびラジエータ１３を流れるので、ヒータコア１７で車室内への送風空
気が加熱されるとともに、ラジエータ１３で冷却水から外気に放熱される。
【０１３６】
　ステップＳ１１２では、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯ（第１目
標温度）に近づくように、圧縮機２２の冷媒吐出能力（具体的には、圧縮機２２の回転数
）を制御する。具体的には、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯを上回
っている場合、圧縮機２２の回転数を増加させることによってクーラコア１６の表面温度
ＴＣを低下させ、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯを下回っている場
合、圧縮機２２の回転数を減少させることによってクーラコア１６の表面温度ＴＣを上昇
させる。
【０１３７】
　ステップＳ１１２において、クーラコア１６の表面温度ＴＣの代わりに、クーラコア１
６の表面温度ＴＣに関連する種々の温度（例えば、クーラコア１６から流出した送風空気
の温度や、クーラコア１６を流れる冷却水の温度等）を用いてもよい。
【０１３８】
　ステップＳ１１３では、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯ（第２目標温度
）を上回っているか否かを判定する。吹出空気温度ＴＡＶは、室内空調ユニット５０から
車室内に吹き出される空気の温度であり、以下の数式Ｆ３により算出される。
ＴＡＶ＝ＴＣ×０．０１（１－ＳＷ）＋ＴＨ×０．０１ＳＷ　…Ｆ３
　数式Ｆ３において、ＴＣはクーラコア１６の表面温度であり、ＴＨはヒータコア１７の
表面温度であり、ＳＷは、クーラコア１６から流出した送風空気のうちヒータコア１７に
流入する空気の風量割合（エアミックスドア開度）を百分率で表したものである。
【０１３９】
　吹出空気温度ＴＡＶを、専用の温度センサで直接検出してもよい。ステップＳ１１３に
おいて、吹出空気温度ＴＡＶの代わりに、吹出空気温度ＴＡＶに関連する種々の温度（例
えば、ヒータコア１７に流入する冷却水の温度）を用いてもよい。
【０１４０】
　ステップＳ１１３において吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを上回ってい
ると判定された場合、ステップＳ１１４へ進み、エアミックスドア開度が減少するように
エアミックスドア５５の作動を制御する。
【０１４１】
　ステップＳ１１３において吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを上回ってい
ないと判定された場合、ステップＳ１１５へ進み、エアミックスドア開度が増加するよう
にエアミックスドア５５の作動を制御する。
【０１４２】
　これにより、冷房モードでは、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯに近づく
ように制御されて、車室内が冷房される。
【０１４３】
　図８に示すステップＳ１００において目標吹出空気温度ＴＡＯがクーラコア流入空気温
度ＴＩを下回っていないと判定された場合、ステップＳ１２０へ進み、クーラコア１６の
表面温度ＴＣがフロスト限界温度ＴＣＦ（所定温度）を下回っているか否かを判定する。
フロスト限界温度ＴＣＦは、クーラコア１６にフロスト（着霜）が発生する限界の温度（
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例えば０℃）である。クーラコア１６の表面温度ＴＣの代わりに、クーラコア１６から流
出した送風空気の温度を用いてもよい。
【０１４４】
　クーラコア１６の表面温度ＴＣがフロスト限界温度ＴＣＦを下回っていると判定した場
合、ステップＳ１３０へ進み、フロスト抑制モードに移行する。フロスト抑制モードにお
ける制御処理を図１１に示す。
【０１４５】
　ステップＳ１３１では、第１切替弁１８および第２切替弁１９を操作して、冷却水の流
れが、図１２に示すフロスト抑制モードの流れになるように切り替える。具体的には、ラ
ジエータ１３を冷却水冷却器１４側に接続させる。換言すれば、第１ポンプ１１によって
吸入・吐出された冷却水がラジエータ１３を循環する状態に切り替える。このとき、第１
切替弁１８および第２切替弁１９は、ラジエータ用流路３３を全開（最大開度）にして、
ラジエータ１３を循環する冷却水の流量を最大流量にする。
【０１４６】
　これにより、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水がラジエータ１３を流れるので、ラ
ジエータ１３で外気から冷却水に吸熱され、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水がヒー
タコア１７を流れるので、ヒータコア１７で車室内への送風空気が加熱される。
【０１４７】
　すなわち、フロスト抑制モードでは、冷凍サイクル２１の冷媒は、ラジエータ１３にて
外気から吸熱して、冷却水加熱器１５にて冷却水に放熱する。したがって、外気の熱を汲
み上げるヒートポンプ運転を実現できる。
【０１４８】
　ステップＳ１３２では、エアミックスドア５５を、最大暖房状態（ＭＡＸ　ＨＯＴ）の
位置に操作する。エアミックスドア５５の最大暖房状態の位置とは、ヒータコアバイパス
通路５１ａを全閉する位置のことである。エアミックスドア５５の最大暖房状態の位置に
操作されると、クーラコア１６から流出した送風空気の全量がヒータコア１７を流れて加
熱される。
【０１４９】
　車両使用時の環境変動（外気温度の急変動や、主に車速の変動によるラジエータ１３を
流れる風量等の変動）による冷凍サイクル変動（高圧冷媒温度変動、低圧冷媒温度変動）
が、圧縮機２２の冷媒流量制御で制御しきれない場合は、一時的に、エアミックスドア５
５の開度制御によって吹出空気温度を制御することもある。圧縮機２２の冷媒流量制御と
比較して、エアミックスドア５５の開度制御の方が応答性が良いためである。
【０１５０】
　ステップＳ１３３では、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯ（第２目標温度
）に近づくように、圧縮機２２の冷媒吐出能力（具体的には、圧縮機２２の回転数）を制
御する。具体的には、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを上回っている場合
、圧縮機２２の回転数を減少させることによって吹出空気温度ＴＡＶを低下させ、吹出空
気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを下回っている場合、圧縮機２２の回転数を増加
させることによって吹出空気温度ＴＡＶを上昇させる。
【０１５１】
　ステップＳ１３３において、吹出空気温度ＴＡＶの代わりに、吹出空気温度ＴＡＶに関
連する種々の温度（例えば、ヒータコア１７に流入する冷却水の温度）を用いてもよい。
【０１５２】
　ステップＳ１３４では、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯ（第１目
標温度）に近づくように、開閉弁３８を間欠的に開閉させてクーラコア１６を流れる冷却
水の流量（クーラコア通水量）を制御する。クーラコア１６の目標表面温度ＴＣＯは、０
～１０℃の範囲で設定されている。
【０１５３】
　具体的には、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯを上回っている場合
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、開閉弁３８を開けることによって、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水をクーラコア
１６に流してクーラコア１６の表面温度ＴＣを低下させ、クーラコア１６の表面温度ＴＣ
が目標表面温度ＴＣＯを下回っている場合、開閉弁３８を閉じることによって、クーラコ
ア１６への冷却水の流れを遮断してクーラコア１６の表面温度ＴＣを上昇させる。
【０１５４】
　これにより、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯに近づくように、ク
ーラコア１６を流れる冷却水の時間平均流量が調整されて、クーラコア１６の表面に付着
した凝縮水が凍結したり、クーラコア１６の表面に付着した凝縮水が蒸発して窓曇りや臭
いが発生したりすることが抑制される。
【０１５５】
　ステップＳ１３４において、クーラコア１６の表面温度ＴＣの代わりに、クーラコア１
６の表面温度ＴＣに関連する種々の温度（例えば、クーラコア１６から流出した送風空気
の温度）を用いてもよい。
【０１５６】
　ステップＳ１３４において、開閉弁３８を間欠的に開閉させる代わりに、開閉弁３８の
開度を中間開度に制御することによって、クーラコア１６を流れる冷却水の流量を調整す
るようにしてもよい。第１ポンプ１１の冷却水吐出能力（具体的には第１ポンプ１１の回
転数）を制御することによって、クーラコア１６を流れる冷却水の流量を調整するように
してもよい。
【０１５７】
　フロスト抑制モードでは、クーラコア１６で冷却除湿された送風空気がヒータコア１７
で加熱されて車室内に吹き出されるので、車室内を除湿暖房できる。
【０１５８】
　図８に示すステップＳ１４０では、第１切替弁１８および第２切替弁１９を操作して、
ラジエータ１３への冷却水の流れを遮断する（通水ＯＦＦ）とともに、開閉弁３８を開け
て、第１ポンプ１１によって吸入・吐出された冷却水がクーラコア１６を循環する（通水
ＯＮ）状態に切り替える。
【０１５９】
　これにより、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水がクーラコア１６を流れるので、ク
ーラコア１６で車室内への送風空気から冷却水に吸熱され、冷却水加熱器１５で加熱され
た冷却水がヒータコア１７を流れるので、ヒータコア１７で車室内への送風空気が加熱さ
れる。
【０１６０】
　すなわち、冷凍サイクル２１の冷媒は、クーラコア１６にて車室内への送風空気から吸
熱して、冷却水加熱器１５にて冷却水に放熱する。したがって、車室内への送風空気の熱
を汲み上げるヒートポンプ運転を実現できる。
【０１６１】
　ステップＳ１４０において、第１切替弁１８および第２切替弁１９を操作して、ラジエ
ータ１３を流れる冷却水の流量が所定量未満になるようにしてもよい。
【０１６２】
　ステップＳ１５０では、エアミックスドア５５を、最大暖房状態（ＭＡＸ　ＨＯＴ）の
位置に操作する。
【０１６３】
　ステップＳ１６０では、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯに近づく
ように、圧縮機２２の冷媒吐出能力（具体的には、圧縮機２２の回転数）を制御する。具
体的には、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯを上回っている場合、圧
縮機２２の回転数を増加させることによってクーラコア１６の表面温度ＴＣを低下させ、
クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯを下回っている場合、圧縮機２２の
回転数を減少させることによってクーラコア１６の表面温度ＴＣを上昇させる。
【０１６４】
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　ステップＳ１６０において、クーラコア１６の表面温度ＴＣの代わりに、クーラコア１
６の表面温度ＴＣに関連する種々の温度（例えば、クーラコア１６から流出した送風空気
の温度）を用いてもよい。
【０１６５】
　ステップＳ１７０では、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを上回っている
か否かを判定する。ステップＳ１７０において、吹出空気温度ＴＡＶの代わりに、吹出空
気温度ＴＡＶに関連する種々の温度（例えば、ヒータコア１７に流入する冷却水の温度）
を用いてもよい。
【０１６６】
　吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを上回っていると判定した場合、ステッ
プＳ１８０へ進み、放熱モードへ移行する。放熱モードにおける制御処理を図１３に示す
。
【０１６７】
　ステップＳ１８１では、第１切替弁１８および第２切替弁１９を操作して、冷却水の流
れが、図１４に示す放熱モードの流れになるように切り替える。具体的には、ラジエータ
１３を冷却水加熱器１５側に接続する。換言すれば、第２ポンプ１２によって吸入・吐出
された冷却水がラジエータ１３を循環する状態に切り替える。このとき、第１切替弁１８
および第２切替弁１９は、ラジエータ用流路３３を最小開度に絞って、ラジエータ１３を
循環する冷却水の流量を最小流量にする。
【０１６８】
　さらに、ステップＳ１８１では、開閉弁３８を開けて、第１ポンプ１１によって吸入・
吐出された冷却水がクーラコア１６を循環する状態（クーラコア通水ＯＮ）に切り替える
。
【０１６９】
　これにより、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水がクーラコア１６を流れるので、ク
ーラコア１６で車室内への送風空気から冷却水に吸熱され、冷却水加熱器１５で加熱され
た冷却水がヒータコア１７を流れるので、ヒータコア１７で車室内への送風空気が加熱さ
れ、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水がラジエータ１３を最小流量で流れるので、ラ
ジエータ１３で冷却水から外気に最小熱量で放熱される。
【０１７０】
　すなわち、冷凍サイクル２１の冷媒は、クーラコア１６にて車室内への送風空気から吸
熱して、冷却水加熱器１５にて冷却水に放熱する。したがって、車室内への送風空気の熱
を汲み上げるヒートポンプ運転を実現できる。
【０１７１】
　ステップＳ１８２では、エアミックスドア５５を、最大暖房状態（ＭＡＸ　ＨＯＴ）の
位置に操作する。エアミックスドア５５の最大暖房状態の位置とは、ヒータコアバイパス
通路５１ａを全閉する位置のことである。エアミックスドア５５の最大暖房状態の位置に
操作されると、クーラコア１６から流出した送風空気の全量がヒータコア１７を流れて加
熱される。
【０１７２】
　車両使用時の環境変動（外気温度の急変動や、主に車速の変動によるラジエータ１３を
流れる風量等の変動）による冷凍サイクル変動（高圧冷媒温度変動、低圧冷媒温度変動）
が、圧縮機２２の冷媒流量制御で制御しきれない場合は、一時的に、エアミックスドア５
５の開度制御によって吹出空気温度を制御することもある。圧縮機２２の冷媒流量制御と
比較して、エアミックスドア５５の開度制御の方が応答性が良いためである。
【０１７３】
　ステップＳ１８３では、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯに近づく
ように、圧縮機２２の冷媒吐出能力（具体的には、圧縮機２２の回転数）を制御する。具
体的には、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯを上回っている場合、圧
縮機２２の回転数を増加させることによってクーラコア１６の表面温度ＴＣを低下させ、
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クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯを下回っている場合、圧縮機２２の
回転数を減少させることによってクーラコア１６の表面温度ＴＣを上昇させる。
【０１７４】
　ステップＳ１８３において、クーラコア１６の表面温度ＴＣの代わりに、クーラコア１
６の表面温度ＴＣに関連する種々の温度（例えば、クーラコア１６から流出した送風空気
の温度）を用いてもよい。
【０１７５】
　ステップＳ１８４では、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯに近づくように
、ラジエータ１３を循環する冷却水の流量（ラジエータ通水量）を制御する。
【０１７６】
　具体的には、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを上回っている場合、ラジ
エータ用流路３３の開度が所定量増加するように第１切替弁１８および第２切替弁１９を
操作することによって、ラジエータ１３を循環する冷却水の流量を増加させて吹出空気温
度ＴＡＶを低下させ、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを下回っている場合
、ラジエータ用流路３３の開度が所定量減少するように第１切替弁１８および第２切替弁
１９を操作することによって、ラジエータ１３を循環する冷却水の流量を減少させて吹出
空気温度ＴＡＶを上昇させる。
【０１７７】
　これにより、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯに近づくように、ラジエー
タ１３を循環する冷却水の流量が調整されて、車室内が暖房される。
【０１７８】
　ステップＳ１８４において、吹出空気温度ＴＡＶの代わりに、吹出空気温度ＴＡＶに関
連する種々の温度（例えば、ヒータコア１７に流入する冷却水の温度）を用いてもよい。
【０１７９】
　ステップＳ１８４において、第１切替弁１８および第２切替弁１９がラジエータ用流路
３３の開度を所定量ずつ増減させる代わりに、第１切替弁１８および第２切替弁１９がラ
ジエータ用流路３３を間欠的に開閉させることによって、ラジエータ１３を循環する冷却
水の時間平均流量を調整するようにしてもよい。第１ポンプ１２の冷却水吐出能力（具体
的には第２ポンプ１２の回転数）を制御することによって、ラジエータ１３を循環する冷
却水の流量を調整するようにしてもよい。
【０１８０】
　ステップＳ１８４において、ラジエータ１３を循環する冷却水の流量を調整する代わり
に、ラジエータ１３を流れる外気の流量を調整してもよい。具体的には、室外送風機２０
の作動を制御することによって、ラジエータ１３を流れる外気の流量を調整してもよい。
【０１８１】
　放熱モードでは、クーラコア１６で冷却除湿された送風空気がヒータコア１７で加熱さ
れて車室内に吹き出されるので、車室内を除湿暖房できる。
【０１８２】
　放熱モードでは、クーラコア１６で車室内への送風空気から冷却水に吸熱した熱のうち
車室内の暖房に対して余剰な熱がラジエータ１３で外気に放熱されるので、車室内が過剰
に暖房されるのを抑制できる。
【０１８３】
　ステップＳ１７０において吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを上回ってい
ないと判定した場合、ステップＳ１９０へ進み、吸熱モードへ移行する。吸熱モードにお
ける制御処理を図１５に示す。
【０１８４】
　ステップＳ１９１では、第１切替弁１８および第２切替弁１９を操作して、冷却水の流
れが、図１６に示す吸熱モードの流れになるように切り替える。具体的には、ラジエータ
１３を冷却水冷却器１４側に接続する。換言すれば、第１ポンプ１１によって吸入・吐出
された冷却水がラジエータ１３を循環する状態に切り替える。このとき、第１切替弁１８
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および第２切替弁１９は、ラジエータ用流路３３を最小開度に絞って、ラジエータ１３を
循環する冷却水の流量を最小流量にする。
【０１８５】
　さらに、ステップＳ１９１では、開閉弁３８を開けて、第１ポンプ１１によって吸入・
吐出された冷却水がクーラコア１６を循環する状態（クーラコア通水ＯＮ）に切り替える
。
【０１８６】
　これにより、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水がクーラコア１６を流れるので、ク
ーラコア１６で車室内への送風空気から冷却水に吸熱され、冷却水冷却器１４で冷却され
た冷却水がラジエータ１３を最小流量で流れるので、ラジエータ１３で外気から冷却水に
最小熱量で吸熱され、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水がヒータコア１７を流れるの
で、ヒータコア１７で車室内への送風空気が加熱される。
【０１８７】
　すなわち、冷凍サイクル２１の冷媒は、クーラコア１６にて車室内への送風空気から吸
熱するとともにラジエータ１３で外気から吸熱して、冷却水加熱器１５にて冷却水に放熱
する。したがって、車室内への送風空気および外気の熱を汲み上げるヒートポンプ運転を
実現できる。
【０１８８】
　ステップＳ１９２では、エアミックスドア５５を、最大暖房状態（ＭＡＸ　ＨＯＴ）の
位置に操作する。エアミックスドア５５の最大暖房状態の位置とは、ヒータコアバイパス
通路５１ａを全閉する位置のことである。エアミックスドア５５の最大暖房状態の位置に
操作されると、クーラコア１６から流出した送風空気の全量がヒータコア１７を流れて加
熱される。
【０１８９】
　車両使用時の環境変動（外気温度の急変動や、主に車速の変動によるラジエータ１３を
流れる風量等の変動）による冷凍サイクル変動（高圧冷媒温度変動、低圧冷媒温度変動）
が、圧縮機２２の冷媒流量制御で制御しきれない場合は、一時的に、エアミックスドア５
５の開度制御によって吹出空気温度を制御することもある。圧縮機２２の冷媒流量制御と
比較して、エアミックスドア５５の開度制御の方が応答性が良いためである。
【０１９０】
　ステップＳ１９３では、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯに近づくように
、圧縮機２２の冷媒吐出能力（具体的には、圧縮機２２の回転数）を制御する。具体的に
は、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを上回っている場合、圧縮機２２の回
転数を減少させることによって吹出空気温度ＴＡＶを低下させ、吹出空気温度ＴＡＶが目
標吹出空気温度ＴＡＯを下回っている場合、圧縮機２２の回転数を増加させることによっ
て吹出空気温度ＴＡＶを上昇させる。
【０１９１】
　ステップＳ１９３において、吹出空気温度ＴＡＶの代わりに、吹出空気温度ＴＡＶに関
連する種々の温度（例えば、ヒータコア１７に流入する冷却水の温度）を用いてもよい。
【０１９２】
　ステップＳ１９４では、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯに近づく
ように、ラジエータ１３を循環する冷却水の流量（ラジエータ通水量）を制御する。
【０１９３】
　具体的には、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯを上回っている場合
、ラジエータ用流路３３の開度が所定量減少するように第１切替弁１８および第２切替弁
１９を操作することによって、ラジエータ１３を循環する冷却水の流量を減少させてクー
ラコア１６の表面温度ＴＣを低下させ、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度Ｔ
ＣＯを下回っている場合、ラジエータ用流路３３の開度が所定量増加するように第１切替
弁１８および第２切替弁１９を操作することによって、ラジエータ１３を循環する冷却水
の流量を増加させてクーラコア１６の表面温度ＴＣを上昇させる。
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【０１９４】
　これにより、クーラコア１６の表面温度ＴＣが目標表面温度ＴＣＯに近づくように、ラ
ジエータ１３を循環する冷却水の流量が調整されて、クーラコア１６の表面に付着した凝
縮水の凍結および蒸発が抑制される。
【０１９５】
　ステップＳ１９４において、クーラコア１６の表面温度ＴＣの代わりに、クーラコア１
６の表面温度ＴＣに関連する種々の温度（例えば、クーラコア１６から流出した送風空気
の温度）を用いてもよい。
【０１９６】
　ステップＳ１９４において、第１切替弁１８および第２切替弁１９がラジエータ用流路
３３の開度を所定量ずつ増減させる代わりに、第１切替弁１８および第２切替弁１９がラ
ジエータ用流路３３を間欠的に開閉させることによって、ラジエータ１３を循環する冷却
水の時間平均流量を調整するようにしてもよい。第１ポンプ１１の冷却水吐出能力（具体
的には第１ポンプ１１の回転数）を制御することによって、ラジエータ１３を循環する冷
却水の流量を調整するようにしてもよい。
【０１９７】
　ステップＳ１９４において、ラジエータ１３を循環する冷却水の流量を調整する代わり
に、ラジエータ１３を流れる外気の流量を調整してもよい。具体的には、室外送風機２０
の作動を制御することによって、ラジエータ１３を流れる外気の流量を調整してもよい。
【０１９８】
　吸熱モードでは、クーラコア１６で冷却除湿された送風空気がヒータコア１７で加熱さ
れて車室内に吹き出されるので、車室内を除湿暖房できる。
【０１９９】
　吸熱モードでは、クーラコア１６で冷却除湿された送風空気をヒータコア１７で加熱す
るための熱源として、クーラコア１６で車室内への送風空気から冷却水に吸熱した熱、ラ
ジエータ１３で外気から冷却水に吸熱した熱の両方を用いることができるので、放熱モー
ドに比べて高い暖房能力で車室内を暖房できる。
【０２００】
　吸熱モードでは、ラジエータ１３を循環する冷却水の流量を調整し、クーラコア１６を
流れる冷却水の流量を調整しないので、フロスト抑制モードのようにクーラコア１６を流
れる冷却水の流量を調整する場合と比較して、クーラコア１６を流れる冷却水の流量を増
加させることができる。このため、フロスト抑制モードと比較してクーラコア１６の冷却
能力（除湿能力）を高くすることができる。
【０２０１】
　本実施形態では、吸熱モードおよび放熱モードにおいて、制御装置６０は、クーラコア
１６で冷却された送風空気の温度に関連する温度ＴＣが第１目標温度ＴＣＯに近づくよう
に、ラジエータ１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整する。
これにより、吸熱モードおよび放熱モードにおいて、クーラコア１６の温度を適切に制御
できる。
【０２０２】
　制御装置６０は、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度に関連する温度ＴＨ、Ｔ
ＡＶが第１目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、ラジエータ１３を流れる冷却水およ
び外気のうち少なくとも一方の流量を調整してもよい。
【０２０３】
　すなわち、制御装置６０は、熱媒体空気熱交換器１６、１７で温度調整された送風空気
の温度に関連する温度ＴＣ、ＴＨ、ＴＡＶが第１目標温度ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯに近づ
くように、熱授受機器１３を流れる熱媒体の流量を調整すればよい。
【０２０４】
　本実施形態では、吸熱モードにおいて、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却された
送風空気の温度に関連する温度ＴＣが第１目標温度ＴＣＯに近づくように、ラジエータ１
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３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整し、吹出空気温度ＴＨ、
ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、圧縮機２２から吐
出される冷媒の流量を調整する。
【０２０５】
　これにより、吸熱モードにおいて、クーラコア１６の表面温度および車室内吹出空気温
度を適切に制御できる。
【０２０６】
　クーラコア１６で冷却された送風空気の温度に関連する温度とは、クーラコア１６で冷
却された送風空気の温度自体や、クーラコア１６の表面温度ＴＣに関連する温度、クーラ
コア１６を流れる冷却水の温度に関連する温度等のことである。
【０２０７】
　吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度とは、クーラコア１６およびヒータコア１７のうち
少なくとも一方の熱交換器で温度調整されて車室内へ吹き出される送風空気の温度に関連
する温度のことであり、具体的には、ヒータコア１７を流れる送風空気とヒータコア１７
を迂回して流れる送風空気とが混合された混合空気の温度ＴＡＶや、ヒータコア１７で加
熱された送風空気の温度ＴＨ、ヒータコア１７に流入する熱媒体の温度、ヒータコア１７
を迂回して流れた送風空気の温度等のことである。
【０２０８】
　第１目標温度ＴＣＯは、クーラコア１６にフロストが発生せず、かつクーラコア１６の
表面に付着した凝縮水が蒸発しない温度範囲内の温度に設定されるのが好ましい。本実施
形態では、第１目標温度ＴＣＯとして、クーラコア１６の目標表面温度ＴＣＯを用いてい
る。
【０２０９】
　第２目標温度ＴＡＯは、車室内を所望の温度に保つために車両用空調装置が生じさせる
必要のある吹出空気温度に設定されるのが好ましい。本実施形態では、第２目標温度ＴＡ
Ｏとして、目標吹出空気温度ＴＡＯを用いている。
【０２１０】
　本実施形態では、放熱モードにおいて、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却された
送風空気の温度に関連する温度ＴＣが第２目標温度ＴＣＯに近づくように、圧縮機２２か
ら吐出される冷媒の流量を調整し、吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第１目標温度Ｔ
ＡＯに近づくように、ラジエータ１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の
流量を調整する。
【０２１１】
　これにより、放熱モードにおいて、クーラコア１６の表面温度および車室内吹出空気温
度を適切に制御できる。
【０２１２】
　本実施形態では、フロスト抑制モードにおいて、制御装置６０は、クーラコア１６で冷
却された送風空気の温度に関連する温度ＴＣが第１目標温度ＴＣＯに近づくように、クー
ラコア１６を流れる冷却水の流量を調整する。これにより、フロスト抑制モードにおいて
、クーラコア１６の温度を適切に制御できる。
【０２１３】
　制御装置６０は、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度に関連する温度ＴＨ、Ｔ
ＡＶが第１目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、ヒータコア１７を流れる冷却水の流
量を調整してもよい。
【０２１４】
　すなわち、制御装置６０は、熱媒体空気熱交換器１６、１７で温度調整された送風空気
の温度に関連する温度ＴＣ、ＴＨ、ＴＡＶが第１目標温度ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯに近づ
くように、熱授受機器１３を流れる熱媒体の流量を調整すればよい。
【０２１５】
　本実施形態では、フロスト抑制モードにおいて、制御装置６０は、クーラコア１６で冷
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却された送風空気の温度に関連する温度ＴＣが第１目標温度ＴＣＯに近づくように、クー
ラコア１６を流れる冷却水の流量を調整し、圧縮機制御手段６０ｄは、吹出空気温度ＴＨ
、ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、圧縮機２２から
吐出される冷媒の流量を調整する。
【０２１６】
　これにより、フロスト抑制モードにおいて、クーラコア１６の表面温度および車室内吹
出空気温度を適切に制御できる。
【０２１７】
　本実施形態では、冷房モードにおいて、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却された
送風空気の温度に関連する温度ＴＣが第１目標温度ＴＣＯに近づくように、圧縮機２２か
ら吐出される冷媒の流量を調整し、吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度Ｔ
ＡＯに近づくように、クーラコア１６で冷却された送風空気のうちヒータコア１７を流れ
る送風空気とヒータコア１７を迂回して流れる送風空気との風量割合を調整する。
【０２１８】
　これにより、冷房モードにおいて、クーラコア１６の表面温度および車室内吹出空気温
度を適切に制御できる。
【０２１９】
　さらに、冷房モードにおいて、制御装置６０が、ラジエータ１３を流れる冷却水および
外気のうち少なくとも一方の流量を調整するようにしてもよい。
【０２２０】
　これによると、ラジエータ１３における冷却水から外気への放熱能力を制御することが
できるので、ヒータコア１７からの吹出空気温度を安定化させて、吹出空気温度ＴＡＶの
制御性を高めることができる。また、ラジエータ１３を流れる冷却水および外気のうち少
なくとも一方の流量を絞ることによって、車両使用時の環境変動（外気温度の急変動や、
主に車速の変動によるラジエータ１３を流れる風量等の変動）に対して吹出空気温度の変
動を少なくできる。
【０２２１】
　本実施形態では、放熱モードにおいて、ラジエータ１３を流れる冷却水または外気の流
量が所定量未満と判断され、かつ吹出空気温度ＴＡＶが第２目標温度ＴＡＯを下回ると判
断される場合、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、ラジエータ１３に、冷却水冷却
器１４で冷却された冷却水が流れる状態に切り替え、制御装置６０は、クーラコア１６で
冷却された送風空気の温度に関連する温度ＴＣが第１目標温度ＴＣＯに近づくように、ラ
ジエータ１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整し、吹出空気
温度ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＡＯに近づくように、圧縮機２２から吐出さ
れる冷媒の流量を調整する。
【０２２２】
　これにより、放熱モードにおいて暖房用熱量が不足した場合、吸熱モードに切り替えて
暖房用熱量を確保することができる。
【０２２３】
　放熱モードにおいて、ラジエータ１３を流れる冷却水または外気の流量が所定量未満と
判断され、かつ吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＡＯを下回ると判断
される場合、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、ラジエータ１３に、凝縮器１５で
加熱された冷却水が流れない状態に切り替えた後、吸熱モードに切り替えてもよい。
【０２２４】
　本実施形態では、吸熱モードにおいて、ラジエータ１３を流れる冷却水または外気の流
量が所定量未満と判断され、かつ吹出空気温度ＴＡＶが第２目標温度ＴＡＯを上回ると判
断される場合、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、ラジエータ１３に、凝縮器１５
で加熱された冷却水が流れる状態に切り替え、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却さ
れた送風空気の温度に関連する温度ＴＣが第１目標温度ＴＣＯに近づくように、圧縮機２
２から吐出される冷媒の流量を調整し、吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第２目標温
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度ＴＡＯに近づくように、ラジエータ１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一
方の流量を調整する。
【０２２５】
　これにより、吸熱モードにおいて暖房用熱量が過剰になった場合、放熱モードに切り替
えてラジエータ１３で外気に放熱させることができる。
【０２２６】
　吸熱モードにおいて、ラジエータ１３を流れる冷却水または外気の流量が所定量未満と
判断され、かつ吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＡＯを上回ると判断
される場合、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、ラジエータ１３に、冷却水冷却器
１４で冷却された冷却水が流れない状態に切り替えた後、放熱モードに切り替えてもよい
。
【０２２７】
　本実施形態では、放熱モードにおいて、目標吹出空気温度ＴＡＯがクーラコア１６に流
入する送風空気の温度ＴＩを下回ると判断される場合、制御装置６０は、吹出空気温度Ｔ
ＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＡＯに近づくように、クーラコア１６で冷却された
送風空気のうちヒータコア１７を流れる送風空気とヒータコア１７を迂回して流れる送風
空気との風量割合を調整する。
【０２２８】
　これにより、放熱モードにおいて冷房が必要になった場合、冷房モードに切り替えて冷
房を適切に行うことができる。
【０２２９】
　放熱モードにおいて、目標吹出空気温度ＴＡＯが、クーラコア１６に流入する送風空気
の温度ＴＩを下回ると判断される場合、第１ポンプ１１、第２ポンプ１２、第１切替弁１
８および第２切替弁１９は、冷却水加熱器１５で加熱されてラジエータ１３を流れる冷却
水の時間流量が増加するように作動してもよい。
【０２３０】
　本実施形態では、吸熱モードにおいて、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度に
関連する温度ＴＣが所定温度ＴＣＦを下回ると判断される場合、制御装置６０は、クーラ
コア１６の表面温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、クーラコ
ア１６を流れる冷却水の流量および温度のうち少なくとも一方を調整する。
【０２３１】
　これにより、吸熱モードにおいてクーラコア１６にフロスト（着霜）が発生する可能性
が高くなった場合、フロスト抑制モードに切り替えて、クーラコア１６にフロストが発生
することを抑制できる。
【０２３２】
　本実施形態では、フロスト抑制モードにおいて、クーラコア１６で冷却された送風空気
の温度に関連する温度ＴＣが所定温度ＴＣＦを上回ると判断される場合、制御装置６０は
、クーラコア１６の表面温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、
ラジエータ１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整する。
【０２３３】
　これにより、フロスト抑制モードにおいてクーラコア１６にフロスト（着霜）が発生す
る可能性が低くなった場合、吸熱モードに切り替えて暖房を適切に行うことができる。
【０２３４】
　本実施形態では、冷房モードにおいて、目標吹出空気温度ＴＡＯが、クーラコア１６に
流入する送風空気の温度ＴＩを上回ると判断される場合、制御装置６０は、吹出空気温度
ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＡＯに近づくように、ラジエータ１３を流れる冷
却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整する。
【０２３５】
　これにより、冷房モードにおいて暖房が必要になった場合、放熱モードに切り替えて暖
房を適切に行うことができる。
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【０２３６】
　冷房モードにおいて、目標吹出空気温度ＴＡＯが、クーラコア１６に流入する送風空気
の温度ＴＩを下回ると判断される場合、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、ラジエ
ータ１３に、凝縮器１５で加熱された冷却水が流れない状態に切り替えた後、放熱モード
に切り替えてもよい。
【０２３７】
　本実施形態では、吸熱モードおよび放熱モードにおいて、制御装置６０は、ラジエータ
１３に冷却水が間欠的に流れるように作動する。これにより、ラジエータ１３を流れる冷
却水の時間平均流量を調整できる。
【０２３８】
　本実施形態では、フロスト抑制モードにおいて、制御装置６０は、クーラコア１６に冷
却水が間欠的に流れるように作動する。これにより、クーラコア１６を流れる冷却水の時
間平均流量を調整できる。
【０２３９】
　吸熱モードおよび放熱モードにおいて、第１切替弁１８、第２切替弁１９および切替弁
制御手段６０ｂは、ラジエータ用流路３３の開度を調整するように作動してもよい。これ
により、ラジエータ１３を流れる冷却水の流量を調整できる。
【０２４０】
　フロスト抑制モードにおいて、制御装置６０は、クーラコア用流路３６の開度を調整す
るように作動してもよい。これにより、クーラコア１６を流れる冷却水の流量を調整でき
る。
【０２４１】
　吸熱モードおよび放熱モードにおいて、制御装置６０は、第１ポンプ１１または第２ポ
ンプ１２から吐出される冷却水の流量を調整してもよい。これにより、ラジエータ１３を
流れる冷却水の流量を調整できる。
【０２４２】
　フロスト抑制モードにおいて、ポンプ制御手段６０ａは、第１ポンプ１１または第２ポ
ンプ１２から吐出される冷却水の流量を調整してもよい。これにより、クーラコア１６を
流れる冷却水の流量を調整できる。
【０２４３】
　吸熱モードおよび放熱モードにおいて、制御装置６０は、外気送風機２０によって送風
される外気の流量を調整してもよい。これにより、ラジエータ１３を流れる外気の流量を
調整できる。
【０２４４】
　本実施形態では、クーラコア１６には、冷却水が重力方向下方側から重力方向上方側に
向かって流れる流路１６３が少なくとも１つ形成されている。これにより、クーラコア１
６にフロスト（着霜）が発生することを抑制できる。
【０２４５】
　本実施形態では、クーラコア１６は、冷却水が空気流れ方向下流側から上流側に向かっ
て流れるように冷却水の流路１６３が構成されている。これにより、クーラコア１６にフ
ロスト（着霜）が発生することを抑制できる。
【０２４６】
　（第２実施形態）
　上記第１実施形態では、フロスト抑制モードにおいて、クーラコア１６を流れる冷却水
の流量を制御するが、本実施形態では、フロスト抑制モードにおいて、クーラコア１６を
流れる冷却水の温度を制御する。
【０２４７】
　図１７に示すように、クーラコア流路３６に電気ヒータ７０が配置されている。電気ヒ
ータ７０は、電力を供給されることによって発熱する発熱体である。電気ヒータ７０の発
熱によって、クーラコア流路３６を流れる冷却水が加熱される。電気ヒータ７０の作動は
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制御装置６０によって制御される。
【０２４８】
　本実施形態では、制御装置６０のうち電気ヒータ７０の作動を制御する構成（ハードウ
ェアおよびソフトウェア）を電気ヒータ制御手段６０ｈとする。電気ヒータ制御手段６０
ｈを制御装置６０に対して別体で構成してもよい。電気ヒータ７０および電気ヒータ制御
手段６０ｈは、クーラコア１６を流れる冷却水の温度を調整するクーラコア用調整手段（
熱交換器用調整手段、空気冷却熱交換器用調整手段）である。
【０２４９】
　フロスト抑制モードにおいて、電気ヒータ７０で冷却水を加熱することによって、クー
ラコア１６を流れる冷却水の温度を上昇させることができる。
【０２５０】
　本実施形態では、フロスト抑制モードにおいて、制御装置６０は、クーラコア１６の表
面温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、クーラコア１６を流れ
る冷却水の温度を調整し、吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＡＯに近
づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する。
【０２５１】
　これにより、フロスト抑制モードにおいて、クーラコア１６の表面温度および車室内吹
出空気温度を適切に制御できる。
【０２５２】
　（第３実施形態）
　上記第２実施形態では、電気ヒータ７０で冷却水を加熱することによって、クーラコア
１６を流れる冷却水の温度を上昇させるが、本実施形態では、図１８に示すように、冷却
水冷却器１４で冷却された冷却水に冷却水加熱器１５で加熱された冷却水を混合させるこ
とによって、クーラコア１６を流れる冷却水の温度を上昇させる。
【０２５３】
　本実施形態では、第１連通流路７１、第２連通流路７２、第１連通開閉弁７３および第
２連通開閉弁７４が追加されている。
【０２５４】
　第１連通流路７１は、クーラコア用流路３６のうちクーラコア１６の冷却水入口側の部
位と、ヒータコア用流路３７のうちクーラコア１６の冷却水入口側の部位とを連通する流
路である。
【０２５５】
　第２連通流路７２は、クーラコア用流路３６のうちクーラコア１６の冷却水出口側の部
位と、ヒータコア用流路３７のうちクーラコア１６の冷却水出口側の部位とを連通する流
路である。
【０２５６】
　第１連通開閉弁７３は、第１連通流路７１を開閉する電磁弁である。第１連通開閉弁７
３の作動は制御装置６０によって制御される。第２連通開閉弁７４は、第２連通流路７２
を開閉する電磁弁である。第２連通開閉弁７４の作動は制御装置６０によって制御される
。
【０２５７】
　本実施形態では、制御装置６０のうち第１連通開閉弁７３および第２連通開閉弁７４の
作動を制御する構成（ハードウェアおよびソフトウェア）を連通制御手段６０ｉとする。
連通制御手段６０ｉを制御装置６０に対して別体で構成してもよい。第１連通開閉弁７３
、第２連通開閉弁７４および連通制御手段６０ｉは、クーラコア１６を流れる冷却水の温
度を調整するクーラコア用調整手段（熱交換器用調整手段、空気冷却熱交換器用調整手段
）である。
【０２５８】
　第１連通開閉弁７３が第１連通流路７１を開け、第２連通開閉弁７４が第２連通流路７
２を開けることによって、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水に冷却水加熱器１５で加
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熱された冷却水が混合し、ひいてはクーラコア１６を流れる冷却水の温度が上昇する。
【０２５９】
　第１連通開閉弁７３および第２連通開閉弁７４のうち少なくとも一方の開度を調整する
ことによって、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水と冷却水加熱器１５で加熱された冷
却水との混合比率が調整され、ひいてはクーラコア１６を流れる冷却水の温度が調整され
る。
【０２６０】
　第１切替弁１８および第２切替弁１９を操作して、冷却水加熱器１５で加熱された冷却
水を混合させることによって、クーラコア１６を流れる冷却水の温度を上昇させてもよい
。
【０２６１】
　本実施形態では、フロスト抑制モードにおいて、制御装置６０は、クーラコア１６の表
面温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、クーラコア１６を流れ
る冷却水の温度を調整し、吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＡＯに近
づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する。
【０２６２】
　これにより、上記第２実施形態と同様の作用効果を得ることができる。
【０２６３】
　（第４実施形態）
　上記第２実施形態では、クーラコア用流路３６の一端は、第１ポンプ用流路３１のうち
第１ポンプ１１の冷却水吸入側の部位に接続されており、ヒータコア用流路３７の一端は
、第２ポンプ用流路３２のうち第２ポンプ１２の冷却水吸入側の部位に接続されているが
、本実施形態では、図１９に示すように、クーラコア用流路３６の一端は、第１切替弁１
８の第３入口１８ｄに接続されており、ヒータコア用流路３７の一端は、第２切替弁１９
の第３出口１９ｄに接続されている。
【０２６４】
　第１切替弁１８は、クーラコア用流路３６を流れる冷却水の流量を調整可能になってい
る。第２切替弁１９は、ヒータコア用流路３７を流れる冷却水の流量を調整可能になって
いる。
【０２６５】
　第１切替弁１８の第２出口１８ｅには、機器用流路８０の一端が接続されている。第２
切替弁１９の第２入口１９ｅには、機器用流路８０の他端が接続されている。
【０２６６】
　機器用流路８０には、機器８１が配置されている。機器８１は、冷却水が流通する流路
を有し、冷却水との間で熱授受が行われる熱授受機器（温度調整対象機器）である。機器
８１の例としては、インバータ、電池、電池温調用熱交換器、走行用電動モータ、エンジ
ン機器、蓄冷熱体、換気熱回収熱交換器、冷却水冷却水熱交換器などが挙げられる。
【０２６７】
　インバータは、電池から供給された直流電力を交流電圧に変換して走行用電動モータに
出力する電力変換装置である。
【０２６８】
　電池温調用熱交換器は、電池への送風経路に配置され、送風空気と冷却水とを熱交換す
る熱交換器（空気熱媒体熱交換器）である。
【０２６９】
　エンジン機器としては、ターボチャージャ、インタークーラ、ＥＧＲクーラ、ＣＶＴウ
ォーマ、ＣＶＴクーラ、排気熱回収器などが挙げられる。
【０２７０】
　ターボチャージャは、エンジンの吸入空気（吸気）を過給する過給機である。インター
クーラは、ターボチャージャで圧縮されて高温になった過給吸気と冷却水とを熱交換して
過給吸気を冷却する吸気冷却器（吸気熱媒体熱交換器）である。
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【０２７１】
　ＥＧＲクーラは、エンジンの吸気側に戻されるエンジン排気ガス（排気）と冷却水とを
熱交換して排気を冷却する排気冷却水熱交換器（排気熱媒体熱交換器）である。
【０２７２】
　ＣＶＴウォーマは、ＣＶＴ（無段変速機）を潤滑する潤滑油（ＣＶＴオイル）と冷却水
とを熱交換してＣＶＴオイルを加熱する潤滑油冷却水熱交換器（潤滑油熱媒体熱交換器）
である。
【０２７３】
　ＣＶＴクーラは、ＣＶＴオイルと冷却水とを熱交換してＣＶＴオイルを冷却する潤滑油
冷却水熱交換器（潤滑油熱媒体熱交換器）である。
【０２７４】
　排気熱回収器は、排気と冷却水とを熱交換して冷却水に排気の熱を吸熱させる排気冷却
水熱交換器（排気熱媒体熱交換器）である。
【０２７５】
　蓄冷熱体は、冷却水が持つ温熱または冷熱を蓄えるものである。蓄冷熱体の例としては
、化学蓄熱材、保温タンク、潜熱型蓄熱体（パラフィンや水和物系の物質）などが挙げら
れる。
【０２７６】
　換気熱回収熱交換器は、換気で外に捨てられる熱（冷熱または温熱）を回収する熱交換
器である。例えば、換気熱回収熱交換器が、換気で外に捨てられる熱（冷熱または温熱）
を回収することによって、冷暖房に必要な動力を低減することができる。
【０２７７】
　冷却水冷却水熱交換器は、冷却水と冷却水とを熱交換する熱交換器である。例えば、冷
却水冷却水熱交換器が、車両用熱管理システム１０の冷却水（第１ポンプ１１または第２
ポンプ１２によって循環される冷却水）と、エンジン冷却回路（エンジン冷却用の冷却水
が循環する回路）の冷却水とを熱交換することによって、車両用熱管理システム１０とエ
ンジン冷却回路との間で熱をやり取りすることができる。
【０２７８】
　本実施形態によると、第１切替弁１８および第２切替弁１９によって、クーラコア１６
を流れる冷却水の流量、およびヒータコア１７を流れる冷却水の流量を調整できる。
【０２７９】
　第１切替弁１８および第２切替弁１９によって、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水
が機器８１を流れる状態と、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水が機器８１を流れる状
態とを切り替えることができる。したがって、機器８１を所望の温度に調整できる。
【０２８０】
　本実施形態では、上記第２実施形態と同様に、クーラコア流路３６に電気ヒータ７０が
配置されているので、電気ヒータ７０で冷却水を加熱することによって、クーラコア１６
を流れる冷却水の温度を上昇させることができる。
【０２８１】
　（第５実施形態）
　図２０に示すように、室内空調ユニット５０のケース５１内に、クーラコア１６の代わ
りに、第２蒸発器８２が配置されていてもよい。第２蒸発器８２は、冷凍サイクル２１の
低圧側冷媒と車室内への送風空気とを熱交換させて車室内への送風空気を冷却する空気冷
却用熱交換器である。
【０２８２】
　冷凍サイクル２１は、第２膨張弁８３および圧力調整弁８４を有している。第２膨張弁
８３は、レシーバ２３から流出した液相冷媒を減圧膨張させる減圧手段である。圧力調整
弁８４は、第２蒸発器８２における冷媒蒸発圧力を調整する圧力調整手段である。
【０２８３】
　第２蒸発器８２、第２膨張弁８３および圧力調整弁８４は、冷凍サイクル２１の冷媒流
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れにおいて、膨張弁２４および冷却水冷却器１４と並列に配置されている。第２蒸発器８
２、第２膨張弁８３および圧力調整弁８４は、冷凍サイクル２１の冷媒流れにおいて、第
２膨張弁８３、第２蒸発器８２、第２膨張弁８３の順番に配置されている。
【０２８４】
　（第６実施形態）
　上記実施形態では、室内空調ユニット５０のケース５１内において、クーラコア１６お
よびヒータコア１７が空気流れにおいて直列に配置されているが、本実施形態では、図２
１に示すように、クーラコア１６およびヒータコア１７が空気流れにおいて並列に配置さ
れている。
【０２８５】
　ケース５１には、クーラコア１６側の空気通路とヒータコア１７側の空気通路とを仕切
る仕切壁５１ｃが形成されている。エアミックスドア５５は、室内送風機５４の空気流れ
下流側、かつクーラコア１６およびヒータコア１７の空気流れ上流側に配置されている。
【０２８６】
　本実施形態においても、上記実施形態と同様の作用効果を奏することができる。
【０２８７】
　（第７実施形態）
　上記実施形態では、クーラコア１６およびヒータコア１７が共通の室内空調ユニット５
０に収容されているが、本実施形態では、図２２に示すように、クーラコア１６がクーラ
ユニット５０Ａに収容され、ヒータコア１７がヒータユニット５０Ｂに収容されている。
【０２８８】
　クーラユニット５０Ａのケース５１Ａ内には、室内送風機５４Ａおよびクーラコア１６
が配置されている。ヒータユニット５０Ｂのケース５１Ｂ内には、室内送風機５４Ｂおよ
びヒータコア１７が配置されている。
【０２８９】
　本実施形態においても、上記実施形態と同様の作用効果を奏することができる。
【０２９０】
　（第８実施形態）
　本実施形態は、上述の熱授受機器８１として、電池温調用熱交換器８１Ａ、インバータ
８１Ｂおよび冷却水冷却水熱交換器８１Ｃを備えている。電池温調用熱交換器８１Ａ、イ
ンバータ８１Ｂおよび冷却水冷却水熱交換器８１Ｃは、冷却水が流通する流路を有し、冷
却水との間で熱授受が行われる熱授受機器（温度調整対象機器）である。
【０２９１】
　電池温調用熱交換器８１Ａは、電池への送風経路に配置され、送風空気と冷却水とを熱
交換する熱交換器（空気熱媒体熱交換器）である。電池温調用熱交換器８１Ａは、電池熱
交換用流路８０Ａに配置されている。
【０２９２】
　電池熱交換用流路８０Ａの一端は、第１切替弁１８の電池熱交換用出口１８ｆに接続さ
れている。電池熱交換用流路８０Ａの他端は、第２切替弁１９の電池熱交換用入口１９ｆ
に接続されている。
【０２９３】
　インバータ８１Ｂは、電池から供給された直流電力を交流電圧に変換して走行用電動モ
ータに出力する電力変換装置である。インバータ８１Ｂは、インバータ用流路８０Ｂに配
置されている。
【０２９４】
　インバータ用流路８０Ｂの一端は、第１切替弁１８のインバータ用出口１８ｇに接続さ
れている。インバータ用流路８０Ｂの他端は、第２切替弁１９のインバータ用入口１９ｇ
に接続されている。
【０２９５】
　冷却水冷却水熱交換器８１Ｃは、車両用熱管理システム１０の冷却水（第１ポンプ１１
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または第２ポンプ１２によって循環される冷却水）と、エンジン冷却回路９０の冷却水（
エンジン用熱媒体）とを熱交換する熱交換器（熱媒体熱媒体熱交換器）である。冷却水冷
却水熱交換器８１Ｃは、冷却水冷却水熱交換器用流路８０Ｃに配置されている。
【０２９６】
　冷却水冷却水熱交換器用流路８０Ｃの一端は、第１切替弁１８の冷却水冷却水熱交換器
用出口１８ｈに接続されている。冷却水冷却水熱交換器用流路８０Ｃの他端は、第２切替
弁１９の冷却水冷却水熱交換器用入口１９ｈに接続されている。
【０２９７】
　本実施形態では、クーラコア用流路３６の一端は、第１切替弁１８のクーラコア用出口
１８ｉに接続されている。クーラコア用流路３６の他端は、第２切替弁１９のクーラコア
用入口１９ｉに接続されている。
【０２９８】
　ヒータコア用流路３７の一端は、第１切替弁１８のヒータコア用出口１８ｊに接続され
ている。ヒータコア用流路３６の他端は、第２切替弁１９のヒータコア用入口１９ｊに接
続されている。
【０２９９】
　第１切替弁１８は、その出口側に接続された機器１３、１６、１７、８１Ａ、８１Ｂ、
８１Ｃのそれぞれについて、第１ポンプ１１から吐出された冷却水が流入する状態と、第
２ポンプ１２から吐出された冷却水が流入する状態と、第１ポンプ１１から吐出された冷
却水および第２ポンプ１２から吐出された冷却水が流入しない状態とを切り替える。
【０３００】
　第２切替弁１９は、その入口側に接続された機器１３、１６、１７、８１Ａ、８１Ｂ、
８１Ｃのそれぞれについて、第１ポンプ１１へ冷却水が流出する状態と、第２ポンプ１２
へ冷却水が流出する状態と、第１ポンプ１１および第２ポンプ１２へ冷却水が流出しない
状態とを切り替える。
【０３０１】
　第１切替弁１８および第２切替弁１９は、弁開度を調整可能になっている。これにより
、各機器１３、１６、１７、８１Ａ、８１Ｂ、８１Ｃを流れる冷却水の流量を調整できる
。
【０３０２】
　第１切替弁１８および第２切替弁１９は、第１ポンプ１１から吐出された冷却水と、第
２ポンプ１２から吐出された冷却水とを任意の流量割合で混合して各機器１３、１６、１
７、８１Ａ、８１Ｂ、８１Ｃに流入させることが可能になっている。
【０３０３】
　エンジン冷却回路９０は、エンジン９１を冷却するための冷却水循環回路である。エン
ジン冷却回路９０は、冷却水が循環する循環流路９２を有している。循環流路９２には、
エンジン９１、第３ポンプ９３、エンジン用ラジエータ９４および冷却水冷却水熱交換器
８１Ｃが配置されている。
【０３０４】
　第３ポンプ９３は、冷却水を吸入して吐出する電動ポンプである。第３ポンプ９３は、
エンジン９１から出力される動力によって駆動される機械式ポンプであってもよい。
【０３０５】
　エンジン用ラジエータ９４は、冷却水と外気とを熱交換することによって冷却水の熱を
外気に放熱させる放熱用の熱交換器（空気熱媒体熱交換器）である。
【０３０６】
　循環流路９２には、ラジエータバイパス流路９５が接続されている。ラジエータバイパ
ス流路９５は、冷却水がエンジン用ラジエータ９４をバイパスして流れる流路である。
【０３０７】
　ラジエータバイパス流路９５と循環流路９２との接続部にはサーモスタット９６が配置
されている。サーモスタット９６は、温度によって体積変化するサーモワックス（感温部
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材）によって弁体を変位させて冷却水流路を開閉する機械的機構で構成される冷却水温度
応動弁である。
【０３０８】
　具体的には、サーモスタット９６は、冷却水の温度が所定温度を上回っている場合（例
えば８０℃以上）、ラジエータバイパス流路９５を閉じ、冷却水の温度が所定温度を下回
っている場合（例えば８０℃未満）、ラジエータバイパス流路９５を開ける。
【０３０９】
　循環流路９２には、エンジン補機用流路９７が接続されている。エンジン補機用流路９
７は、冷却水が冷却水冷却水熱交換器８１Ｃと並列に流れる流路である。エンジン補機用
流路９７にはエンジン補機９８が配置されている。エンジン補機９８は、オイル熱交換器
、ＥＧＲクーラ、スロットルクーラ、ターボクーラ、エンジン補助モータ等である。オイ
ル熱交換器は、エンジンオイルまたはトランスミッションオイルと冷却水とを熱交換して
オイルの温度を調整する熱交換器である。
【０３１０】
　ＥＧＲクーラは、エンジンの排気ガスの一部を吸気側に還流させてスロットルバルブで
発生するポンピングロスを低減させるＥＧＲ（排気ガス再循環）装置を構成する熱交換器
であって、還流ガスと冷却水とを熱交換させて還流ガスの温度を調整する熱交換器である
。
【０３１１】
　スロットルクーラは、スロットルバルブを冷却するためにスロットル内部に設けたウォ
ータジャケットである。
【０３１２】
　ターボクーラはターボチャージャで発生する熱と冷却水とを熱交換させてターボチャー
ジャを冷却するための冷却器である。
【０３１３】
　エンジン補助モータは、エンジン停止中でもエンジンベルトを回せるようにするための
大型モータであり、エンジンベルトで駆動される圧縮機やウォータポンプなどをエンジン
の駆動力が無い状態でも作動させたり、エンジンの始動時に利用される。
【０３１４】
　エンジン用ラジエータ９４には第１リザーブタンク９９が接続されている。第１リザー
ブタンク９９は、冷却水を貯留する大気開放式の容器（熱媒体貯留手段）である。したが
って、第１リザーブタンク９９に蓄えている冷却水の液面における圧力は大気圧になる。
第１リザーブタンク９９は、第１リザーブタンク９９に蓄えている冷却水の液面における
圧力が所定圧力（大気圧とは異なる圧力）になるように構成されていてもよい。
【０３１５】
　第１リザーブタンク９９に余剰冷却水を貯留しておくことによって、各流路を循環する
冷却水の液量の低下を抑制することができる。第１リザーブタンク９９は、冷却水中に混
入した気泡を気液分離する機能を有している。
【０３１６】
　ラジエータ用流路３３には第２リザーブタンク１００が接続されている。第２リザーブ
タンク１００の構造および機能は第１リザーブタンク９９と同様である。
【０３１７】
　車両用空調装置の室内空調ユニット５０のケース５１の内部においてヒータコア１７の
空気流れ下流側部位には、補助ヒータ１０１が配置されている。補助ヒータ１０１は、Ｐ
ＴＣ素子（正特性サーミスタ）を有し、このＰＴＣ素子に電力が供給されることによって
発熱して空気を加熱するＰＴＣヒータ（電気ヒータ）である。
【０３１８】
　補助ヒータ１０１の作動（発熱量）は、制御装置６０によって制御される。本実施形態
では、制御装置６０のうち補助ヒータ１０１の作動を制御する構成（ハードウェアおよび
ソフトウェア）を補助ヒータ制御手段６０ｊ（電気ヒータ制御手段）とする。
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【０３１９】
　冷凍サイクル２１は、内部熱交換器１０２を備える。内部熱交換器１０２は、冷却水加
熱器１５から流出した冷媒と、冷却水冷却器１４から流出した冷媒とを熱交換させる熱交
換器である。
【０３２０】
　冷凍サイクル２１の膨張弁２４は、冷却水冷却器１４出口側冷媒の温度および圧力に基
づいて冷却水冷却器１４出口側冷媒の過熱度を検出する感温部２４ａを有し、冷却水冷却
器１４出口側冷媒の過熱度が予め定めた所定範囲となるように機械的機構によって絞り通
路面積を調整する温度式膨張弁である。
【０３２１】
　感温部２４ａをサーミスタで構成し、冷却水冷却器１４出口側冷媒の過熱度が予め定め
た所定範囲となるように電気的機構によって絞り通路面積を調整する電気式膨張弁を用い
てもよい。
【０３２２】
　制御装置６０の入力側には、内気センサ６１、内気湿度センサ１１０、外気センサ６２
、第１水温センサ６４、第２水温センサ６５、ラジエータ水温センサ１１１、電池温度セ
ンサ１１２、インバータ温度センサ１１３、エンジン水温センサ１１４、クーラコア温度
センサ６６、冷媒温度センサ６７Ａ、６７Ｂ、冷媒圧力センサ１１５Ａ、１１５Ｂ等のセ
ンサ群の検出信号が入力される。
【０３２３】
　内気湿度センサ１１０は、内気の湿度を検出する検出手段（内気湿度検出手段）である
。ラジエータ水温センサ１１１は、ラジエータ用流路３３を流れる冷却水の温度（例えば
ラジエータ１３から流出した冷却水の温度）を検出する検出手段（機器側熱媒体温度検出
手段）である。
【０３２４】
　電池温度センサ１１２は、電池熱交換用流路８０Ａを流れる冷却水の温度（例えば電池
温調用熱交換器８１Ａに流入する冷却水の温度）を検出する検出手段（機器側熱媒体温度
検出手段）である。
【０３２５】
　インバータ温度センサ１１３は、インバータ用流路８０Ｂを流れる冷却水の温度（例え
ばインバータ８１Ｂから流出した冷却水の温度）を検出する検出手段（機器側熱媒体温度
検出手段）である。
【０３２６】
　エンジン水温センサ１１４は、エンジン冷却回路９０を循環する冷却水の温度（例えば
エンジン９１の内部を流れる冷却水の温度）を検出する検出手段（機器側熱媒体温度検出
手段）である。
【０３２７】
　冷媒温度センサ６７Ａ、６７Ｂは、圧縮機２２から吐出された冷媒の温度を検出する吐
出側冷媒温度センサ６７Ａ、および圧縮機２２に吸入される冷媒の温度を検出する吸入側
冷媒温度センサ６７Ｂである。
【０３２８】
　冷媒圧力センサ１１５Ａ、１１５Ｂは、圧縮機２２から吐出された冷媒の圧力を検出す
る吐出側冷媒圧力センサ１１５Ａ、および圧縮機２２に吸入される冷媒の圧力を検出する
吸入側冷媒温度センサ１１５Ｂである。
【０３２９】
　次に、上記構成における作動を説明する。制御装置６０は、第１切替弁１８および第２
切替弁１９を操作して、冷却水流れのモードを、図２４～図２８に示す各種モードに切り
替える。図２４～図２８では、理解を容易にするために、車両用熱管理システム１０を簡
略化して図示している。
【０３３０】
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　図２４に示す外気吸熱ヒートポンプモードでは、ラジエータ１３を冷却水冷却器１４に
接続し、ヒータコア１７を冷却水加熱器１５に接続し、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃを冷
却水冷却器１４および冷却水加熱器１５のいずれにも接続しない。
【０３３１】
　これにより、冷却水冷却器１４で冷却されて外気温度よりも低温になった冷却水がラジ
エータ１３を流れるので、ラジエータ１３で外気から冷却水に吸熱され、冷却水加熱器１
５で加熱された冷却水がヒータコア１７を流れるので、ヒータコア１７で車室内への送風
空気が加熱される。
【０３３２】
　すなわち、外気吸熱ヒートポンプモードでは、冷凍サイクル２１の冷媒は、ラジエータ
１３にて外気から吸熱して、冷却水加熱器１５にて冷却水に放熱する。したがって、外気
の熱を汲み上げるヒートポンプ運転を実現できる。
【０３３３】
　図２５に示すエンジン吸熱ヒートポンプモードでは、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃを冷
却水冷却器１４に接続し、ヒータコア１７を冷却水加熱器１５に接続し、ラジエータ１３
を冷却水冷却器１４および冷却水加熱器１５のいずれにも接続しない。
【０３３４】
　これにより、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃで加熱された冷却水が冷却水冷却器１４を流
れるので、冷却水冷却器１４で冷却水が冷媒に吸熱され、冷却水加熱器１５で加熱された
冷却水がヒータコア１７を流れるので、ヒータコア１７で車室内への送風空気が加熱され
る。
【０３３５】
　すなわち、エンジン吸熱ヒートポンプモードでは、冷凍サイクル２１の冷媒は、冷却水
冷却水熱交換器８１Ｃで加熱された冷却水から吸熱して、冷却水加熱器１５にて冷却水に
放熱する。したがって、エンジン９１の熱を汲み上げるヒートポンプ運転を実現できる。
【０３３６】
　エンジン吸熱ヒートポンプモードにおいて、他の発熱機器（電池温調用熱交換器８１Ａ
、インバータ８１Ｂ）を冷却水冷却器１４に接続すれば、他の発熱機器の８１Ａ、８１Ｂ
の熱を汲み上げることができる。したがって、エンジン吸熱ヒートポンプモードを機器吸
熱ヒートポンプモードと表現できる。
【０３３７】
　図２６に示すアシストヒートポンプモード、エンジン加熱ヒートポンプモード、機器加
熱モード、および熱マス利用暖房モードでは、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃおよびヒータ
コア１７を冷却水加熱器１５に接続し、ラジエータ１３を冷却水冷却器１４に接続する。
【０３３８】
　これにより、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃで加熱された冷却水がヒータコア１７を流れ
るので、ヒータコア１７で車室内への送風空気が加熱される。
【０３３９】
　さらに、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水がラジエータ１３を流れるので、ラジエ
ータ１３で外気から冷却水に吸熱され、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水がヒータコ
ア１７を流れるので、ヒータコア１７で車室内への送風空気が加熱される。
【０３４０】
　すなわち、外気吸熱ヒートポンプモードでは、冷凍サイクル２１の冷媒は、ラジエータ
１３にて外気から吸熱して、冷却水加熱器１５にて冷却水に放熱する。したがって、外気
の熱を汲み上げるヒートポンプ運転を実現できる。
【０３４１】
　したがって、エンジン９１の廃熱が暖房熱源として不足する場合、ヒートポンプ運転で
暖房熱源を補うことができる（アシストヒートポンプモード）。
【０３４２】
　また、エンジン９１暖機時は、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水が冷却水冷却水熱
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交換器８１Ｃを流れるので、エンジン９１の暖機時は、冷却水加熱器１５で加熱された冷
却水でエンジン９１を加熱できる（エンジン加熱ヒートポンプモード）。
【０３４３】
　エンジン加熱ヒートポンプモードにおいて、他の加熱対象機器（電池温調用熱交換器８
１Ａ、インバータ８１Ｂ）を冷却水加熱器１５に接続すれば、冷却水加熱器１５で加熱さ
れた冷却水で他の加熱対象機器を加熱できる。したがって、エンジン加熱ヒートポンプモ
ードを機器加熱ヒートポンプモードと表現できる。
【０３４４】
　また、エンジン９１の熱で、冷却水加熱器１５に接続された他の加熱対象機器を加熱で
きる（機器加熱モード）。
【０３４５】
　また、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水が冷却水冷却水熱交換器８１Ｃを流れるの
で、エンジン９１の熱マス（熱容量）を利用して冷却水温度の変動を抑えることができる
（熱マス利用暖房モード）。
【０３４６】
　図２７に示すエンジン廃熱直接利用モードでは、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃおよびヒ
ータコア１７を互いに接続し、冷却水冷却器１４および冷却水加熱器１５のいずれにも接
続しない。
【０３４７】
　図示を省略しているが、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃとヒータコア１７との間の冷却水
流路には、冷却水を吸入して吐出する冷却水ポンプが配置されている。これにより、冷却
水冷却水熱交換器８１Ｃで加熱された冷却水がヒータコア１７を流れるので、ヒータコア
１７で車室内への送風空気が加熱される。
【０３４８】
　ヒータコア１７を流れる冷却水の温度が、車室内の暖房に必要な温度を超えている場合
、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃをヒータコア１７およびラジエータ１３に接続すれば、エ
ンジン９１の余剰熱を外気に放熱できる。
【０３４９】
　エンジン廃熱直接利用モードにおいて、他の発熱機器（電池温調用熱交換器８１Ａ、イ
ンバータ８１Ｂ）をヒータコア１７に接続すれば、他の発熱機器の８１Ａ、８１Ｂで加熱
された冷却水がヒータコア１７を流れるので、ヒータコア１７で車室内への送風空気を加
熱できる。したがって、エンジン廃熱直接利用モードを機器廃熱直接利用モードと表現で
きる。
【０３５０】
　図２８に示す熱マス利用冷房モードでは、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃおよびラジエー
タ１３を冷却水加熱器１５に接続し、クーラコア１６を冷却水冷却器１４に接続する。
【０３５１】
　これにより、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水がクーラコア１６を流れるので、ク
ーラコア１６で車室内への送風空気が冷却され、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水が
ラジエータ１３を流れるので、ラジエータ１３で冷却水から外気に放熱される。
【０３５２】
　また、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水がエンジン９１を流れるので、エンジン９
１の熱マス（熱容量）を利用して冷却水温度の変動を抑えることや、水温上昇を抑制して
冷媒の高圧上昇を抑止することができるので、高効率な冷房を実現できる。
【０３５３】
　図示を省略しているが、制御装置６０は、第１切替弁１８および第２切替弁１９を操作
して、冷却水流れのモードを除霜モードおよびエンジン独立モードにも切り替える。
【０３５４】
　除霜モードでは、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃおよびラジエータ１３を互いに接続する
。これにより、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃで加熱された冷却水がラジエータ１３を流れ
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るので、エンジン９１の廃熱を利用してラジエータ１３を除霜できる。
【０３５５】
　エンジン独立モードでは、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃを冷却水冷却器１４および冷却
水加熱器１５のいずれにも接続しない。これにより、エンジン９１の廃熱が冷却水冷却器
１４および冷却水加熱器１５に伝熱されなくなる。
【０３５６】
　例えば、エンジン独立モードは冷房運転時、エンジン水温センサ１１４が検出した温度
、すなわちエンジン冷却回路９０を循環する冷却水の温度が予め設定された基準温度を超
えている場合に実行される。これにより、エンジン９１の廃熱の影響で冷房性能が低下す
ることを防止できる。
【０３５７】
　外気吸熱ヒートポンプモードの具体例を図２９に示す。図２９の太実線矢印および太一
点鎖線矢印は、外気吸熱ヒートポンプモードにおける冷却水の流れを示している。
【０３５８】
　例えば、図２９に示す外気吸熱ヒートポンプモードは、暖房運転時、エンジン水温セン
サ１１４が検出した温度、すなわちエンジン冷却回路９０を循環する冷却水の温度が予め
設定された第１基準温度（例えば４０℃）未満である場合に実行される。
【０３５９】
　これにより、エンジン９１が作動している場合にはエンジン９１の暖機を促進できる。
一方、エンジン９１が停止している場合には、エンジン９１を作動させることなく暖房用
熱源を確保できるので、燃費を向上できる。
【０３６０】
　エンジン吸熱ヒートポンプモードの具体例を図３０に示す。図３０の太実線矢印および
太一点鎖線矢印は、エンジン吸熱ヒートポンプモードにおける冷却水の流れを示している
。
【０３６１】
　例えば、図３０に示すエンジン吸熱ヒートポンプモードは、暖房運転時、エンジン水温
センサ１１４が検出した温度、すなわちエンジン冷却回路９０を循環する冷却水の温度が
予め設定された第１基準温度（例えば４０℃）以上である場合に実行される。
【０３６２】
　これによると、冷却水冷却器１４を循環する冷却水の温度を上昇させることができるの
で、冷凍サイクル２１の低圧側冷媒圧力を上昇させることができ、ひいては冷凍サイクル
２１の効率（ＣＯＰ）が高い暖房（以下、高ＣＯＰ暖房と言う。）を実現できる。
【０３６３】
　図３０に示すエンジン吸熱ヒートポンプモードにおいて除湿暖房を行う場合は、エンジ
ン９１からの受熱量を制御して、冷却水冷却器１４を循環する冷却水の温度を０℃程度に
保つのが好ましい。
【０３６４】
　図３０に示すエンジン吸熱ヒートポンプモードにおいて、第１水温センサ６４が検出し
た温度、すなわち冷却水冷却器１４を循環する冷却水の温度が外気温度よりも高い場合、
ラジエータ１３への冷却水の流通を遮断する。これにより、ラジエータ１３で冷却水から
外気に放熱されることを防止できる。
【０３６５】
　図３０に示すエンジン吸熱ヒートポンプモードでは、クーラコア１６を冷却水冷却器１
４に接続し、インバータ８１Ｂを冷却水加熱器１５に接続し、電池温調用熱交換器８１Ａ
を冷却水冷却器１４および冷却水加熱器１５のいずれにも接続しないが、電池温調用熱交
換器８１Ａの要求温度および冷却水の温度に応じて、電池温調用熱交換器８１Ａを冷却水
冷却器１４および冷却水加熱器１５のうち少なくとも一方に接続してもよい。
【０３６６】
　図３０に示すエンジン吸熱ヒートポンプモードでは、第１切替弁１８および第２切替弁
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１９は、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃから流出した冷却水の温度が約１０℃になるように
、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃに流通する冷却水の流量を制御する。
【０３６７】
　エンジン加熱ヒートポンプモードの具体例を図３１に示す。図３１の太実線矢印および
太一点鎖線矢印は、エンジン加熱ヒートポンプモードにおける冷却水の流れを示している
。
【０３６８】
　例えば、図３１に示すエンジン加熱ヒートポンプモードは、冷房運転時、エンジン水温
センサ１１４が検出した温度、すなわちエンジン冷却回路９０を循環する冷却水の温度が
予め設定された基準温度（例えば４０℃）未満である場合に実行される。
【０３６９】
　これにより、冷房廃熱でエンジン９１を暖機できるので、燃費を向上できる。また、冷
却水加熱器１５で加熱された冷却水がエンジン９１を流れるので、エンジン９１の熱マス
を利用して冷却水温度の変動を抑えることができる。
【０３７０】
　図２７に示すエンジン廃熱直接利用モードは、例えば、暖房運転時、エンジン水温セン
サ１１４が検出した温度、すなわちエンジン冷却回路９０を循環する冷却水の温度が予め
設定された第２基準温度（暖房要求を満たせる温度。例えば５５℃）を超えている場合に
実行される。
【０３７１】
　これにより、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃで加熱された冷却水がヒータコア１７を流れ
るので、ヒータコア１７で車室内への送風空気が加熱される。
【０３７２】
　上述の各冷却水流れモードにおいて、ラジエータ１３に対する冷却水の流通を遮断して
いる状態から、冷却水冷却器１４側および冷却水加熱器１５側のいずれかにラジエータ１
３を接続してラジエータ１３に対する冷却水の流通を開始する場合、次の（１）、（２）
の制御のうち少なくとも一方の制御を実施して車室内吹出空気温度の変動を抑制するのが
好ましい。
【０３７３】
　（１）ラジエータ１３に対する冷却水の流通を断続する弁をゆっくりと開いて冷却水の
流通をゆっくりと開始する。これにより、車室内吹出空気温度が急激に変動することを抑
制できる。
【０３７４】
　（２）車室内吹出空気温度が変動することを予め予測してエアミックスドア５５の開度
および室内送風機５４の風量を調整した後、ラジエータ１３に冷却水を流通させる。これ
により、車室内吹出空気温度が変動することを抑制できる。ラジエータ１３に冷却水を流
通させた後の変動に対しては、エアミックスドア５５の開度および室内送風機５４の風量
の制御によって抑制する。
【０３７５】
　次に、クーラコア吹出温度ＴＣおよびヒータコア吹出温度ＴＨの制御方法を説明する。
クーラコア吹出温度ＴＣは、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度である。ヒータ
コア吹出温度ＴＨは、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度である。
【０３７６】
　クーラコア吹出温度ＴＣをクーラコア吹出目標温度ＴＣＯに近づける制御方法として、
第１ＴＣ制御、第２ＴＣ制御、第３ＴＣ制御および第４ＴＣ制御のいずれかが用いられる
。ヒータコア吹出温度ＴＨをヒータコア吹出目標温度ＴＨＯに近づける制御方法として、
第１ＴＨ制御、第２ＴＨ制御、第３ＴＨ制御および第４ＴＨ制御のいずれかが用いられる
。
【０３７７】
　（第１ＴＣ制御）
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　第１ＴＣ制御では、ラジエータ１３および機器８１Ａ～８１Ｃのうち任意の機器をクー
ラコア１６と接続し、接続された機器とクーラコア１６との熱授受量を制御することによ
って、クーラコア吹出温度ＴＣをクーラコア吹出目標温度ＴＣＯに近づける。
【０３７８】
　例えば、接続された機器に対する冷却水流量や風量を調整したり、接続された機器の発
熱量を制御することによって、クーラコア１６との熱授受量を制御する。例えば、接続さ
れた機器がインバータ８１Ｂである場合、インバータ８１Ｂを非効率作動させることによ
って発熱量を制御する。
【０３７９】
　クーラコア１６に接続される機器は、ラジエータ１３および機器８１Ａ～８１Ｃのみな
らず、水加熱ＰＴＣヒータや走行用モータジェネレータ等の機器であってもよい。水加熱
ＰＴＣヒータに対する通電を制御することによって発熱量を制御できる。走行用モータジ
ェネレータを非効率駆動することによって発熱量を制御できる。
【０３８０】
　本実施形態では、制御装置６０のうち、クーラコア１６に接続された機器（インバータ
８１Ｂ、水加熱ＰＴＣヒータ、走行用モータジェネレータ等）の発熱量を制御する構成（
ハードウェアおよびソフトウェア）を発熱量制御手段６０ｋとする。
【０３８１】
　例えば、第１ＴＣ制御は、クーラコア１６とラジエータ１３とを連通させて外気冷気を
利用した車室内除湿空調を行っている作動状態において、水温が０℃以下になった場合に
実施される。
【０３８２】
　クーラコア１６を流通する冷却水の温度が０℃以上の目標値になるように接続機器とク
ーラコア１６との熱授受量を制御することによって、クーラコア１６のフロスト（着霜）
を抑制できる。
【０３８３】
　（第２ＴＣ制御）
　第２ＴＣ制御では、クーラコア１６の熱交換能力を制御することによって、クーラコア
吹出温度ＴＣをクーラコア吹出目標温度ＴＣＯに近づける。例えば、クーラコア１６に対
する冷却水流量や風量を調整したり、クーラコア１６に送風される空気における内気と外
気との割合を調整することによって、クーラコア１６の熱交換能力を制御する。
【０３８４】
　例えば、第２ＴＣ制御は、クーラコア１６とラジエータ１３とを連通させて外気冷気を
利用した車室内除湿空調を行っている作動状態において、水温が０℃以下になった場合に
実施される。
【０３８５】
　クーラコア１６に対して冷却水の流通を断続（オン・オフ）することによって、クーラ
コア１６のフロスト（着霜）を抑制できる。
【０３８６】
　（第３ＴＣ制御）
　第３ＴＣ制御は、圧縮機２２が作動していることが前提となる制御方法である。第３Ｔ
Ｃ制御では、ラジエータ１３および機器８１Ａ～８１Ｃのうち任意の機器をヒータコア１
７と接続し、接続された機器とヒータコア１７との熱授受量を制御することによって、ク
ーラコア吹出温度ＴＣをクーラコア吹出目標温度ＴＣＯに近づける。
【０３８７】
　例えば、接続された機器に対する冷却水流量や風量を調整したり、接続された機器の発
熱量を制御することによって、ヒータコア１７との熱授受量を制御する。
【０３８８】
　ヒータコア１７に接続される機器は、ラジエータ１３および機器８１Ａ～８１Ｃのみな
らず、水加熱ＰＴＣヒータや走行用モータジェネレータ等の機器であってもよい。水加熱



(57) JP 6167892 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

ＰＴＣヒータに対する通電を制御することによって発熱量を制御できる。走行用モータジ
ェネレータを非効率駆動することによって発熱量を制御できる。
【０３８９】
　例えば、第３ＴＣ制御は、圧縮機２２の回転数制御に一定の制限が存在する場合におい
て、冷房を行いたい場合に実施される。圧縮機２２の回転数制御に一定の制限が存在する
場合とは、例えば、圧縮機２２の許容回転数が設定されている場合や、圧縮機２２がベル
ト駆動式圧縮機である場合等である。
【０３９０】
　第３ＴＣ制御によると、圧縮機２２の回転数に依存せずにクーラコア吹出温度ＴＣを制
御できる。
【０３９１】
　（第４ＴＣ制御）
　第４ＴＣ制御では、冷媒流量を制御することによって、クーラコア吹出温度ＴＣをクー
ラコア吹出目標温度ＴＣＯに近づける。例えば、圧縮機２２の冷媒吐出能力（具体的には
、圧縮機２２の回転数）を制御したり、膨張弁２４の絞り通路面積を調整することによっ
て、冷媒流量を制御する。
【０３９２】
　（第１ＴＨ制御）
　第１ＴＨ制御では、ラジエータ１３および機器８１Ａ～８１Ｃのうち任意の機器をヒー
タコア１７と接続し、接続された機器とヒータコア１７との熱授受量を制御することによ
って、ヒータコア吹出温度ＴＨをヒータコア吹出目標温度ＴＨＯに近づける。
【０３９３】
　例えば、接続された機器に対する冷却水流量や風量を調整したり、接続された機器の発
熱量を制御することによって、ヒータコア１７との熱授受量を制御する。
【０３９４】
　例えば、第１ＴＨ制御は、ヒータコア１７と冷却水加熱器１５とが接続されている状態
において実施される。冷却水加熱器１５を流通する冷却水の温度が所定値を超えないよう
に接続機器との熱授受量を制御することによって、冷凍サイクル２１の冷媒圧力が過度に
上昇して安全対策リリーフ弁が開弁してしまうことを抑制できる。
【０３９５】
　（第２ＴＨ制御）
　第２ＴＨ制御では、ヒータコア１７の熱交換能力を制御することによって、ヒータコア
吹出温度ＴＨをヒータコア吹出目標温度ＴＨＯに近づける。例えば、ヒータコア１７に対
する冷却水流量や風量を調整したり、ヒータコア１７に送風される空気における内気と外
気との割合を調整することによって、ヒータコア１７の熱交換能力を制御する。
【０３９６】
　例えば、第２ＴＨ制御は、エンジン９１の廃熱を利用した車室内暖房空調時に実施され
る。ヒータコア１７における平均冷却水温度が目標温度に近づくように、ヒータコア１７
を流通する冷却水流量を制御する。
【０３９７】
　これによると、エアミックスドア５５を用いることなく車室内吹出空気温度ＴＡＶを制
御できる。そのため、エアミックスドア５５を廃止することが可能になるので、室内空調
ユニット５０を小型化することが可能になる。
【０３９８】
　例えば、第２ＴＨ制御は、エンジン吸熱ヒートポンプモード時に実施される。エンジン
吸熱ヒートポンプモードでは、ヒータコア１７における冷却水温度が目標温度になるよう
に、圧縮機２２の回転数制御によって冷却水加熱器１５の放熱量が制御される。
【０３９９】
　この場合、冷凍サイクル２１の低圧側冷媒の温度が高くなる（例えば４０℃）ため、圧
縮機２２を最低作動回転数（例えば１５００回転程度）で作動させてもヒータコア１７に
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おける冷却水温度が目標温度を超えてしまうことがある。
【０４００】
　そこで、ヒータコア１７における冷却水流量を制御して、ヒータコア１７における冷却
水温度を目標温度にする。冷却水温度が高くなるほど効率が下がり、やがては最低回転数
で能力が釣り合う。
【０４０１】
　これにより、エンジン吸熱ヒートポンプモードで高ＣＯＰ暖房を実施できる。また、圧
縮機２２の最低作動回転数で能力過剰となる場合でも作動させることが可能になる。
【０４０２】
　（第３ＴＨ制御）
　第３ＴＨ制御は、圧縮機２２が作動していることが前提となる制御方法である。第３Ｔ
Ｈ制御では、ラジエータ１３および機器８１Ａ～８１Ｃのうち任意の機器をクーラコア１
６と連通させ、接続された機器とクーラコア１６との熱授受量を制御することによって、
ヒータコア吹出温度ＴＨをヒータコア吹出目標温度ＴＨＯに近づける。
【０４０３】
　例えば、接続された機器に対する冷却水流量や風量を調整したり、接続された機器の発
熱量を制御することによって、クーラコア１６との熱授受量を制御する。
【０４０４】
　例えば、第３ＴＨ制御は、圧縮機２２の回転数制御に一定の制限が存在する場合におい
て、冷房を行いたい場合に実施される。
【０４０５】
　第３ＴＨ制御によると、圧縮機２２の回転数に依存せずにヒータコア吹出温度ＴＨを制
御できる。
【０４０６】
　（第４ＴＨ制御）
　第４ＴＨ制御では、冷媒流量を制御することによって、ヒータコア吹出温度ＴＨをヒー
タコア吹出目標温度ＴＨＯに近づける。例えば、圧縮機２２の冷媒吐出能力（具体的には
、圧縮機２２の回転数）を制御したり、膨張弁２４の絞り通路面積を調整することによっ
て、冷媒流量を制御する。
【０４０７】
　第１～第４ＴＣ制御および第１～第４ＴＨ制御は互いに組み合わせることが可能である
。具体的には、第１～第４ＴＣ制御のいずれかと第１～第４ＴＨ制御のいずれかとを組み
合わせることが可能である。
【０４０８】
　（第１ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせ）
　例えば、第１ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせは、クーラコア吹出目標温度ＴＣ
Ｏが、クーラコア１６に接続された機器の温度よりも上回っていることが推定または判断
される場合に実施される。
【０４０９】
　例えば、第１ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせは、ヒータコア１７に接続された
機器における冷却水温度が所定温度（例えば５５℃）を越えている場合に実施される。ヒ
ータコア１７に接続された機器における冷却水温度が所定温度（例えば５５℃）を越えて
いる場合、ヒータコア吹出温度ＴＨが過剰になってしまうため、ヒータコア１７に接続さ
れた機器からの受熱量を制御することによって、ヒータコア１７における冷却水温度が所
定温度（例えば５５℃）を越えることを抑制し、ひいてはヒータコア吹出温度ＴＨが過剰
になることを抑制する。
【０４１０】
　例えば、第１ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせは、省電力除湿暖房モード時に実
施される。省電力除湿暖房モードは、外気冷熱を利用した除湿をしつつ、エンジン９１の
廃熱や種々の機器の廃熱を利用して除湿空気を再加熱する作動モードである。
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【０４１１】
　例えば、第１ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせは、エンジン吸熱ヒートポンプモ
ード時に実施される。エンジン吸熱ヒートポンプモードにおける加熱源は冷却水加熱器１
５である。エンジン吸熱ヒートポンプモードにおける加熱源として、電気ヒータやインバ
ータ８１Ｂ等を併用してもよい。
【０４１２】
　ヒータコア１７に接続される機器は、エンジン９１であってもよい。具体的には、エン
ジン９１に第２の冷却水取出口を設けてヒータコア１７と連通させてもよい。エンジン水
温が所定温度以上（例えば５５℃以上）の場合、エンジン９１の廃熱を冷凍サイクル２１
で吸熱利用しつつヒータコア１７で直接利用できる。
【０４１３】
　（第１ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせ）
　例えば、第１ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせは、クーラコア吹出目標温度ＴＣ
Ｏが、クーラコア１６に接続された機器の温度よりも上回っていることが推定または判断
される場合に実施される。
【０４１４】
　例えば、第１ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせは、ヒータコア１７に接続された
機器における冷却水温度が所定温度（例えば５５℃）を越える場合に実施される。ヒータ
コア１７に対して冷却水の流通を断続（オン・オフ）することによって、ヒータコア吹出
温度ＴＨが過剰になることを抑制できる。
【０４１５】
　例えば、第１ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせは、省電力除湿暖房モード時や、
省電力除湿暖房・冷房モード時に実施される。省電力除湿暖房・冷房モードは、蓄冷体の
冷熱を利用した冷却・除湿をしつつ、エンジン９１の廃熱や種々の機器の廃熱を利用して
冷却空気・除湿空気を再加熱する作動モードである。
【０４１６】
　（第２ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせ）
　例えば、第２ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせは、クーラコア１６に接続された
機器における冷却水温度が０℃を下回る場合に実施される。クーラコア１６に対して冷却
水の流通を断続（オン・オフ）することによって、クーラコア１６のフロスト（着霜）を
抑制できる。
【０４１７】
　例えば、第２ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせは、ヒータコア１７に接続された
機器における冷却水の温度が所定温度（例えば５５℃）を越える場合に実施される。ヒー
タコア１７に接続された機器からの受熱量を制御することによって、ヒータコア吹出温度
ＴＨが過剰になることを抑制できる。
【０４１８】
　例えば、第２ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせは、省電力除湿暖房モード時や、
省電力除湿暖房・冷房モード時に実施される。
【０４１９】
　例えば、第２ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせは、エンジン吸熱ヒートポンプモ
ード時、かつエンジン９１における冷却水温度がクーラコア吹出目標温度ＴＣＯよりも低
い場合に実施される。
【０４２０】
　ヒータコア１７に接続される機器は、エンジン９１であってもよい。具体的には、エン
ジン９１に第２の冷却水取出口を設けてヒータコア１７と連通させてもよい。エンジン水
温が所定温度以上（例えば５５℃以上）の場合、エンジン９１の廃熱を冷凍サイクル２１
で吸熱利用しつつ、ヒータコア１７で直接利用できる。
【０４２１】
　（第２ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせ）
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　例えば、第２ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせは、クーラコア１６に接続された
機器における冷却水温度が０℃を下回る場合に実施される。クーラコア１６に対して冷却
水の流通を断続（オン・オフ）することによって、クーラコア１６のフロスト（着霜）を
抑制できる。
【０４２２】
　例えば、第２ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせは、ヒータコア１７に接続された
機器における冷却水温度が所定温度（例えば５５℃）を越える場合に実施される。ヒータ
コア１７に対して冷却水の流通を断続（オン・オフ）することによって、ヒータコア吹出
温度ＴＨが過剰になることを抑制できる。
【０４２３】
　例えば、第２ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせは、省電力除湿暖房モード時や、
省電力除湿暖房・冷房モード時に実施される。
【０４２４】
　（第１ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせ）
　例えば、第１ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせは、ヒータコア吹出温度ＴＨをヒ
ータコア吹出目標温度ＴＨＯに近づけるために、クーラコア１６に接続された機器の廃熱
を冷凍サイクル２１で汲み上げる必要がある場合に実施される。
【０４２５】
　例えば、第１ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせは、クーラコア１６で冷却された
送風空気の温度ＴＣに関連する温度と第１目標温度ＴＣＯとの偏差が所定量を超えていな
い場合に実施される。
【０４２６】
　例えば、第１ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせは、ヒータコア吹出温度ＴＨとヒ
ータコア吹出目標温度ＴＨＯとの偏差が所定量を超えた場合に実施される。圧縮機２２の
回転数は、ヒータコア吹出温度ＴＨがヒータコア吹出目標温度ＴＨＯに近づくように制御
されるため、温度変動に対してヒータコア吹出温度ＴＨの追従性を高めることができる。
【０４２７】
　（第２ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせ）
　例えば、第２ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせは、クーラコア１６に接続された
機器における冷却水温度が０℃を下回る場合に実施される。クーラコア１６に対して冷却
水の流通を断続（オン・オフ）することによって、クーラコア１６のフロスト（着霜）を
抑制できる。
【０４２８】
　（第３ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせ）
　例えば、第３ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせは、ヒータコア吹出温度ＴＨとヒ
ータコア吹出目標温度ＴＨＯとの偏差が所定量を超えた場合に実施される。圧縮機２２の
回転数は、ヒータコア吹出温度ＴＨがヒータコア吹出目標温度ＴＨＯに近づくように制御
されるため、温度変動に対してヒータコア吹出温度ＴＨの追従性を高めることができる。
【０４２９】
　例えば、第３ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせは、上記第１実施形態のステップ
Ｓ１８０で放熱モードに切り替えられた場合に実施される。これにより、暖房用熱量が過
剰になった場合、ラジエータ１３で外気に放熱させることができるとともに、クーラコア
１６の温度およびヒータコア１７の温度を適切に制御できる。
【０４３０】
　例えば、第３ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせは、クーラコア吹出温度ＴＣとク
ーラコア吹出目標温度ＴＣＯとの偏差が所定量を超えていない場合に実施される。
【０４３１】
　（第４ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせ）
　例えば、第４ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせは、クーラコア吹出温度ＴＣとク
ーラコア吹出目標温度ＴＣＯとの偏差が所定量を超えた場合に実施される。圧縮機２２の
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回転数は、クーラコア吹出温度ＴＣがクーラコア吹出目標温度ＴＣＯに近づくように制御
されるため、温度変動に対してクーラコア吹出温度ＴＣの追従性を高めることができる。
【０４３２】
　そのため、クーラコア１６の温度が低い側に変動することを抑制できるので、クーラコ
ア１６にフロストが発生して風量が低下したり凍結臭が発生することを抑制できる。また
、クーラコア１６の温度が高い側に変動することを抑制できるので、クーラコア１６の凝
縮水が蒸発して突発的な窓曇りや異臭が発生することを抑制できる。
【０４３３】
　例えば、第４ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせは、ヒータコア吹出温度ＴＨとヒ
ータコア吹出目標温度ＴＨＯとの偏差が所定量を超えていない場合に実施される。
【０４３４】
　（第４ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせ）
　例えば、第２ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせは、ヒータコア１７に接続された
機器における冷却水温度が所定温度（例えば５５℃）を越える場合に実施される。ヒータ
コア１７に対して冷却水の流通を断続（オン・オフ）することによって、ヒータコア吹出
温度ＴＨが過剰になることを抑制できる。
【０４３５】
　（第４ＴＣ制御と第３ＴＨ制御との組み合わせ）
　例えば、第４ＴＣ制御と第３ＴＨ制御との組み合わせは、クーラコア吹出温度ＴＣとク
ーラコア吹出目標温度ＴＣＯとの偏差が所定量を超えた場合に実施される。圧縮機２２の
回転数は、クーラコア吹出温度ＴＣがクーラコア吹出目標温度ＴＣＯに近づくように制御
されるため、温度変動に対してクーラコア吹出温度ＴＣの追従性を高めることができる。
【０４３６】
　例えば、第４ＴＣ制御と第３ＴＨ制御との組み合わせは、上記第１実施形態のステップ
Ｓ１９０で吸熱モードに切り替えられた場合に実施される。これにより、暖房用熱量が不
足する場合、ラジエータ１３で外気から吸熱して暖房用熱量を確保することができるとと
もに、クーラコア１６の温度およびヒータコア１７の温度を適切に制御できる。
【０４３７】
　例えば、第４ＴＣ制御と第３ＴＨ制御との組み合わせは、ヒータコア吹出温度ＴＨとヒ
ータコア吹出目標温度ＴＨＯとの偏差が所定量を超えていない場合に実施される。
【０４３８】
　（第２ＴＣ制御と第３ＴＨ制御との組み合わせ、第３ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み
合わせ、および第３ＴＣ制御と第３ＴＨ制御との組み合わせ）
　第２ＴＣ制御と第３ＴＨ制御との組み合わせ、第３ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合
わせ、および第３ＴＣ制御と第３ＴＨ制御との組み合わせは、圧縮機２２の回転数が、ク
ーラコア吹出温度ＴＣおよびヒータコア吹出温度ＴＨのいずれにも関係なく制御される場
合に実施される。
【０４３９】
　圧縮機２２の回転数が、クーラコア吹出温度ＴＣおよびヒータコア吹出温度ＴＨのいず
れにも関係なく制御される場合の例を挙げる。
【０４４０】
　圧縮機２２が電動圧縮機の場合、例えば、次の（１）～（１１）の場合がある。
（１）振動騒音の要求を満たすために、圧縮機２２の最高回転数に上限が設けられている
場合。主にアイドルストップ中の冷暖房時。
（２）圧縮機２２の吐出圧が所定値（例えば２．６～３ＭＰａ）を超えないように圧縮機
２２の回転数を制限する場合。
（３）圧縮機２２のＯリングを保護する目的で、圧縮機２２の吐出温度が所定値（例えば
１２０℃）を超えないように圧縮機２２の回転数を制限する場合。
（４）圧縮機２２のＯリングの硬度が増加してＯリングの割れやシール性が低下すること
を防止する目的で、圧縮機２２の吸入温度が所定値（例えば－３０℃）を下回らないよう
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に圧縮機２２の回転数を制限する場合。
（５）圧縮機２２の軸および軸受けの保護や、モータドライバ仕様などのために設けられ
ている最高許容回転数に到達した場合。
（６）効率の良い回転数を維持するために、一定回転数で制御する場合。
（７）ウォームアップやクールダウン時、設定した時間で最高回転数に到達するように徐
々に回転数を上げていく場合。
（８）加速時や、他の電気機器に電力を集中させたい場合に、圧縮機２２の回転数を低下
させる場合。他の電気機器に電力を集中させたい場合とは、例えば走行用モータでエンジ
ン９１を始動させる場合や、低温時などで走行用電池に出力制限が掛かっている場合にお
いて走行を優先させる場合等である。
（９）制御ハンチング抑止の為、所定時間一定回転数を維持する場合。
（１０）モータドライバを簡素化する目的で、所定回転数でしか作動できない圧縮機２２
を使用している場合。
（１１）他の加熱または冷却したい機器の要求を加味して、空調要求能力に加えて、所定
量能力を増強させるように作動する場合。
【０４４１】
　圧縮機２２がベルト駆動式圧縮機であり、且つ固定容量型圧縮機である場合、圧縮機２
２の回転数はエンジン９１の回転数に依存し、そもそも圧縮機２２のオン・オフしか制御
できないので、圧縮機２２の回転数はクーラコア吹出温度ＴＣおよびヒータコア吹出温度
ＴＨのいずれにも関係なく制御されることとなる。
【０４４２】
　制御装置６０は、上述の第１～第４ＴＣ制御および第１～第４ＴＨ制御を種々の条件に
応じて切り替える。
【０４４３】
　さらに、制御装置６０は、第１～第４ＴＣ制御および第１～第４ＴＨ制御に加えて、吹
出空気温度ＴＡＶを目標吹出空気温度ＴＡＯに近づける制御を行う。例えば、室内送風機
５４の風量やエアミックスドア５５の作動を制御することによって、吹出空気温度ＴＡＶ
を目標吹出空気温度ＴＡＯに近づける。
【０４４４】
　例えば、接続機器の温度や環境温度の変動等によって急な温度変動が発生した場合、エ
アミックスドア５５が素早く作動することによって吹出温度変動を抑える。すなわち、冷
却水および冷媒の熱マス（熱容量）による制御遅れをカバーする。
【０４４５】
　除湿暖房時でもエアミックスドア５５はヒータコアバイパス通路５１ａを全閉せずに若
干開けておけば、吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを下回るような変動が発
生したときに備えることができる。
【０４４６】
　吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを下回る変動が発生した場合、補助ヒー
タ１０１によって吹出空気温度ＴＡＶを上昇させることもできる。
【０４４７】
　吹出空気温度ＴＡＶが目標吹出空気温度ＴＡＯを超えるような場合は、ヒータコアバイ
パス通路５１ａの風量が増加するようにエアミックスドア５５を作動させる。
【０４４８】
　次に、第１～第４ＴＣ制御および第１～第４ＴＨ制御を、上述のエンジン吸熱ヒートポ
ンプモードに適用した場合における具体的作動例を説明する。
【０４４９】
　（第１ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせ）
　クーラコア１６と冷却水冷却水熱交換器８１Ｃと冷却水冷却器１４とを接続し、ヒータ
コア１７と冷却水加熱器１５とインバータ８１Ｂ等とを接続することによって、エンジン
吸熱ヒートポンプモードで除湿を行う場合、クーラコア吹出温度ＴＣが０℃になるように
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第１ＴＣ制御を実施し、ヒータコア吹出温度ＴＨが所定温度（例えば５５℃）になるよう
に第１ＴＨ制御を実施する。第１ＴＨ制御では、圧縮機２２の回転数を制御してもよい。
【０４５０】
　（第１ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせ）
　クーラコア１６と冷却水冷却水熱交換器８１Ｃと冷却水冷却器１４とを接続し、ヒータ
コア１７と冷却水加熱器１５とを接続していることによって、冷却水加熱器１５で加熱さ
れた冷却水の温度が過剰に上昇している場合、ヒータコア１７における冷却水流量を絞る
ように第２ＴＨ制御を実施することによって、ヒータコア吹出温度ＴＨがヒータコア吹出
目標温度ＴＨＯを超えることを抑制できる。
【０４５１】
　（第１ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせ）
　クーラコア１６と冷却水冷却水熱交換器８１Ｃと冷却水冷却器１４とを接続し、ヒータ
コア１７と冷却水加熱器１５とを接続することによって、エンジン吸熱ヒートポンプモー
ドで除湿を行う場合、クーラコア吹出温度ＴＣが０℃になるように第１ＴＣ制御を実施し
、ヒータコア吹出温度ＴＨが所定温度（例えば５５℃）になるように第４ＴＨ制御（例え
ば圧縮機２２の回転数制御）を実施する。
【０４５２】
　（第２ＴＣ制御と第１ＴＨ制御との組み合わせ）
　クーラコア１６と冷却水冷却水熱交換器８１Ｃと冷却水冷却器１４とを接続し、ヒータ
コア１７と冷却水加熱器１５とインバータ８１Ｂ等とを接続することによって、エンジン
吸熱ヒートポンプモードで除湿を行う場合、エンジン９１における冷却水温度がクーラコ
ア吹出目標温度ＴＣＯ（例えば１０℃）を下回っていればクーラコア１６における冷却水
流量を絞るように第２ＴＣ制御を実施することによってクーラコア吹出温度ＴＣをクーラ
コア吹出目標温度ＴＣＯに近づけることができる。
【０４５３】
　また、ヒータコア吹出温度ＴＨが所定温度（例えば５５℃）になるように第１ＴＨ制御
を実施する。第１ＴＨ制御では、圧縮機２２の回転数を制御してもよい。
【０４５４】
　（第２ＴＣ制御と第２ＴＨ制御との組み合わせ）
　ヒータコア１７における冷却水温度が所定温度以上（例えば５５℃以上）であり、かつ
エンジン９１における冷却水温度がクーラコア吹出目標温度ＴＣＯ（例えば１０℃）を下
回っている場合、第２ＴＣ制御を実施することによってクーラコア吹出温度ＴＣをクーラ
コア吹出目標温度ＴＣＯに近づけることができ、かつヒータコア吹出温度ＴＨをヒータコ
ア吹出目標温度ＴＨＯに近づけることができる。すなわち、クーラコア１６での冷却除湿
のために圧縮機２２を回転させる必要がない。
【０４５５】
　（第２ＴＣ制御と第４ＴＨ制御との組み合わせ）
　クーラコア１６と冷却水冷却水熱交換器８１Ｃと冷却水冷却器１４とを接続し、ヒータ
コア１７と冷却水加熱器１５とインバータ８１Ｂ等とを接続することによって、エンジン
吸熱ヒートポンプモードで除湿を行う場合、クーラコア１６における冷却水流量を絞るよ
うに第２ＴＣ制御を実施することによってクーラコア吹出温度ＴＣをクーラコア吹出目標
温度ＴＣＯに近づけるとともに、ヒータコア吹出温度ＴＨが所定温度（例えば５５℃）に
なるように第１ＴＨ制御を実施する。
【０４５６】
　（第３ＴＣ制御と第３ＴＨ制御との組み合わせ）
　クーラコア１６と冷却水冷却水熱交換器８１Ｃと冷却水冷却器１４とを接続し、ヒータ
コア１７と冷却水加熱器１５とインバータ８１Ｂ等とを接続することによって、エンジン
吸熱ヒートポンプモードで除湿を行う場合であって、圧縮機２２の回転数がクーラコア吹
出温度ＴＣおよびヒータコア吹出温度ＴＨのいずれにも関係なく制御される場合、クーラ
コア１６における冷却水温度が０℃になるように第３ＴＣ制御を実施するとともに、ヒー
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タコア吹出温度ＴＨが所定温度（例えば５５℃）になるように第３ＴＨ制御を実施する。
【０４５７】
　（第２ＴＨ制御のみ）
　クーラコア１６と冷却水冷却水熱交換器８１Ｃと冷却水冷却器１４とを接続し、ヒータ
コア１７と冷却水加熱器１５とを接続することによって、エンジン吸熱ヒートポンプモー
ドで除湿を行う場合、ヒータコア吹出温度ＴＨが所定温度（例えば５５℃）になるように
第２ＴＨ制御を実施し、第１～第４ＴＣ制御を実施しない。
【０４５８】
　なお、第１～第４ＴＨ制御では、ヒータコア吹出温度ＴＨをヒータコア吹出目標温度Ｔ
ＨＯに近づけるが、吹出空気温度ＴＡＶを目標吹出空気温度ＴＡＯに近づけるようにして
もよい。
【０４５９】
　本実施形態では、熱授受機器１３、８１が、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水との
間で熱授受を行う場合、制御装置６０は、ヒータコア１７で加熱された送風空気のＴＨに
関連する温度が第２目標温度ＴＨＯに近づくように、熱授受機器１３、８１を流れる冷却
水の流量を調整し（第１ＴＨ制御）、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに
関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流
量を調整する（第４ＴＣ制御）。
【０４６０】
　これにより、クーラコア１６で送風空気から回収した熱量で熱授受機器１３、８１を加
熱できるとともに、クーラコア１６の温度およびヒータコア１７の温度を適切に制御でき
る。
【０４６１】
　本実施形態では、ラジエータ１３において、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水の熱
を外気に放熱させる場合、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度
に関連する温度ＴＣが第１目標温度ＴＣＯに近づくように、ラジエータ１３を流れる冷却
水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整し（第３ＴＣ制御）、ヒータコア１７で
加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに
近づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する（第４ＴＨ制御）。
【０４６２】
　これにより、クーラコア１６の温度およびヒータコア１７の温度を適切に制御できる。
特に、ヒータコア１７の温度を冷媒流量で制御するので、ヒータコア１７の温度追従性を
高めることができる。
【０４６３】
　本実施形態では、ラジエータ１３において、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水に外
気の熱を吸熱させる場合、制御装置６０は、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度
に関連する温度ＴＨ、ＴＡＶが第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、ラジエータ
１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整し（第３ＴＨ制御）、
クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに
近づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する（第４ＴＣ制御）。
【０４６４】
　これにより、クーラコア１６の温度およびヒータコア１７の温度を適切に制御できる。
特に、クーラコア１６の温度を冷媒流量で制御するので、クーラコア１６の温度の追従性
を高めることができる。
【０４６５】
　本実施形態では、ラジエータ１３を流れる冷却水または外気の流量が所定量未満と判断
され、かつ吹出空気温度ＴＡＶが第２目標温度ＴＡＯを下回ると判断される場合、第１切
替弁１８および第２切替弁１９は、ラジエータ１３に、冷却水冷却器１４で冷却された冷
却水が流れる状態（吸熱モード）に切り替え、制御装置６０は、ヒータコア１７で加熱さ
れた送風空気の温度に関連する温度ＴＨ、ＴＡＶが第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づく
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ように、ラジエータ１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整し
（第３ＴＨ制御）、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度が第
１目標温度ＴＣＯに近づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する（第
４ＴＣ制御）。
【０４６６】
　これにより、暖房用熱量が不足する場合、ラジエータ１３で外気から吸熱して暖房用熱
量を確保することができるとともに、クーラコア１６の温度およびヒータコア１７の温度
を適切に制御できる。
【０４６７】
　本実施形態では、ラジエータ１３を流れる冷却水または外気の流量が所定量未満と判断
され、かつ吹出空気温度ＴＡＶが第２目標温度ＴＡＯを上回ると判断される場合、第１切
替弁１８および第２切替弁１９は、ラジエータ１３に、冷却水加熱器１５で加熱された冷
却水が流れる状態（放熱モード）に切り替え、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却さ
れた送風空気の温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、ラジエー
タ１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整し（第３ＴＣ制御）
、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度に関連する温度ＴＨ、ＴＡＶが第２目標温
度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する（第
４ＴＨ制御）。
【０４６８】
　これにより、暖房用熱量が過剰になった場合、ラジエータ１３で外気に放熱させること
ができるとともに、クーラコア１６の温度およびヒータコア１７の温度を適切に制御でき
る。
【０４６９】
　本実施形態では、ラジエータ１３に、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水が流れるよ
うになっている場合において、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連す
る温度と第１目標温度ＴＣＯとの偏差が所定量を超えていない場合、または超えていない
と推定もしくは判断される場合、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却された送風空気
の温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、ラジエータ１３を流れ
る冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整し（第３ＴＣ制御）、ヒータコア
１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＨＯ、Ｔ
ＡＯに近づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する（第４ＴＨ制御）
。
【０４７０】
　一方、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度と第１目標温度
ＴＣＯとの偏差が所定量を超えた場合、制御装置６０は、ヒータコア１７で加熱された送
風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように
、ラジエータ１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整し（第１
ＴＨ制御）、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度が第１目標
温度ＴＣＯに近づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する（第４ＴＣ
制御）。
【０４７１】
　これによると、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度と第１
目標温度ＴＣＯとの偏差が所定量を超えた場合、または超えていると推定もしくは判断さ
れる場合、クーラコア１６の温度を冷媒流量で制御するので、クーラコア１６の温度の追
従性を高めることができる。
【０４７２】
　そのため、クーラコア１６の温度が低い側に変動することを抑制できるので、クーラコ
ア１６にフロストが発生して風量が低下したり凍結臭が発生することを抑制できる。また
、クーラコア１６の温度が高い側に変動することを抑制できるので、クーラコア１６の凝
縮水が蒸発して突発的な窓曇りや異臭が発生することを抑制できる。
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【０４７３】
　本実施形態では、ラジエータ１３に、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水が流れるよ
うになっている場合において、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶ
に関連する温度と第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯとの偏差が所定量を超えていない場合、ま
たは超えていないと推定もしくは判断される場合、制御装置６０は、ヒータコア１７で加
熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近
づくように、ラジエータ１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調
整し（第１ＴＨ制御）、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度
が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する
（第４ＴＣ制御）。
【０４７４】
　一方、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度と第２
目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯとの偏差が所定量を超えた場合、または超えていると推定もしく
は判断される場合、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに
関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、ラジエータ１３を流れる冷却水およ
び外気のうち少なくとも一方の流量を調整し（第３ＴＣ制御）、ヒータコア１７で加熱さ
れた送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づく
ように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する（第４ＴＨ制御）。
【０４７５】
　これによると、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温
度と第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯとの偏差が所定量を超えた場合、ヒータコア１７の温度
を冷媒流量で制御するので、ヒータコア１７の温度の追従性を高めることができる。
【０４７６】
　そのため、車室内に吹き出される送風空気の温度の変動を早期に抑えることができるの
で、空調快適性を向上できる。
【０４７７】
　本実施形態では、ラジエータ１３に、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水が流れるよ
うになっている場合において、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連す
る温度と第１目標温度ＴＣＯとの偏差が所定量を超えていない場合、または超えていない
と推定もしくは判断される場合、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却された送風空気
の温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、ラジエータ１３を流れ
る冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整し（第１ＴＣ制御）、ヒータコア
１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＨＯ、Ｔ
ＡＯに近づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整する（第４ＴＨ制御）
。
【０４７８】
　一方、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度と第１目標温度
ＴＣＯとの偏差が所定量を超えた場合、または超えていると推定もしくは判断される場合
、制御装置６０は、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する
温度が第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、ラジエータ１３を流れる冷却水およ
び外気のうち少なくとも一方の流量を調整し（第３ＴＨ制御）、クーラコア１６で冷却さ
れた送風空気の温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、圧縮機２
２から吐出される冷媒の流量を調整する（第４ＴＣ制御）。
【０４７９】
　これによると、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度と第１
目標温度ＴＣＯとの偏差が所定量を超えた場合、クーラコア１６の温度を冷媒流量で制御
するので、クーラコア１６の温度の追従性を高めることができる。
【０４８０】
　そのため、クーラコア１６の温度が低い側に変動することを抑制できるので、クーラコ
ア１６にフロストが発生して風量が低下したり凍結臭が発生することを抑制できる。また
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、クーラコア１６の温度が高い側に変動することを抑制できるので、クーラコア１６の凝
縮水が蒸発して突発的な窓曇りや異臭が発生することを抑制できる。
【０４８１】
　本実施形態では、ラジエータ１３に、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水が流れるよ
うになっている場合において、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶ
に関連する温度と第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯとの偏差が所定量を超えていない場合、制
御装置６０は、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度
が第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、ラジエータ１３を流れる冷却水および外
気のうち少なくとも一方の流量を調整し（第３ＴＨ制御）、クーラコア１６で冷却された
送風空気の温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、圧縮機２２か
ら吐出される冷媒の流量を調整する（第４ＴＣ制御）。
【０４８２】
　一方、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度と第２
目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯとの偏差が所定量を超えた場合、制御装置６０は、クーラコア１
６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように
、ラジエータ１３を流れる冷却水および外気のうち少なくとも一方の流量を調整し（第１
ＴＣ制御）、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度が
第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調
整する（第４ＴＨ制御）。
【０４８３】
　これによると、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温
度と第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯとの偏差が所定量を超えた場合、ヒータコア１７の温度
を冷媒流量で制御するので、ヒータコア１７の温度の追従性を高めることができる。
【０４８４】
　そのため、車室内に吹き出される送風空気の温度の変動を早期に抑えることができるの
で、空調快適性を向上できる。
【０４８５】
　本実施形態では、制御装置６０は、吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第３目標温度
ＴＡＯに近づくように、クーラコア１６で冷却された送風空気のうちヒータコア１７を流
れる送風空気とヒータコア１７を迂回して流れる送風空気との風量割合を調整する。これ
により、吹出空気温度ＴＡＶを適切に制御できる。
【０４８６】
　本実施形態では、制御装置６０は、吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第３目標温度
ＴＡＯに近づくように、送風空気の風量を調整する。これにより、吹出空気温度ＴＡＶを
適切に制御できる。
【０４８７】
　本実施形態では、制御装置６０は、吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第３目標温度
ＴＡＯに近づくように、送風空気における内気と外気との割合を調整する。これにより、
吹出空気温度ＴＡＶを適切に制御できる。
【０４８８】
　本実施形態では、制御装置６０は、吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度が第３目標温度
ＴＡＯに近づくように、電気ヒータ１０１の発熱量を調整する。これにより、吹出空気温
度ＴＡＶを適切に制御できる。
【０４８９】
　本実施形態では、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃは、冷却水冷却器１４で冷却された冷却
水と、エンジン９１を流通したエンジン用冷却水とを熱交換させる。このため、エンジン
９１の熱を汲み上げるヒートポンプ運転（エンジン吸熱ヒートポンプモード）を実現でき
る。
【０４９０】
　本実施形態では、冷却水冷却水熱交換器用流路８０Ｃに冷却水冷却水熱交換器８１Ｃが
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配置されているが、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃの代わりに、エンジン９１自体が冷却水
冷却水熱交換器用流路８０Ｃに配置されていて、エンジン９１の冷却水流路に、冷却水冷
却器１４や冷却水加熱器１５で温度調整された冷却水が流通するようになっていてもよい
。
【０４９１】
　本実施形態では、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、冷却水冷却器１４で冷却さ
れた冷却水がラジエータ１３に流れる状態と、冷却水冷却器１４で冷却された冷却水が熱
授受機器１３、８１に流れる状態とを切り替える。
【０４９２】
　これにより、外気吸熱ヒートポンプモードとエンジン吸熱ヒートポンプモード（機器吸
熱ヒートポンプモード）とを切り替えることができる。エンジン稼働状況に応じて、高Ｃ
ＯＰ暖房が実施できる場合には、エンジン吸熱ヒートポンプモードに切り替えることによ
って、暖房消費燃料の削減が可能になる。
【０４９３】
　本実施形態では、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、熱授受機器１３、８１で加
熱された冷却水が冷却水冷却器１４に流れる状態と、熱授受機器１３、８１で加熱された
冷却水がヒータコア１７に流れる状態とを切り替える。
【０４９４】
　これにより、エンジン廃熱直接利用モード（機器廃熱直接利用モード）とエンジン吸熱
ヒートポンプモード（機器吸熱ヒートポンプモード）とを切り替えることができる。
【０４９５】
　エンジン稼働状況に応じて、圧縮機２２を作動させなくてよい場合には、エンジン廃熱
直接利用モードに切り替えてエンジン９１の廃熱で加熱された冷却水を直接ヒータコア１
７に流すことによって、暖房消費燃料の削減が可能になる。
【０４９６】
　本実施形態では、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、冷却水加熱器１５で加熱さ
れた冷却水がヒータコア１７に流れる状態と、熱授受機器１３、８１で加熱された冷却水
がヒータコア１７に流れる状態とを切り替える。
【０４９７】
　これにより、エンジン廃熱直接利用モード（機器廃熱直接利用モード）と外気吸熱ヒー
トポンプモードとを切り替えることができる。
【０４９８】
　以下では、ラジエータ１３および機器８１（８１Ａ、８１Ｂ、８１Ｃ）のうち第１ポン
プ１１によって循環される冷却水との間で熱授受が行われる熱授受機器を第１熱授受機器
と言い、第２ポンプ１２によって循環される冷却水との間で熱授受が行われる熱授受機器
を第２熱授受機器と言う。
【０４９９】
　本実施形態では、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに
関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、第１熱授受機器１３、８１における
冷却水との熱授受量、またはクーラコア１６の熱交換能力を調整し（第１ＴＣ制御、第２
ＴＣ制御）、且つヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温
度が第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、第２熱授受機器１３、８１における冷
却水との熱授受量、またはヒータコア１７の熱交換能力を調整する（第１ＴＨ制御、第２
ＴＨ制御）。
【０５００】
　これにより、クーラコア１６の温度およびヒータコア１７の温度の両方を適切に制御で
きる。
【０５０１】
　本実施形態では、クーラコア１６は、冷凍サイクル２１の冷却水冷却器１４で冷却され
た冷却水で送風空気を冷却し、ヒータコア１７は、冷凍サイクル２１の冷却水加熱器１５
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で加熱された冷却水で送風空気を加熱する冷却水流れモードを有している。
【０５０２】
　この冷却水流れモードにおいて、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却された送風空
気の温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、クーラコア１６の熱
交換能力、または第２熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量を調整し（第２
ＴＣ制御、第３ＴＣ制御）、且つヒータコア１７で熱交換された送風空気の温度ＴＨ、Ｔ
ＡＶに関連する温度が第２目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、ヒータコア１７の熱
交換能力、または第１熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量を調整する（第
２ＴＨ制御、第３ＴＨ制御）。
【０５０３】
　これにより、クーラコア１６の温度およびヒータコア１７の温度の両方を適切に制御で
きる。
【０５０４】
　例えば、制御装置６０は、第１熱授受機器１３、８１における冷却水の流量を調整する
ことによって、第１熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量を調整する（第１
ＴＣ制御、第３ＴＨ制御）。
【０５０５】
　例えば、制御装置６０は、第１熱授受機器１３、８１の発熱量を調整することによって
、第１熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量を調整する（第１ＴＣ制御、第
３ＴＨ制御）。
【０５０６】
　例えば、制御装置６０は、クーラコア１６における冷却水の流量を調整することによっ
て、クーラコア１６の熱交換能力を調整する（第２ＴＣ制御）。
【０５０７】
　例えば、制御装置６０は、クーラコア１６における送風空気の風量を調整することによ
って、クーラコア１６の熱交換能力を調整する（第２ＴＣ制御）。
【０５０８】
　例えば、制御装置６０は、第２熱授受機器１３、８１における冷却水の流量を調整する
ことによって、第２熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量を調整する（第３
ＴＣ制御、第１ＴＨ制御）。
【０５０９】
　例えば、制御装置６０は、第２熱授受機器１３、８１の発熱量を調整することによって
、第２熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量を調整する（第３ＴＣ制御、第
１ＴＨ制御）。
【０５１０】
　例えば、制御装置６０は、ヒータコア１７における冷却水の流量を調整することによっ
て、ヒータコア１７の熱交換能力を調整する（第２ＴＨ制御）。
【０５１１】
　例えば、制御装置６０は、ヒータコア１７における送風空気の風量を調整することによ
って、ヒータコア１７の熱交換能力を調整する（第２ＴＨ制御）。
【０５１２】
　本実施形態では、第１ＴＣ制御、第２ＴＣ制御または第３ＴＣ制御を実施し且つ第１Ｔ
Ｈ制御、第２ＴＨ制御または第３ＴＨ制御を実施している場合、制御装置６０は、圧縮機
２２の回転数を所定範囲内に制御する。これにより、圧縮機２２の制御ハンチングを防止
しつつ、クーラコア１６の温度およびヒータコア１７の温度の両方を適切に制御できる。
【０５１３】
　本実施形態では、クーラコア吹出温度ＴＣに関連する温度、ヒータコア吹出温度ＴＨに
関連する温度、ならびに吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度のうちいずれか１つの温度（
以下、参照温度と言う。）が第４目標温度ＴＣＯ、ＴＨＯ、ＴＡＯに近づくように、制御
装置６０が圧縮機２２から吐出される冷媒の流量を調整している場合、または調整を開始
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する場合、制御装置６０は、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する
温度、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度、および
吹出空気温度ＴＡＶに関連する温度のうち前記参照温度以外の温度を第５目標温度ＴＣＯ
、ＴＨＯ、ＴＡＯに近づけるように、第１ＴＣ制御、第２ＴＣ制御、第３ＴＣ制御、第１
ＴＨ制御、第２ＴＨ制御または第３ＴＨ制御を実施する。
【０５１４】
　これにより、クーラコア吹出温度ＴＣ、ヒータコア吹出温度ＴＨおよび吹出空気温度Ｔ
ＡＶのうちいずれか１つの温度を冷媒流量で制御して温度追従性を高めることができるの
で、空調快適性を向上できる。
【０５１５】
　本実施形態では、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、第１熱授受機器１３、８１
および第２熱授受機器１３、８１のうち少なくとも一方の熱授受機器について、冷却水冷
却用熱交換器１４で冷却された冷却水が流れる状態と、冷却水加熱用熱交換器１５で加熱
された冷却水が流れる状態とを切り替える。
【０５１６】
　これにより、少なくとも一方の熱授受機器から吸熱する作動モードと、少なくとも一方
の熱授受機器に廃熱を伝熱するモードとを切り替えることができる。
【０５１７】
　本実施形態における第１熱授受機器は、例えば、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却され
た冷却水と、エンジン９１を流通したエンジン用冷却水とを熱交換させる冷却水冷却水熱
交換器８１Ｃである。
【０５１８】
　これによると、エンジン９１の廃熱を吸熱するヒートポンプ運転時に、クーラコア１６
の温度を適切に制御できる。また、低外気温時であっても冷却水冷却器１４における冷却
水温度を適度に上昇させることができるので、高ＣＯＰ暖房を実現できる。
【０５１９】
　本実施形態における第１熱授受機器は、例えば、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却され
た冷却水温度調整用熱交換器１４、１５で温度調整された冷却水が流通する流路を有する
エンジン９１であってもよい。
【０５２０】
　本実施形態では、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、冷却水冷却用熱交換器１４
で冷却された冷却水がラジエータ１３および第１熱授受機器８１のうち一方に流れて他方
に流れない状態と、他方に流れて一方に流れない状態とを切り替える。
【０５２１】
　これにより、第１熱授受機器８１が冷却水を加熱している場合、外気吸熱ヒートポンプ
モードと機器吸熱ヒートポンプモード（エンジン吸熱ヒートポンプモード）とを切り替え
ることができる。
【０５２２】
　本実施形態では、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、第１熱授受機器８１を流れ
た冷却水が、ヒータコア１７および冷却水冷却用熱交換器１４のうち一方に流れて他方に
流れない状態と、他方に流れて一方に流れない状態とを切り替える。
【０５２３】
　これにより、第１熱授受機器８１が冷却水を加熱している場合、エンジン廃熱直接利用
モード（機器廃熱直接利用モード）とエンジン吸熱ヒートポンプモード（機器吸熱ヒート
ポンプモード）とを切り替えることができる。
【０５２４】
　本実施形態では、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、第１熱授受機器８１および
第２熱授受機器８１のうち一方の熱授受機器８１とヒータコア１７との間で冷却水が循環
する状態と、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却された冷却水がラジエータ１３に流れる状
態とを切り替える。
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【０５２５】
　これにより、エンジン廃熱直接利用モード（機器廃熱直接利用モード）と外気吸熱ヒー
トポンプモードとを切り替えることができる。
【０５２６】
　以下では、第１ポンプ１１および第２ポンプ１２のうち一方のポンプによって循環され
る冷却水との間で熱授受が行われる熱授受機器１８、３１を第１熱授受機器と言い、他方
のポンプによって循環される冷却水との間で熱授受が行われる熱授受機器１８、３１を第
２熱授受機器と言う。また、クーラコア１６およびヒータコア１７のうち一方のポンプに
よって循環される冷却水と送風空気とを熱交換させる熱交換器を第１冷却水空気熱交換器
（第１熱媒体空気熱交換器）と言い、他方のポンプによって循環される冷却水と送風空気
とを熱交換させる熱交換器を第２冷却水空気熱交換器（第２熱媒体空気熱交換器）と言う
。
【０５２７】
　本実施形態では、制御装置６０は、第１冷却水空気熱交換器１６、１７で温度調整され
た送風空気の温度ＴＣ、ＴＨに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯ、ＴＨＯに近づくよう
に、第１熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量、または第１冷却水空気熱交
換器１６、１７の熱交換能力を調整する（第１ＴＣ制御、第２ＴＣ制御、第１ＴＨ制御、
第２ＴＨ制御）。
【０５２８】
　これにより、第１冷却水空気熱交換器１６、１７の温度を適切に制御できる。
【０５２９】
　例えば、制御装置６０は、第１熱授受機器１３、８１における冷却水の流量を調整する
ことによって、第１熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量を調整する（第１
ＴＣ制御、第１ＴＨ制御）。
【０５３０】
　これによると、エアミックスドア５５を用いることなく車室内吹出空気温度ＴＡＶを制
御できる。そのため、エアミックスドア５５を廃止することが可能になるので、室内空調
ユニット５０を小型化することが可能になる。
【０５３１】
　例えば、制御装置６０は、第１熱授受機器１３、８１の発熱量を調整することによって
、第１熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量を調整する（第１ＴＣ制御、第
１ＴＨ制御）。
【０５３２】
　例えば、制御装置６０は、第１冷却水空気熱交換器１６、１７における冷却水の流量を
調整することによって、第１冷却水空気熱交換器１６、１７の熱交換能力を調整する（第
２ＴＣ制御、第２ＴＨ制御）。
【０５３３】
　例えば、制御装置６０は、第１冷却水空気熱交換器１６、１７における送風空気の風量
を調整することによって、第１冷却水空気熱交換器１６、１７の熱交換能力を調整する（
第２ＴＣ制御、第２ＴＨ制御）。
【０５３４】
　具体的には、第１冷却水空気熱交換器がクーラコア１６である場合、制御装置６０は、
第１冷却水空気熱交換器１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度を第１目標
温度ＴＣＯに近づける（第１ＴＣ制御、第２ＴＣ制御）。
【０５３５】
　これにより、クーラコア１６の温度を適切に制御できる。
【０５３６】
　具体的には、第１冷却水空気熱交換器がヒータコア１７である場合、制御装置６０は、
第１冷却水空気熱交換器１７で加熱された送風空気の温度ＴＨ、ＴＡＶに関連する温度を
第１目標温度ＴＨＯ、ＴＡＯに近づける（第１ＴＨ制御、第２ＴＨ制御）。
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【０５３７】
　これにより、ヒータコア１７の温度を適切に制御できる。
【０５３８】
　本実施形態では、冷凍サイクル２１の冷却水冷却器１４で冷却された冷却水、および冷
凍サイクル２１の冷却水加熱器１５で加熱された冷却水のうち一方の冷却水が第１冷却水
空気熱交換器１６、１７および第１熱授受機器１８、３１を流れ、他方の冷却水が第２冷
却水空気熱交換器１６、１７および第２熱授受機器１８、３１を流れる冷却水流れモード
を有している。
【０５３９】
　この冷却水流れモードにおいて、制御装置６０は、第１冷却水空気熱交換器１６、１７
で温度調整された送風空気の温度ＴＣ、ＴＨに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯ、ＴＨ
Ｏに近づくように、第２熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量を調整する（
第３ＴＣ制御、第３ＴＨ制御）。
【０５４０】
　これによると、圧縮機２２が第１冷却水空気熱交換器１６、１７の温度と無関係に作動
している場合であっても、第１冷却水空気熱交換器１６、１７の温度を適切に制御できる
。
【０５４１】
　本実施形態では、第１ＴＣ制御、第２ＴＣ制御、第３ＴＣ制御、第１ＴＨ制御、第２Ｔ
Ｈ制御または第３ＴＨ制御を実施している場合、制御装置６０は、冷凍サイクル２１の圧
縮機２２の回転数を所定範囲内に制御する。
【０５４２】
　これにより、圧縮機２２の制御ハンチングを防止しつつ、第１冷却水空気熱交換器１６
、１７の温度を適切に制御できる。
【０５４３】
　本実施形態では、制御装置６０は、第１制御モードと第２制御モードとを切り替えるよ
うになっている。第１制御モードは、第４ＴＣ制御と第１～第３ＴＨ制御との組み合わせ
、または第４ＴＨ制御と第１～第３ＴＣ制御との組み合わせである。第２制御モードは、
第１～第３ＴＣ制御と第１～第３ＴＨ制御との組み合わせである。
【０５４４】
　これによると、第１制御モードでは、第１冷却水空気熱交換器１６、１７の温度または
第２冷却水空気熱交換器１６、１７の温度を冷媒流量で制御して温度追従性を高めること
ができるので、空調快適性を向上できる。
【０５４５】
　第２制御モードでは、圧縮機２２が第１冷却水空気熱交換器１６、１７の温度および第
２冷却水空気熱交換器１６、１７の温度と無関係に作動している場合であっても、第１冷
却水空気熱交換器１６、１７の温度および第２冷却水空気熱交換器１６、１７の温度を適
切に制御できる。
【０５４６】
　本実施形態では、第１切替弁１８および第２切替弁１９は、第１熱授受機器１３、８１
および第２熱授受機器１３、８１のうち少なくとも一方の熱授受機器について、冷却水冷
却器１４で冷却された冷却水が流れる状態と、冷却水加熱器１５で加熱された冷却水が流
れる状態とを切り替える。
【０５４７】
　これによると、冷却水が第１熱授受機器１３、８１から吸熱する状態と、冷却水が第１
熱授受機器１３、８１に放熱する状態とを切り替えることができる。そのため、第１熱授
受機器１３、８１の廃熱を利用して車室内を暖房する作動モード（機器吸熱ヒートポンプ
モード）と、他の廃熱（例えば冷房廃熱）を利用して第１熱授受機器１３、８１を加熱す
る作動モード（機器加熱ヒートポンプモード）とを切り替えることができる。
【０５４８】



(73) JP 6167892 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

　例えば、第１熱授受機器は、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却された冷却水と外気とを
顕熱交換させる冷却水外気熱交換器１３であり、第２熱授受機器は、冷却水加熱用熱交換
器１５で加熱された冷却水と、エンジン９１を循環するエンジン用冷却水とを熱交換させ
る冷却水冷却水熱交換器８１Ｃである。
【０５４９】
　これによると、外気から吸熱してエンジン９１を加熱できるので、エンジン暖機性能を
向上して燃費を改善できる。
【０５５０】
　例えば、第１熱授受機器は、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却された冷却水と外気とを
顕熱交換させる冷却水外気熱交換器１３であり、第２熱授受機器は、冷却水加熱用熱交換
器１５で加熱された冷却水が流通する流路を有するエンジン９１である。
【０５５１】
　これによると、外気から吸熱してエンジン９１を加熱できるので、エンジン暖機性能を
向上して燃費を改善できる。
【０５５２】
　本実施形態では、第１冷却水空気熱交換器１６は、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却さ
れた冷却水と送風空気とを顕熱交換させて送風空気を冷却するようになっていて、第１熱
授受機器１３、８１および第２熱授受機器１３、８１のうち少なくとも一方の熱授受機器
は、冷却水加熱用熱交換器１５で加熱された冷却水との間で熱授受が行われるようになっ
ている場合、制御装置６０は、第１冷却水空気熱交換器１６で冷却された送風空気の温度
ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように、圧縮機２２から吐出される冷
媒の流量を調整する。
【０５５３】
　これによると、冷房廃熱（車室内への送風空気から吸熱した熱と圧縮機２２の電気機器
廃熱や機械損失などを加えた熱）で第２熱授受機器１３、８１を加熱できるとともに、第
１冷却水空気熱交換器１６の温度を冷媒流量で制御して温度追従性を高めることができる
ので、空調快適性を向上できる。
【０５５４】
　本実施形態では、第１冷却水空気熱交換器１７は、冷却水加熱用熱交換器１５で加熱さ
れた冷却水と送風空気とを顕熱交換させて送風空気を加熱するようになっていて、第１熱
授受機器１３、８１および第２熱授受機器１３、８１のうち少なくとも一方の熱授受機器
は、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却された冷却水との間で熱授受が行われるようになっ
ている場合、制御装置６０は、第１冷却水空気熱交換器１７で加熱された送風空気の温度
ＴＨに関連する温度が第１目標温度ＴＨＯに近づくように、圧縮機２２から吐出される冷
媒の流量を調整する。
【０５５５】
　これにより、少なくとも一方の熱授受機器の熱を吸熱して車室内暖房に利用できるとと
もに、第１冷却水空気熱交換器１７の温度を冷媒流量で制御して温度追従性を高めること
ができるので、空調快適性を向上できる。
【０５５６】
　本実施形態では、第１冷却水空気熱交換器１７は、冷却水加熱用熱交換器１５で加熱さ
れた冷却水と送風空気とを顕熱交換させて送風空気を加熱するようになっていて、第１熱
授受機器１３は、冷却水と外気とを顕熱交換させる冷却水外気熱交換器であり、第２熱授
受機器８１は、冷却水を加熱する機器である場合、第１切替弁１８および第２切替弁１９
は、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却された冷却水が第１熱授受機器１３を流れる状態と
、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却された冷却水が第２熱授受機器８１を流れる状態とを
切り替える。
【０５５７】
　これにより、外気から吸熱して車室内を暖房する外気吸熱ヒートポンプモードと、第２
熱授受機器８１から吸熱して車室内を暖房する機器吸熱ヒートポンプモードとを切り替え
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ることができる。
【０５５８】
　本実施形態では、第１熱授受機器８１は、冷却水を加熱する機器である場合、第１切替
弁１８および第２切替弁１９は、第１熱授受機器８１と第１冷却水空気熱交換器１７との
間で冷却水が循環する状態と、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却された冷却水が第１熱授
受機器１３を流れる状態とを切り替える。
【０５５９】
　これにより、第１熱授受機器８１で加熱された冷却水を直接第１冷却水空気熱交換器１
７に流して車室内を暖房する機器廃熱直接利用モードと、第１熱授受機器８１の廃熱を汲
み上げるヒートポンプ運転によって車室内を暖房する機器吸熱ヒートポンプモードとを切
り替えることができる。
【０５６０】
　本実施形態では、第１熱授受機器１３は、冷却水と外気とを顕熱交換させる冷却水外気
熱交換器であり、第２熱授受機器８１は、冷却水を加熱する機器である場合、第１切替弁
１８および第２切替弁１９は、冷却水冷却用熱交換器１４で冷却された冷却水が第１熱授
受機器１３を流れる状態と、第２熱授受機器８１と第１冷却水空気熱交換器１７との間で
冷却水が循環する状態とを切り替える。
【０５６１】
　これにより、外気の熱を汲み上げるヒートポンプ運転によって車室内を暖房する外気吸
熱ヒートポンプモードと、第２熱授受機器８１で加熱された冷却水を直接第１冷却水空気
熱交換器１７に流して車室内を暖房する機器廃熱直接利用モードとを切り替えることがで
きる。
【０５６２】
　例えば、第１熱授受機器８１は、車両後席の乗員に向けて吹き出される送風空気と冷却
水とを顕熱交換させる後席用熱交換器である。
【０５６３】
　これにより、車両後席の乗員に向けて吹き出される送風空気を１つの後席用熱交換器８
１で冷却・加熱できるので、冷却用の熱交換器と加熱用の熱交換器とを別個に設ける場合
と比較して構成を簡素化できる。また、エアミックスドアを用いることなく温度調整可能
である。
【０５６４】
　例えば、第１熱授受機器８１は、車両に搭載された電池と冷却水とを顕熱交換させて電
池の温度を調整する電池温調用熱交換器である。
【０５６５】
　これにより、電池を１つの電池温調用熱交換器８１で冷却・加熱できるので、冷却用の
熱授受機器と加熱用の熱授受機器とを別個に設ける場合と比較して構成を簡素化できる。
【０５６６】
　本実施形態では、図２４～図２８に示す冷却水流れモードの切替条件の一例を示したが
、各冷却水流れモードを以下の条件で切り替えてもよい。
【０５６７】
　（エンジン水温条件）
　エンジン水温が所定温度（例えば４０℃）未満の場合、エンジン加熱ヒートポンプモー
ドに切り替えるようにしてもよい。冷却水加熱器１５の出口側における冷却水温度がエン
ジン水温よりも高い場合、エンジン加熱ヒートポンプモードに切り替えるようにしてもよ
い。
【０５６８】
　エンジン水温が所定温度以上の場合、機器加熱モードに切り替えるようにしてもよい。
例えば、エンジン水温が０℃以上の場合、機器加熱モードに切り替えて電池を暖機するよ
うにしてもよい。例えば、エンジン水温が冷却水加熱器１５側の冷却水回路における冷却
水温度以上である場合、機器加熱モードに切り替えて冷却水加熱器１５を予加熱するよう
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にしてもよい。
【０５６９】
　エンジン水温が所定温度（例えば外気温＋α℃）未満の場合、熱マス利用冷房モードに
切り替えるようにしてもよい。
【０５７０】
　外気吸熱ヒートポンプモードにおいて、エンジン水温の単位時間当たりの増加量が所定
量を超えた場合、エンジン吸熱ヒートポンプモードに切り替えるようにしてもよい。
【０５７１】
　エンジン吸熱ヒートポンプモードにおいて、エンジン水温の単位時間当たりの低下量が
所定量を超えた場合、外気吸熱ヒートポンプモードに切り替えるようにしてもよい。
【０５７２】
　エンジン廃熱直接利用モードにおいて、エンジン水温の単位時間当たりの低下量が所定
量を超えた場合、エンジン吸熱ヒートポンプモードに切り替えるようにしてもよい。
【０５７３】
　（エンジン廃熱量条件）
　エンジン９１から冷却水に与えられる熱量（以下、エンジン廃熱量と言う。）が所定量
（ヒートポンプ暖房に必要な吸熱量）未満である場合、外気吸熱ヒートポンプモードに切
り替えるようにしてもよい。
【０５７４】
　エンジン廃熱量が所定量（ヒートポンプ暖房に必要な吸熱量）以上である場合、エンジ
ン吸熱ヒートポンプモードに切り替えるようにしてもよい。
【０５７５】
　エンジン廃熱量が所定量（ヒートポンプ暖房に必要な吸熱量）以上である場合、機器加
熱モードに切り替えるようにしてもよい。
【０５７６】
　エンジン廃熱量が所定量（ヒートポンプ暖房に必要な吸熱量）未満である場合、熱マス
利用冷房モードに切り替えるようにしてもよい。
【０５７７】
　ヒートポンプ暖房に必要な吸熱量を算出する手法の例を挙げる。例えば、ヒートポンプ
暖房に必要な吸熱量を暖房要求熱量から推定することができる。具体的には、室温設定値
（乗員による手動設定または自動設定）、車室内温度、車速、外気温度などから暖房要求
熱量を算出し、さらに車速（ラジエータ１３における風速に関連する物理量）、外気温、
着霜量推定値、および圧縮機２２の能力に基づいて、ヒートポンプ暖房に必要な吸熱量を
算出できる。
【０５７８】
　着霜量推定値を、外気温や暖房運転時間、ラジエータ１３における冷却水温度、空気湿
度などに基づいて推定できる。着霜量推定値を、着霜判定マップに基づいて算出してもよ
い。圧縮機２２の能力値を、吸入冷媒温度、吐出冷媒温度および回転数に基づいて推定で
きる。圧縮機２２の能力値をマップに基づいて算出してもよい。
【０５７９】
　ヒートポンプ暖房に必要な吸熱量を、外気温、車速、水温、暖房要求、および現在の暖
房能力との関係で表されたマップに基づいて算出してもよい。
【０５８０】
　エンジン廃熱量の代わりに機器８１の発熱量に応じて各モードを切り替えるようにして
もよい。
【０５８１】
　エンジン廃熱量および機器８１の発熱量を検知する手法の例を以下に挙げる。エンジン
廃熱量および機器８１の発熱量を、１つまたは２つの冷却水温度センサの検出値に基づい
て推定できる。水温センサは、例えば、エンジン９１における冷却水温度センサや、冷却
水加熱器１５における冷却水温度センサである。
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【０５８２】
　エンジン廃熱量および機器８１の発熱量を、冷却水温度の変化量の傾きに基づいて推定
できる。例えば、エンジン９１における冷却水温度の変化量の傾きが、負の傾きで所定量
を超える場合、エンジン廃熱量がヒートポンプ暖房に必要な吸熱量を下回ると推定できる
。
【０５８３】
　エンジン廃熱量および機器８１の発熱量を走行負荷から推定できる。例えば、車両走行
負荷から、エンジン廃熱量や機器８１の発熱量を推定できる。
【０５８４】
　エンジン廃熱量を、エンジン９１の燃料消費量および燃焼に関するセンサ情報値に基づ
いて推定できる。機器８１が電気機器である場合、機器８１の発熱量を機器８１の通電量
から推定できる。例えば、電力変換効率や、抵抗値、電力－動力変換効率などに基づいて
機器８１の発熱量を推定できる。
【０５８５】
　（エンジン作動状態条件）
　エンジン９１の暖機時、外気吸熱ヒートポンプモードに切り替えるようにしてもよい。
エンジン９１の暖機終了判定後、エンジン吸熱ヒートポンプモードに切り替えるようにし
てもよい。
【０５８６】
　エンジン停止中でＥＶ走行モードである場合、外気吸熱ヒートポンプモードに切り替え
るようにしてもよい。ＥＶ走行モードとは、主に走行用電動モータの駆動力によって走行
する走行モードである。
【０５８７】
　プラグインハイブリッド車両は、車両走行開始前の車両停車時に外部電源から電池（車
載バッテリ）に充電しておくことによって、走行開始時のように電池の蓄電残量ＳＯＣが
予め定めた走行用基準残量以上になっているときには、主に走行用電動モータの駆動力に
よって走行するＥＶ走行モードとなる。一方、車両走行中に電池の蓄電残量ＳＯＣが走行
用基準残量よりも低くなっているときには、主にエンジン９１の駆動力によって走行する
ＨＶ走行モードとなる。
【０５８８】
　より詳細には、ＥＶ走行モードは、主に走行用電動モータが出力する駆動力によって車
両を走行させる走行モードであるが、車両走行負荷が高負荷となった際にはエンジン９１
を作動させて走行用電動モータを補助する。つまり、走行用電動モータから出力される走
行用の駆動力（モータ側駆動力）がエンジン９１から出力される走行用の駆動力（エンジ
ン側駆動力）よりも大きくなる走行モードである。
【０５８９】
　一方、ＨＶ走行モードは、主にエンジン９１が出力する駆動力によって車両を走行させ
る走行モードであるが、車両走行負荷が高負荷となった際には走行用電動モータを作動さ
せてエンジン９１を補助する。つまり、エンジン側駆動力がモータ側駆動力よりも大きく
なる走行モードである。
【０５９０】
　本実施形態のプラグインハイブリッド車両では、このようにＥＶ走行モードとＨＶ走行
モードとを切り替えることによって、車両走行用の駆動力をエンジン９１のみから得る通
常の車両に対してエンジン９１の燃料消費量を抑制して、車両燃費を向上させている。Ｅ
Ｖ走行モードとＨＶ走行モードとの切り替えは、駆動力制御装置（図示せず）によって制
御される。
【０５９１】
　アイドルストップ状態である場合、エンジン吸熱ヒートポンプモードに切り替えるよう
にしてもよい。アイドルストップ状態とは、信号待ちなどの停車時にエンジン９１が一時
的に停止している状態のことである。
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【０５９２】
　エンジン９１の時間平均回転数が所定量を超える場合、エンジン吸熱ヒートポンプモー
ドに切り替えるようにしてもよい。
【０５９３】
　停車時（エンジン９１停止時）のプレ暖房時、エンジン廃熱直接利用モードに切り替え
るようにしてもよい。プレ暖房とは、エンジン９１の始動前に車室内を暖房することであ
る。
【０５９４】
　エンジン９１の時間平均回転数が所定量を超える場合、エンジン廃熱直接利用モードに
切り替えるようにしてもよい。
【０５９５】
　エンジン９１の暖機時、エンジン加熱ヒートポンプモードに切り替えるようにしてもよ
い。エンジン９１の停止中（ＥＶ走行モード、アイドルストップ、充電中など）、エンジ
ン加熱ヒートポンプモードに切り替えるようにしてもよい。
【０５９６】
　エンジン９１の作動中、機器加熱モードに切り替え、エンジン９１の停止中（停車時）
、エンジン廃熱直接利用モードに切り替えるようにしてもよい。
【０５９７】
　エンジン９１のオーバーヒート時、エンジン廃熱直接利用モードに切り替えるようにし
てもよい。
【０５９８】
　（電池蓄電残量条件）
　電池の蓄電残量ＳＯＣが所定量を上回っている場合（ＥＶ走行が主の場合）、外気吸熱
ヒートポンプモード、エンジン加熱ヒートポンプモードまたは熱マス利用冷房モードに切
り替えるようにしてもよい。
【０５９９】
　電池の蓄電残量ＳＯＣが所定量を下回っている場合（エンジン走行が主の場合）、エン
ジン吸熱ヒートポンプモード、エンジン廃熱直接利用モードまたは機器加熱モードに切り
替えるようにしてもよい。
【０６００】
　（外気温条件）
　外気温度が所定温度未満（例えば－２０℃などの極低温域や、ヒートポンプ作動保証外
の温度）の場合、エンジン吸熱ヒートポンプモードに切り替えるようにしてもよい。
【０６０１】
　外気温度が所定温度未満で、暖房要求が所定未満の場合、エンジン加熱ヒートポンプモ
ードに切り替えるようにしてもよい。
【０６０２】
　（低温側水温条件）
　外気吸熱ヒートポンプモードにおいて、冷却水冷却器１４側の冷却水回路における冷却
水温度（以下、低温側水温と言う。）が所定温度未満（－２５℃未満、着霜やラジエータ
能力不足判定）の場合、エンジン吸熱ヒートポンプモードに切り替えるようにしてもよい
。
【０６０３】
　エンジン吸熱ヒートポンプモードにおいて、低温側水温が所定温度未満（外気温度未満
）エンジン故障を疑う）の場合、外気吸熱ヒートポンプモードまたはエンジン廃熱直接利
用モードに切り替えるようにしてもよい。
【０６０４】
　（その他の条件）
　ラジエータ１３が着霜していると推定または判定される場合、エンジン吸熱ヒートポン
プモードに切り替えるようにしてもよい。
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【０６０５】
　冷凍サイクル２１の構成機器、または冷却水加熱器１５側の冷却水回路のコンポーネン
トが故障した時、エンジン廃熱直接利用モードに切り替えるようにしてもよい。
【０６０６】
　整備モード時の切替信号（マニュアル切替信号）に応じて、外気吸熱ヒートポンプモー
ド、エンジン吸熱ヒートポンプモード、およびエンジン廃熱直接利用モードを切り替える
ようにしてもよい。
【０６０７】
　エンジン９１始動後、所定時間、エンジン加熱ヒートポンプモードを実行するようにし
てもよい。エンジン９１始動後、エンジン水温が所定温度に達するまで、エンジン加熱ヒ
ートポンプモードを実行するようにしてもよい。
【０６０８】
　ウォームアップ作動前の一定時間、機器加熱モードを実行するようにしてもよい。冷凍
サイクル機器の故障時で、機器加熱要求がある場合、機器加熱モードに切り替えるように
してもよい。ラジエータ１３の冷却水系統の故障時、熱マス利用冷房モードに切り替える
ようにしてもよい。
【０６０９】
　（第９実施形態）
　上記第８実施形態では、エンジン冷却回路９０が冷却水冷却水熱交換器８１Ｃを介して
車両用熱管理システム１０と連携されているが、本実施形態では、図３２に示すように、
エンジン冷却回路９０が流路切替弁１２０を介して車両用熱管理システム１０と連携され
ている。
【０６１０】
　エンジン冷却回路９０の循環流路９２には、ヒータコア１７および流路切替弁１２０が
配置されている。流路切替弁１２０は、４つの冷却水出入口１２０ａ、１２０ｂ、１２０
ｃ、１２０ｄを有する四方弁で構成されている。
【０６１１】
　流路切替弁１２０は、循環流路９２のうちヒータコア１７の冷却水出口側かつ第３ポン
プ９３の冷却水吸入側に配置されている。すなわち、流路切替弁１２０の第１冷却水出入
口１２０ａおよび第２冷却水出入口１２０ｂに循環流路９２が接続されている。
【０６１２】
　第１ポンプ用流路３１の上流側部位３１ａは、エンジン冷却回路９０のエンジン補機用
流路９７と循環流路９２との合流部Ｊ１に接続されており、第１ポンプ用流路３１の下流
側部位３１ｂは、流路切替弁１２０の第３冷却水出入口１２０ｃに接続されている。
【０６１３】
　第２ポンプ用流路３２の上流側部位３２ａは、循環流路９２のうちエンジン９１の冷却
水出口側かつヒータコア１７の冷却水入口側に接続されており、第２ポンプ用流路３２の
下流側部位３２ｂは、接続流路切替弁１２０の第４冷却水出入口１２０ｄに接続されてい
る。
【０６１４】
　図３３に示すように、エンジン吸熱ヒートポンプモードでは、流路切替弁１２０は、第
２冷却水出入口１２０ｂに接続された循環流路９２と第１ポンプ用流路３１の下流側部位
３１ｂとを連通させ、第１冷却水出入口１２０ａに接続された循環流路９２と第２ポンプ
用流路３２の下流側部位３１ｂとを連通させる。これにより、図３３の太一点鎖線矢印お
よび太実線矢印に示すように冷却水が流れる。
【０６１５】
　図３４に示すように、エンジン加熱ヒートポンプモードでは、流路切替弁１２０は、循
環流路９２同士と第２ポンプ用流路３２の下流側部位３１ｂとを連通させ、第１ポンプ用
流路３１の下流側部位３１ｂを閉じる。
【０６１６】
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　これにより、図３３の太実線矢印に示すように冷却水が流れる。さらに、流路切替弁１
２０は、循環流路９２側と第２ポンプ用流路３２側とに分配される冷却水の流量割合を調
整する。
【０６１７】
　図３５に示すように、エンジン廃熱直接利用モードでは、流路切替弁１２０は、循環流
路９２同士を連通させ、第１ポンプ用流路３１の下流側部位３１ｂおよび第２ポンプ用流
路３２の下流側部位３２ｂを閉じる。これにより、図３５の太実線矢印に示すように冷却
水が流れる。
【０６１８】
　本実施形態においても、上記第８実施形態と同様の作用効果を奏することができる。
【０６１９】
　（第１０実施形態）
　本実施形態では、第１切替弁１８および第２切替弁の変形例を示す。図３６に示す第１
実施例では、第１切替弁１８は、第１ポンプ側弁体１８５、第２ポンプ側弁体１８６、ク
ーラコア側流弁体１８７およびヒータコア側弁体１８８を有している。
【０６２０】
　第１ポンプ側弁体１８５は、インバータ８１Ｂ、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃおよびラ
ジエータ１３のそれぞれについて、第１ポンプ１１から吐出された冷却水が流入する状態
と流入しない状態とを切り替えるとともに、冷却水流量を調整する。
【０６２１】
　第２ポンプ側弁体１８６は、インバータ８１Ｂ、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃおよびラ
ジエータ１３のそれぞれについて、第２ポンプ１２から吐出された冷却水が流入する状態
と流入しない状態とを切り替えるとともに、冷却水流量を調整する。
【０６２２】
　クーラコア側弁体１８７は、クーラコア１６に流入する冷却水の流量を調整する。ヒー
タコア側流弁体１８８は、ヒータコア１７に流入する冷却水の流量を調整する。
【０６２３】
　第１実施例では、第２切替弁１９は、第１ポンプ側弁体１９５および第２ポンプ側弁体
１９６を有している。
【０６２４】
　第１ポンプ側弁体１９５は、インバータ８１Ｂから流出した冷却水、冷却水冷却水熱交
換器８１Ｃから流出した冷却水、およびラジエータ１３から流出した冷却水が第１ポンプ
１１側に流出する状態と流出しない状態とを切り替えるとともに、冷却水流量を調整する
。
【０６２５】
　第２ポンプ側弁体１９６は、インバータ８１Ｂから流出した冷却水、冷却水冷却水熱交
換器８１Ｃから流出した冷却水、およびラジエータ１３から流出した冷却水が第２ポンプ
１２側に流出する状態と流出しない状態とを切り替えとともに、冷却水流量を調整するる
。
【０６２６】
　本実施例においても、上記実施形態と同様の作用効果を奏することができる。
【０６２７】
　図３７に示す第２実施例では、第１切替弁１８は、インバータ用切替弁１３１、冷却水
冷却水熱交換器用切替弁１３２、ラジエータ用切替弁１３３およびクーラコア用切替弁１
３４で構成されている。
【０６２８】
　インバータ用切替弁１３１は、第１ポンプ側弁体１３１ａおよび第２ポンプ側弁体１３
１ｂを有している。第１ポンプ側弁体１３１ａは、第１ポンプ１１からインバータ８１Ｂ
への冷却水流れを断続するとともに、冷却水流量を調整する。第２ポンプ側弁体１３１ｂ
は、第２ポンプ１２からインバータ８１Ｂへの冷却水流れを断続するとともに、冷却水流
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量を調整する。
【０６２９】
　冷却水冷却水熱交換器用切替弁１３２は、第１ポンプ側弁体１３２ａおよび第２ポンプ
側弁体１３２ｂを有している。第１ポンプ側弁体１３２ａは、第１ポンプ１１から冷却水
冷却水熱交換器８１Ｃへの冷却水流れを断続するとともに、冷却水流量を調整する。第２
ポンプ側弁体１３２ｂは、第２ポンプ１２から冷却水冷却水熱交換器８１Ｃへの冷却水流
れを断続するとともに、冷却水流量を調整する。
【０６３０】
　ラジエータ用切替弁１３３は、第１ポンプ側弁体１３３ａおよび第２ポンプ側弁体１３
３ｂを有している。第１ポンプ側弁体１３３ａは、第１ポンプ１１からラジエータ１３へ
の冷却水流れを断続するとともに、冷却水流量を調整する。第２ポンプ側弁体１３３ｂは
、第２ポンプ１２からラジエータ１３への冷却水流れを断続するとともに、冷却水流量を
調整する。
【０６３１】
　クーラコア用切替弁１３４は、第２ポンプ１２からクーラコア１６への冷却水流れを断
続するとともに、冷却水流量を調整する。
【０６３２】
　第２実施例では、第２切替弁１９は、インバータ用切替弁１４１、冷却水冷却水熱交換
器用切替弁１４２、ラジエータ用切替弁１４３およびヒータコア用切替弁１４４で構成さ
れている。
【０６３３】
　インバータ用切替弁１４１は、第１ポンプ側弁体１４１ａおよび第２ポンプ側弁体１４
１ｂを有している。第１ポンプ側弁体１４１ａは、インバータ８１Ｂから第１ポンプ１１
への冷却水流れを断続するとともに、冷却水流量を調整する。第２ポンプ側弁体１４１ｂ
は、インバータ８１Ｂから第２ポンプ１２への冷却水流れを断続するとともに、冷却水流
量を調整する。
【０６３４】
　冷却水冷却水熱交換器用切替弁１４２は、第１ポンプ側弁体１４２ａおよび第２ポンプ
側弁体１４２ｂを有している。第１ポンプ側弁体１４２ａは、冷却水冷却水熱交換器８１
Ｃから第１ポンプ１１への冷却水流れを断続するとともに、冷却水流量を調整する。第２
ポンプ側弁体１４２ｂは、冷却水冷却水熱交換器８１Ｃから第２ポンプ１２への冷却水流
れを断続するとともに、冷却水流量を調整する。
【０６３５】
　ラジエータ用切替弁１４３は、第１ポンプ側弁体１４３ａおよび第２ポンプ側弁体１４
３ｂを有している。第１ポンプ側弁体１４３ａは、ラジエータ１３から第１ポンプ１１へ
の冷却水流れを断続するとともに、冷却水流量を調整する。第２ポンプ側弁体１４３ｂは
、ラジエータ１３から第２ポンプ１２への冷却水流れを断続するとともに、冷却水流量を
調整する。
【０６３６】
　ヒータコア用切替弁１４４は、ヒータコア１７から第２ポンプ１２への冷却水流れを断
続するとともに、冷却水流量を調整する。
【０６３７】
　本実施例においても、上記実施形態と同様の作用効果を奏することができる。
【０６３８】
　（第１１実施形態）
　本実施形態では、熱授受機器８１がクーラコア１６およびヒータコア１７のうち一方の
熱交換器と接続されている場合における熱授受機器８１の温度および一方の熱交換器の温
度の制御方法を説明する。
【０６３９】
　図３８では、熱授受機器８１がクーラコア１６と接続されている場合の車両用熱管理シ
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ステム１０の構成を簡略化して示している。図３８の括弧内には、熱授受機器８１がヒー
タコア１７と接続されている場合の構成に対応する符号を示している。
【０６４０】
　熱授受機器８１は、例えば、冷却水と車室内への送風空気とを熱交換（顕熱交換）させ
て送風空気の温度を調整する冷却水空気熱交換器（熱媒体空気熱交換器）である。より具
体的には、熱授受機器８１は、例えば、車両後席の乗員に向けて吹き出される送風空気と
冷却水とを熱交換（顕熱交換）させる後席用熱交換器である。
【０６４１】
　熱授受機器８１は、例えば、車両に搭載された電池と冷却水とを顕熱交換させて電池の
温度を調整する電池温調用熱交換器であってもよい。
【０６４２】
　まず、熱授受機器８１がクーラコア１６および冷却水冷却器１４と接続されている場合
における熱授受機器８１の温度およびクーラコア１６の温度の制御方法を説明する。
【０６４３】
　制御装置６０は、クーラコア吹出温度ＴＣをクーラコア吹出目標温度ＴＣＯに近づける
とともに、熱授受機器８１の温度ＴＣ２を熱授受機器目標温度ＴＣＯ２に近づける。熱授
受機器８１が冷却水空気熱交換器である場合、熱授受機器８１の温度ＴＣ２は、熱授受機
器８１で熱交換された送風空気の温度である。
【０６４４】
　クーラコア１６の目標温度ＴＣＯと熱授受機器８１の目標温度ＴＣＯ２とが異なる場合
、目標温度の低い側の機器の温度を冷媒の流量で制御し、目標温度の高い側の機器の温度
を冷却水の流量で制御する。
【０６４５】
　これによると、冷媒流量での制御は、冷却水流量での制御よりも応答性が高いので、目
標温度の低い側の機器の温度を優先的に制御できる。
【０６４６】
　クーラコア１６の目標温度ＴＣＯと熱授受機器８１の目標温度ＴＣＯ２とが同じである
場合、クーラコア温度ＴＣとクーラコア目標温度ＴＣＯとの偏差ΔＴ１、熱授受機器温度
ＴＣ２と熱授受機器目標温度ＴＣＯ２との偏差ΔＴ２、および各偏差ΔＴ１、ΔＴ２の絶
対値（以下、偏差量と言う。）に基づいて、冷媒流量で制御する機器と、冷却水流量で制
御する機器とを決定する。
【０６４７】
　各偏差ΔＴ１、ΔＴ２は次の数式Ｆ４、Ｆ５で求められる。
ΔＴ１＝ＴＣ－ＴＣＯ　…Ｆ４
ΔＴ２＝ＴＣ２－ＴＣＯ２　…Ｆ５
　本実施形態では、偏差ΔＴ１、ΔＴ２および偏差量に基づいて、以下の制御方法（１）
～（１６）を選択する。
【０６４８】
　（１）偏差ΔＴ１および偏差ΔＴ２がともに正の値である場合、偏差量（偏差の絶対値
）が大きい側の機器の温度を冷媒流量で制御し、両方の機器における冷却水流量を所定量
以上にする。
【０６４９】
　（２）偏差ΔＴ１が正の値であり、偏差ΔＴ２が負の値である場合、偏差ΔＴ１側の機
器の温度を冷媒流量で制御し、偏差ΔＴ２側の機器の温度を冷却水の流量で制御する。
【０６５０】
　（３）偏差ΔＴ１が負の値であり、偏差ΔＴ２が正の値である場合、偏差ΔＴ２側の機
器の温度を冷媒流量で制御し、偏差ΔＴ１側の機器の温度を冷却水の流量で制御する。
【０６５１】
　（４）偏差ΔＴ１および偏差ΔＴ２がともに負の値である場合、偏差量が大きい側の機
器の温度を冷媒流量で制御し、偏差量が小さい側の機器の温度を冷却水の流量で制御する
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。
【０６５２】
　（５）偏差ΔＴ１が正の値であり、偏差ΔＴ２が正の値から負の値に跨いだ場合、偏差
ΔＴ１側の機器の温度を冷媒流量で制御し、偏差ΔＴ２側の機器における冷却水の流量を
絞り始める。
【０６５３】
　（６）偏差ΔＴ１が正の値であり、偏差ΔＴ２が負の値から正の値に跨いだ場合、偏差
量が大きい側の機器の温度を冷媒流量で制御し、偏差量が小さい側の機器の温度を冷却水
の流量で制御する。
【０６５４】
　（７）偏差ΔＴ１が正の値から負の値に跨ぎ、偏差ΔＴ２が正の値である場合、偏差Δ
Ｔ２側の機器の温度を冷媒流量で制御し、偏差ΔＴ１側の機器における冷却水の流量を絞
り始める。
【０６５５】
　（８）偏差ΔＴ１および偏差ΔＴ２がともに正の値から負の値に跨いだ場合、偏差量が
大きい側の機器の温度を冷媒流量で制御し、偏差量が小さい側の機器の温度を冷却水の流
量で制御する。
【０６５６】
　（９）偏差ΔＴ１が正の値から負の値に跨ぎ、偏差ΔＴ２が負の値から正の値に跨いだ
場合、偏差ΔＴ２側の機器における冷却水の流量が所定量以上であれば偏差ΔＴ２側の機
器の温度を冷媒流量で制御し且つ偏差ΔＴ１側の機器の温度を冷却水の流量で制御し、偏
差ΔＴ２側の機器の流量が所定量未満であれば偏差ΔＴ１側の機器の温度を冷媒流量で制
御し且つ偏差ΔＴ２側の機器の温度を冷却水の流量で制御する。
【０６５７】
　（１０）偏差ΔＴ１が正の値から負の値に跨ぎ、偏差ΔＴ２が負の値である場合、偏差
ΔＴ２側の機器における冷却水の流量が所定量以上であれば偏差量が大きい側の機器の温
度を冷媒流量で制御し且つ偏差量が小さい側の機器を冷却水の流量で制御し、偏差ΔＴ２
側の機器の流量が所定量未満であれば偏差ΔＴ１側の機器の温度を冷媒流量で制御し且つ
偏差ΔＴ２側の機器の温度を冷却水の流量で制御する。
【０６５８】
　（１１）偏差ΔＴ１が負の値から正の値に跨ぎ、偏差ΔＴ２が正の値である場合、偏差
ΔＴ１側の機器における冷却水の流量が所定量以上であれば偏差量が大きい側の機器の温
度を冷媒流量で制御し且つ両方の機器における冷却水流量を所定量以上にし、偏差ΔＴ１
側の機器の流量が所定量未満であれば偏差ΔＴ２側の機器の温度を冷媒流量で制御し且つ
偏差ΔＴ１側の機器の温度を冷却水の流量で制御する。
【０６５９】
　（１２）偏差ΔＴ１が負の値から正の値に跨ぎ、偏差ΔＴ２が正の値から負の値に跨い
だ場合、偏差ΔＴ１側の機器における冷却水の流量が所定量以上であれば偏差ΔＴ１側の
機器の温度を冷媒流量で制御し且つ偏差ΔＴ２側の機器の温度を冷却水の流量で制御し、
偏差ΔＴ１側の機器の流量が所定量未満であれば偏差ΔＴ２側の機器の温度を冷媒流量で
制御し且つ偏差ΔＴ１側の機器の温度を冷却水の流量で制御する。
【０６６０】
　（１３）偏差ΔＴ１および偏差ΔＴ２がともに負の値から正の値に跨いだ場合、偏差量
が大きい側の機器の温度を冷媒流量で制御し、偏差量が小さい側の機器の温度を冷却水の
流量で制御する。
【０６６１】
　（１４）偏差ΔＴ１が負の値から正の値に跨ぎ、偏差ΔＴ２が負の値である場合、偏差
ΔＴ１側の機器における冷却水の流量が所定量以上であれば偏差ΔＴ１側の機器の温度を
冷媒流量で制御し且つ偏差ΔＴ２側の機器の温度を冷却水の流量で制御し、偏差ΔＴ１側
の機器の流量が所定量未満であれば偏差ΔＴ２側の機器の温度を冷媒流量で制御し且つ偏
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差ΔＴ１側の機器の温度を冷却水の流量で制御する。
【０６６２】
　（１５）偏差ΔＴ１が負の値であり、偏差ΔＴ２が正の値から負の値に跨いだ場合、偏
差ΔＴ１側の機器における冷却水の流量が所定量以上であれば偏差量が大きい側の機器の
温度を冷媒流量で制御し且つ偏差量が小さい側の機器の温度を冷却水の流量で制御し、偏
差ΔＴ１側の機器の流量が所定量未満であれば偏差ΔＴ２側の機器の温度を冷媒流量で制
御し且つ偏差ΔＴ１側の機器の温度を冷却水の流量で制御する。
【０６６３】
　（１６）偏差ΔＴ１が負の値であり、偏差ΔＴ２が負の値から正の値に跨いだ場合、偏
差ΔＴ２側の機器における冷却水の流量が所定量以上であれば偏差ΔＴ２側の機器の温度
を冷媒流量で制御し且つ偏差ΔＴ１側の機器の温度を冷却水の流量で制御し、偏差ΔＴ２
側の機器の流量が所定量未満であれば偏差ΔＴ１側の機器の温度を冷媒流量で制御し且つ
偏差ΔＴ２側の機器の温度を冷却水の流量で制御する。
【０６６４】
　なお、クーラコア１６の目標温度ＴＣＯと熱授受機器８１の目標温度ＴＣＯ２が同じで
ある場合、クーラコア１６および熱授受機器８１のいずれか一方（任意または予め設定）
の機器の温度を冷媒流量で制御し、他方の機器の温度を冷却水の流量で制御するようにし
てもよい。
【０６６５】
　クーラコア１６の目標温度ＴＣＯと熱授受機器８１の目標温度ＴＣＯ２とが同じである
場合、クーラコア１６および熱授受機器８１のうち熱負荷が高い側の機器の温度を冷媒流
量で制御し、熱負荷が低い側の機器の温度を冷却水の流量で制御するようにしてもよい。
【０６６６】
　次に、熱授受機器８１がヒータコア１７および冷却水加熱器１５と接続されている場合
における熱授受機器８１の温度およびヒータコア１７の温度の制御方法を説明する。
【０６６７】
　制御装置６０は、ヒータコア吹出温度ＴＨをヒータコア吹出目標温度ＴＨＯに近づける
とともに、熱授受機器８１の温度ＴＨ２を機器目標温度ＴＨＯ２に近づける。熱授受機器
８１が冷却水空気熱交換器である場合、熱授受機器８１の温度ＴＨ２は、熱授受機器８１
で熱交換された送風空気の温度である。
【０６６８】
　ヒータコア１７の目標温度ＴＨＯと熱授受機器８１の目標温度ＴＨＯ２とが異なる場合
、目標温度の高い側の機器の温度を冷媒の流量で制御し、目標温度の低い側の機器の温度
を冷却水の流量で制御する。
【０６６９】
　これによると、冷媒流量での制御は、冷却水流量での制御よりも応答性が高いので、目
標温度の高い側の機器の温度を優先的に制御できる。
【０６７０】
　ヒータコア１７の目標温度ＴＨＯと熱授受機器８１の目標温度ＴＨＯ２とが同じである
場合、ヒータコア温度ＴＨとヒータコア目標温度ＴＨＯとの偏差ΔＴ１、熱授受機器温度
ＴＨ２と熱授受機器目標温度ＴＨＯ２との偏差ΔＴ２、および各偏差ΔＴ１、ΔＴ２の絶
対値（以下、偏差量と言う。）に基づいて、冷媒流量で制御する機器と、冷却水流量で制
御する機器とを決定する。
【０６７１】
　各偏差ΔＴ１、ΔＴ２は次の数式Ｆ６、Ｆ７で求められる。
ΔＴ１＝ＴＨＯ－ＴＨ　…Ｆ６
ΔＴ２＝ＴＨＯ２－ＴＨ２　…Ｆ７
　本実施形態では、偏差ΔＴ１、ΔＴ２および偏差量に基づいて、上述の制御方法（１）
～（１６）を選択する。
【０６７２】
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　なお、ヒータコア１７の目標温度ＴＨＯと熱授受機器８１の目標温度ＴＨＯ２が同じで
ある場合、ヒータコア１７および熱授受機器８１のいずれか一方（任意または予め設定）
の機器の温度を冷媒流量で制御し、他方の機器の温度を冷却水の流量で制御するようにし
てもよい。
【０６７３】
　ヒータコア１７の目標温度ＴＨＯと熱授受機器８１の目標温度ＴＨＯ２とが同じである
場合、ヒータコア１７および熱授受機器８１のうち熱負荷が高い側の機器の温度を冷媒流
量で制御し、熱負荷が低い側の機器の温度を冷却水の流量で制御するようにしてもよい。
【０６７４】
　以下では、クーラコア１６またはヒータコア１７を第１冷却水空気熱交換器と言い、第
１冷却水空気熱交換器１６、１７と接続されている熱授受機器１３、８１を第１熱授受機
器と言う。
【０６７５】
　本実施形態では、制御装置６０は、第１冷却水空気熱交換器１６、１７で顕熱交換され
た送風空気の温度ＴＣ、ＴＨに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯ、ＴＨＯに近づくよう
に冷媒の流量を調整し、第１熱授受機器１３、８１の温度ＴＣ２、ＴＨ２に関連する温度
が第２目標温度ＴＣＯ２、ＴＨＯ２に近づくように冷却水の流量を調整する。
【０６７６】
　これにより、第１冷却水空気熱交換器１６、１７および第１熱授受機器１３、８１が同
一の冷却水回路に配置されていても、第１冷却水空気熱交換器１６、１７の温度および第
１熱授受機器１３、８１の温度の両方を適切に制御できる。
【０６７７】
　例えば、第１冷却水空気熱交換器が、送風空気を加熱するヒータコア１７である場合に
おいて、第１目標温度ＴＨＯが第２目標温度ＴＨＯ２よりも高い場合、制御装置６０は、
ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨに関連する温度が第１目標温度ＴＨＯに
近づくように冷媒の流量を調整し、第１熱授受機器１３、８１の温度ＴＨ２に関連する温
度が第２目標温度ＴＨＯ２に近づくように冷却水の流量を調整する。
【０６７８】
　一方、第２目標温度ＴＨＯ２が第１目標温度ＴＨＯよりも高い場合、制御装置６０は、
第１熱授受機器１３、８１の温度ＴＨ２に関連する温度が第２目標温度ＴＨＯ２に近づく
ように冷媒の流量を調整し、ヒータコア１７で加熱された送風空気の温度ＴＨに関連する
温度が第１目標温度ＴＨＯに近づくように冷却水の流量を調整する。
【０６７９】
　これにより、ヒータコア１７および第１熱授受機器１３、８１のうち温度追従性の要求
が高い方の機器を冷媒流量で制御できる。
【０６８０】
　例えば、第１冷却水空気熱交換器が、送風空気を冷却するクーラタコア１７である場合
において、第１目標温度ＴＣＯが第２目標温度ＴＣＯ２よりも低い場合、制御装置６０は
、クーラコア１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯ
に近づくように冷媒の流量を調整し、第１熱授受機器１３、８１の温度ＴＣ２に関連する
温度が第２目標温度ＴＣＯ２に近づくように冷却水の流量を調整する。
【０６８１】
　一方、第２目標温度ＴＨＯ２が第１目標温度ＴＨＯよりも低い場合、制御装置６０は、
第１熱授受機器１３、８１の温度ＴＣ２に関連する温度が第２目標温度ＴＣＯ２に近づく
ように冷媒の流量を調整し、冷却水空気熱交換器１６で冷却された送風空気の温度ＴＣに
関連する温度が第１目標温度ＴＣＯに近づくように冷却水の流量を調整する。
【０６８２】
　これにより、クーラコア１６および第１熱授受機器１３、８１のうち温度追従性の要求
が高い方の機器を冷媒流量で制御できる。
【０６８３】
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　例えば、制御装置６０は、第１冷却水空気熱交換器１６、１７で顕熱交換された送風空
気の温度ＴＣ、ＴＨに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯ、ＴＨＯに近づくように冷媒の
流量を調整し、第１熱授受機器１３、８１の温度ＴＣ２、ＴＨ２に関連する温度が第２目
標温度ＴＣＯ２、ＴＨＯ２に近づくように冷却水の流量を調整する。
【０６８４】
　これにより、第１冷却水空気熱交換器１６、１７の温度を、第１熱授受機器１３、８１
の温度よりも優先的に制御できる。
【０６８５】
　例えば、制御装置６０は、第１偏差ΔＴ１の正負および第２偏差ΔＴ２の正負に応じて
、第１制御モードと第２制御モードとを切り替える。
【０６８６】
　第１制御モードは、第１冷却水空気熱交換器１６、１７で顕熱交換された送風空気の温
度ＴＣ、ＴＨに関連する温度が第１目標温度ＴＣＯ、ＴＨＯに近づくように冷媒の流量を
調整し、且つ第１熱授受機器１３、８１の温度ＴＣ２、ＴＨ２に関連する温度が第２目標
温度ＴＣＯ２、ＴＨＯ２に近づくように冷却水の流量を調整する制御モードである。
【０６８７】
　第２制御モードは、第１熱授受機器１３、８１の温度ＴＣ２、ＴＨ２に関連する温度が
第２目標温度ＴＣＯ２、ＴＨＯ２に近づくように冷媒の流量を調整し、且つ第１冷却水空
気熱交換器１６、１７で顕熱交換された送風空気の温度ＴＣ、ＴＨに関連する温度が第１
目標温度ＴＣＯ、ＴＨＯに近づくように冷却水の流量を調整する制御モードである。
【０６８８】
　第１冷却水空気熱交換器１６、１７で送風空気が冷却されている場合においては、第１
偏差ΔＴ１は、第１冷却水空気熱交換器１６、１７で顕熱交換された送風空気の温度ＴＣ
に関連する温度から第１目標温度ＴＣＯを減じた偏差である。
【０６８９】
　第１冷却水空気熱交換器１６、１７で送風空気が加熱されている場合においては、第１
偏差ΔＴ１は、第１目標温度ＴＨＯから第１冷却水空気熱交換器１６、１７で顕熱交換さ
れた送風空気の温度ＴＨに関連する温度を減じた偏差である。
【０６９０】
　第１熱授受機器１３、８１において冷却水が受熱している場合においては、第２偏差Δ
Ｔ２は、第１熱授受機器１３、８１の温度ＴＣ２に関連する温度から第２目標温度ＴＣＯ
２を減じた偏差である。
【０６９１】
　第１熱授受機器１３、８１において冷却水が放熱している場合においては、第２偏差Δ
Ｔ２は、第２目標温度ＴＨＯ２から第１熱授受機器１３、８１の温度ＴＨ２に関連する温
度を減じた偏差である。
【０６９２】
　これにより、第１冷却水空気熱交換器１６、１７および第１熱授受機器１３、８１のう
ち温度追従性の要求が高い方の機器を冷媒流量で制御できる。
【０６９３】
　具体的には、第１偏差ΔＴ１の正負と第２偏差ΔＴ２の正負とが互いに同じ場合、第１
偏差ΔＴ１および第２偏差ΔＴ２がともに正の値から負の値に変化した場合、第１偏差Δ
Ｔ１および第２偏差ΔＴ２がともに負の値から正の値に変化した場合、または第１偏差Δ
Ｔ１が正の値であり且つ第２偏差ΔＴ２が負の値から正の値に変化した場合、第１偏差Δ
Ｔ１の絶対値が第２偏差ΔＴ２の絶対値よりも大きければ第１制御モードを実施し、第２
偏差ΔＴ２の絶対値が第１偏差ΔＴ１の絶対値よりも大きければ第２制御モードを実施す
る。
【０６９４】
　具体的には、第１偏差ΔＴ１が正の値であり且つ第２偏差ΔＴ２が負の値である場合、
第１制御モードを実施し、第１偏差ΔＴ１が負の値であり且つ第２偏差ΔＴ２が正の値で
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ある場合、第２制御モードを実施する。
【０６９５】
　具体的には、第１偏差ΔＴ１が正の値であり且つ第２偏差ΔＴ２が正の値から負の値に
変化した場合、第１制御モードを実施し、第１偏差ΔＴ１が正の値から負の値に変化し且
つ第２偏差ΔＴ２が正の値である場合、第２制御モードを実施する。
【０６９６】
　具体的には、第１偏差ΔＴ１が負の値から正の値に変化し且つ第２偏差ΔＴ２が正の値
である場合であって、第１冷却水空気熱交換器１６、１７における冷却水の流量が第１所
定量以上である場合、第１偏差ΔＴ１の絶対値が第２偏差ΔＴ２の絶対値よりも大きけれ
ば第１制御モードを実施し、第２偏差ΔＴ２の絶対値が第１偏差ΔＴ１の絶対値よりも大
きければ第２制御モードを実施する。
【０６９７】
　一方、第１偏差ΔＴ１が負の値から正の値に変化し且つ第２偏差ΔＴ２が正の値である
場合であって、第１冷却水空気熱交換器１６、１７における冷却水の流量が第１所定量未
満である場合、第２制御モードを実施する。
【０６９８】
　具体的には、第１偏差ΔＴ１が負の値から正の値に変化し且つ第２偏差ΔＴ２が正の値
から負の値に変化した場合、または第１偏差ΔＴ１が負の値から正の値に変化し且つ第２
偏差ΔＴ２が負の値である場合であって、第１冷却水空気熱交換器１６、１７における冷
却水の流量が第２所定量以上である場合、第１制御モードを実施する。
【０６９９】
　一方、第１偏差ΔＴ１が負の値から正の値に変化し且つ第２偏差ΔＴ２が正の値から負
の値に変化した場合、または第１偏差ΔＴ１が負の値から正の値に変化し且つ第２偏差Δ
Ｔ２が負の値である場合であって、第１冷却水空気熱交換器１６、１７における冷却水の
流量が第２所定量未満である場合、第２制御モードを実施する。
【０７００】
　具体的には、第１偏差ΔＴ１が正の値から負の値に変化し且つ第２偏差ΔＴ２が負の値
から正の値に変化した場合、または第１偏差ΔＴ１が負の値であり且つ第２偏差ΔＴ２が
負の値から正の値に変化した場合であって、第１熱授受機器１３、８１における冷却水の
流量が第３所定量以上である場合、第２制御モードを実施する。
【０７０１】
　一方、第１偏差ΔＴ１が正の値から負の値に変化し且つ第２偏差ΔＴ２が負の値から正
の値に変化した場合、または第１偏差ΔＴ１が負の値であり且つ第２偏差ΔＴ２が負の値
から正の値に変化した場合であって、第１熱授受機器１３、８１における冷却水の流量が
第３所定量未満である場合、第１制御モードを実施する。
【０７０２】
　具体的には、第１偏差ΔＴ１が負の値であり且つ第２偏差ΔＴ２が正の値から負の値に
変化した場合であって、第１冷却水空気熱交換器１６、１７における冷却水の流量が第４
所定量以上である場合、第１偏差ΔＴ１の絶対値が第２偏差ΔＴ２の絶対値よりも大きけ
れば第１制御モードを実施し、第２偏差ΔＴ２の絶対値が第１偏差ΔＴ１の絶対値よりも
大きければ第２制御モードを実施する。
【０７０３】
　一方、第１偏差ΔＴ１が負の値であり且つ第２偏差ΔＴ２が正の値から負の値に変化し
た場合であって、第１冷却水空気熱交換器１６、１７における冷却水の流量が第４所定量
未満である場合、第２制御モードを実施する。
【０７０４】
　具体的には、第１偏差ΔＴ１が正の値から負の値に変化し且つ第２偏差ΔＴ２が負の値
である場合であって、第１熱授受機器１３、８１における冷却水の流量が第５所定量以上
である場合、第１偏差ΔＴ１の絶対値が第２偏差ΔＴ２の絶対値よりも大きければ第１制
御モードを実施し、第２偏差ΔＴ２の絶対値が第１偏差ΔＴ１の絶対値よりも大きければ
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第２制御モードを実施する。
【０７０５】
　一方、第１偏差ΔＴ１が正の値から負の値に変化し且つ第２偏差ΔＴ２が負の値である
場合であって、第１熱授受機器１３、８１における冷却水の流量が第５所定量未満である
場合、第１制御モードを実施する。
【０７０６】
　例えば、制御装置６０は、第１冷却水空気熱交換器１６、１７における冷却水と送風空
気との熱交換量または熱交換要求量、および第１熱授受機器１３、８１における冷却水と
の熱授受量または熱授受要求量に応じて、第１制御モードと第２制御モードとを切り替え
る。
【０７０７】
　具体的には、第１冷却水空気熱交換器１６、１７における冷却水と送風空気との熱交換
量または熱交換要求量が第１熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量または熱
授受要求量よりも高い場合または高いと推定される場合、制御装置６０は、第１冷却水空
気熱交換器１６、１７で顕熱交換された送風空気の温度ＴＣ、ＴＨに関連する温度が第１
目標温度ＴＣ、ＴＨＯに近づくように冷媒の流量を調整し、第１熱授受機器１３、８１の
温度ＴＣ２、ＴＨ２に関連する温度が第２目標温度ＴＣＯ２、ＴＨＯ２に近づくように冷
却水の流量を調整する。
【０７０８】
　一方、第１熱授受機器１３、８１における冷却水との熱授受量または熱授受要求量が第
１冷却水空気熱交換器１６、１７における冷却水と送風空気との熱交換量または熱交換要
求量よりも高い場合または高いと推定される場合、制御装置６０は、第１熱授受機器１３
、８１の温度ＴＣ２、ＴＨ２に関連する温度が第２目標温度ＴＣＯ２、ＴＨＯ２に近づく
ように冷媒の流量を調整し、第１冷却水空気熱交換器１６、１７で顕熱交換された送風空
気の温度ＴＨに関連する温度が第１目標温度ＴＨＯに近づくように冷却水の流量を調整す
る。
【０７０９】
　これにより、第１冷却水空気熱交換器１６、１７および第１熱授受機器１３、８１のう
ち熱負荷が高い方または高いと推定される方の機器の温度を冷媒流量で制御して温度追従
性を向上できる。
【０７１０】
　（他の実施形態）
　上記実施形態を適宜組み合わせ可能である。上記実施形態を例えば以下のように種々変
形可能である。
【０７１１】
　（１）上記実施形態では、室外送風機２０の作動を制御することによって、ラジエータ
１３を流れる外気の風量を調整するが、ラジエータシャッター（図示せず）の作動を制御
することによって、ラジエータ１３を流れる外気の風量を調整するようにしてもよい。ラ
ジエータシャッターは、外気が流れる通路を開閉する外気通路開閉手段である。
【０７１２】
　（２）上記各実施形態では、温度調整対象機器を温度調整するための熱媒体として冷却
水を用いているが、油などの各種媒体を熱媒体として用いてもよい。
【０７１３】
　熱媒体として、ナノ流体を用いてもよい。ナノ流体とは、粒子径がナノメートルオーダ
ーのナノ粒子が混入された流体のことである。ナノ粒子を熱媒体に混入させることで、エ
チレングリコールを用いた冷却水（いわゆる不凍液）のように凝固点を低下させる作用効
果に加えて、次のような作用効果を得ることができる。
【０７１４】
　すなわち、特定の温度帯での熱伝導率を向上させる作用効果、熱媒体の熱容量を増加さ
せる作用効果、金属配管の防食効果やゴム配管の劣化を防止する作用効果、および極低温
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での熱媒体の流動性を高める作用効果を得ることができる。
【０７１５】
　このような作用効果は、ナノ粒子の粒子構成、粒子形状、配合比率、付加物質によって
様々に変化する。
【０７１６】
　これによると、熱伝導率を向上させることができるので、エチレングリコールを用いた
冷却水と比較して少ない量の熱媒体であっても同等の冷却効率を得ることが可能になる。
【０７１７】
　また、熱媒体の熱容量を増加させることができるので、熱媒体自体の蓄冷熱量（顕熱に
よる蓄冷熱）を増加させることができる。
【０７１８】
　蓄冷熱量を増加させることにより、圧縮機２２を作動させない状態であっても、ある程
度の時間は蓄冷熱を利用した機器の冷却、加熱の温調が実施できるため、車両用熱管理シ
ステムの省動力化が可能になる。
【０７１９】
　ナノ粒子のアスペクト比は５０以上であるのが好ましい。十分な熱伝導率を得ることが
できるからである。なお、アスペクト比は、ナノ粒子の縦×横の比率を表す形状指標であ
る。
【０７２０】
　ナノ粒子としては、Ａｕ、Ａｇ、ＣｕおよびＣのいずれかを含むものを用いることがで
きる。具体的には、ナノ粒子の構成原子として、Ａｕナノ粒子、Ａｇナノワイヤー、ＣＮ
Ｔ（カーボンナノチューブ）、グラフェン、グラファイトコアシェル型ナノ粒子（上記原
子を囲むようにカーボンナノチューブ等の構造体があるような粒子体）、およびＡｕナノ
粒子含有ＣＮＴなどを用いることができる。
【０７２１】
　（３）上記各実施形態の冷凍サイクル２１では、冷媒としてフロン系冷媒を用いている
が、冷媒の種類はこれに限定されるものではなく、二酸化炭素等の自然冷媒や炭化水素系
冷媒等を用いてもよい。
【０７２２】
　また、上記各実施形態の冷凍サイクル２１は、高圧側冷媒圧力が冷媒の臨界圧力を超え
ない亜臨界冷凍サイクルを構成しているが、高圧側冷媒圧力が冷媒の臨界圧力を超える超
臨界冷凍サイクルを構成していてもよい。
【０７２３】
　（４）上記各実施形態では、熱管理システム１０および車両用空調装置をハイブリッド
自動車に適用した例を示したが、エンジンを備えず走行用電動モータから車両走行用の駆
動力を得る電気自動車等に熱管理システム１０および車両用空調装置を適用してもよい。
【０７２４】
　（５）図３９に示すように、上記実施形態における冷却水冷却器１４およびクーラコア
１６の代わりに蒸発器１５１が設けられていてもよい。蒸発器１５１は、冷凍サイクル２
１の低圧側冷媒と車室内への送風空気とを熱交換させて車室内への送風空気を冷却する空
気冷却用熱交換器である。
【符号の説明】
【０７２５】
　１１　　第１ポンプ
　１２　　第２ポンプ
　１３　　ラジエータ（熱媒体外気熱交換器）
　１５　　冷却水加熱器（凝縮器）
　１６　　クーラコア（空気冷却用熱交換器）
　１７　　ヒータコア（空気加熱用熱交換器）
　２２　　圧縮機
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　２４　　膨張弁（減圧手段）
　６０ｂ　ラジエータ用調整手段（熱交換器用調整手段）
　６０ｄ　圧縮機調整手段（冷媒流量調整手段）
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